
関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設

系  統

塗 :原子炉冷去「系統施設   、

原子炉格納施設

名 1非常用炉心冷去Π設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

1  主配管 (常設 )

要 領 書 番 号 :原規規収第 16と 0071号 209

会ヵl年 十月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の種類   構造、3負度又は漏えいに係る使用銃検査

3 検査申講 使用前検査申請番号

関原発第 299号 (平成 2

闘原発第 484号 (平成 3

関原発第 46号 (平成 3

関原発第 202号 (平成 3

関原発第 259号 (平成 3

関原発第415号 (平成 3

F美司原発第 504号 (平成 3

関原発第 512号 (平成 3

関原発第 582号 (平成 3

関原発第  3号 (平成 3

関原発第 68号 (201

関原発第 115号 (201

F妾耳原発第 204号 (20と

8年 10月

0年  3月

0年  4月

0年 7月

0年  8月

0年 12月

1年 2月

1年  2月

1年 3夷

1年  4月

9年  5月

9年  6月

9年  8月

7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

5日 )

1日 )

6日 )

18日 )

4日 )

16日 )

24日 )

23日 )

4 検査期日

5 検査場所

6 検査範囲

歯紳 み 19月 |ら 日
至た湖静2年 t月 2ぅ

日

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷去p設備そのイ也原子炉注水設備

原子炉格納施設   ヽ

.歴 力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設イ浦)

4



主配管 (常設) 一式

7 検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

8 検査結果    検査結果一覧表のとおり

9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材準#検査記録

3寸法検査記録         
′

4外観絵査記録       
｀

5組立て及び据付け状態を穣認する検査記録

6耐圧検査、漏えい検査記録

ス



検査実施者一覧表

ら

特記事項

な し

億 7

検査立会責任者 印

苗ア・ 1井どン  1主任技術者

イヂ
''テ

ミン|1費 ″ヽ

鬱

本ざ4考 ′‐
7″ がノ 主任技術者

予 無 ⑬

原子力施譲検査官 印

岳名 爪
嬢

外ロ

移ノ「ミ盈 嗚

検査年月日

環境も乱 年
十〔〕月十ム日

され五年
十

月―器
ロ

月

年

日



検査結果す覧表  |
系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、F土力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備) 主配管 (常設)

茶

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

希和 亀 牛

r⑤ 月漁亀日

驚

たか殊レ生年
/ 月23日

溌
年

月

組立て及び据付け

状態を確認する検査

玉勇も ぃ 年

,0月 Fム 日

R
Xひ券わと年

1 月23日

癸
年

月

外観検査

ガギ和 抱 年

+8月 ,と 日

驚
/挙外ヮ>年
/′
月26日

盈
年

月

寸法検査

琴秀も 抱 年
十()月 /ム 日

碇

浴探,>年
十 月23日

像
年・

月

材料検査

癸率

~伺
年

十O澤 1志
爵

呵k
倉れヶ年
十月ヮデみ日

孜
年

月

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査 B

結果



添イヽl資料 1二 ≧

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使痛前検査療神請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使熟前検

査岳言請書 (変更葛ゴ講を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

冷希亀年

+6 月rι 日 罠
使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

浴跡2と年

十 月23日 魔
年

検 査 をす る工事 のエ

程、期日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認

待釣通年

F6月 /も H 究

犠ガロ後
年

工事計画の認口手番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認

慟 亀 年

十〔)月 虎冬日 R
餅 隣

1 月23観 徐
年

「



添付資料 1-2

高浜発電所第二号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

中請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

々れ ぬ年

+0月 Fも 日 発

静 み年

1 月,6日 癸
年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

や頻も帝年
ro月 16日 花

柳 ュ年

十 月23綴 及
年 イ

6



添付資料 1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の置]質記録が準

備されていること。
i記録確認

牟轟息年

ゎ月わ日 碇
瑣跡じ■年

1  月2ろ 日 食
年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図商

‐
等確認

牟本う通年

ID 月イム 日 摂と

椒ι私灸
年 /

検査用計器が校正され

ており有効期臣長内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

今疼も猛年
お月みも日k

竹を七日従
年 /

タ



添付資料 1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

琴茅磁高年

16月 /ふ 日 花

絲
勢

1 角2う縛 λ
年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。  '
図画等確認

御 亀 年

ro tt rム 日筏

柳 9″年

, 月,み岳1 炎
年 /

g



添付資料 1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

中請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

イン碓汀も年
,o月 /と)日 腱

角経済
1 月ヮЭ口 費

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
囲面等確認

琴菰Ъ亀年
,δ 月れら日廷

涯籾静ヶ年
1 月,3原 孔

年 /

?



添付資料 1-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 孔号機 使用講検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

中請者の罷1質 記録が準

備されていること。
記録確認

皆斉も亀年

十D月 之日 孜

竹i粧碑碓
年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

鶴 芯年

とも月rと〉日 碓

/黛

ヤ41打露河費
年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

極
弘年

1 月2Ь 日 孔
年

月 党

月   日

系統構成が完了してい

ること。

記録確認

ゆ
'D亀

年
lo 角|△ 日 発

立会/

鯰
舟緯ケ年

十 月2ぅ 日 λ
立会/

記録確認

年 /

〆∂



添付資料 2-生

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主西E管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

弁  (lMOV-6400A、  B)

SUS304TP
待 つ亀 年

16月 お日 碓 記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。    ,

※:適合性確認検査成績書の識別番号:Tl― 呵一a26ユ

//



添付資料 2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷去「系統施設

非常月炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月目
検査

結果
検査方法

弁 (lMO卜 8817A、 B)下流

_分岐点

弁 (lMOV-8819)

SUS316TP 協 み

キ月23日
疑 記難 認

備 考            `
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ と適合↑生確認検査歳績書あ識劇番号 :T4- 1- 191ワ

/ユ



＼
皓

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 i原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 テ上力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 21許容値は工事計画による。  ※ 3:最小値

。記録確認は1申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :下呵
｀
¶一 ら26弘

検査

結果

R

検査年月日

琴巧転亀年
1心 月漁も日

)享さ (mm)

測定値IS

/

許容値
×2

9.7以上

/
9。 7以上

/
7.1以上

主要
※l

寸法

11.1

/
11.1

/
8.2

外径 (mml

測定値

/

許容値
※2

352.4～ 359_6

/
852.4～ 359.6

/
214.7～ 218.7

主要
※1

寸法

355.6

/
355.6

/
21&3

検査対象

管
継
手

燃料取替用水タンク

弁 (1齢-6400A、 Bl

郭
傘
雄
華

∞
―
牌



一｛

検査方法
査

果

検

結

女ヽ

孔

検査年月日

日

晏

撥 路
lf2

九 年
月
2多

日

測定値
2許容値

※

8.1以上

厚 さ(血)

寸法
測定値許容値

※2

270.3-275。 9

269.9ハΨ277.1

外径 l馳
71)

主要
※l

寸法

管

管
継
手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主酉己管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の狽t定値が許容値を満足すること。

検査対象

弁 (lMOV-8817

A、 B)下流

分岐点

弁 (llヽ10V-8819)

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

Tl-1-[qlヮ

※3:最小値  ※4:エアレボを示す。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号

辣
韓
が
叢

ω
ｌ
Ｎ



添付資料4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設          
｀

圧力低滅設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのあ
Iる

l石笏、割れ、変形、腐食、漫食)

がないこと。

検査対象 検査年月霞
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

チ書(とMOV-6400A. B)

杯 つね年
rO tt rΔ 日 魔 甲

記録確認

備 考     ‐

:

|う

~



添付資料4-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主酉己管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠卜色 (表面に機能 。̀l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食t浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

弁 (lMOV=8817A、 B)下流分岐点

弁 (lMOV-8819)

静 み
1月 島 日 薇

目視

/

響
備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合 l生確認検査成績書の識別音,I T4-1-lq 17

6



添付資料5-1
高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 .

圧力低減設備そ(プ)他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式

判定基準 :ェ事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

弁 (lMOV-6400A、 耐

符・しぬ年
+6月 |ム 日 匙

甲
記録確認

備 考

i露 弱蟄働磯諏醸雪嶺離輩きま F=日 陣編辞書灌筆由喀埒囁摯學驚編に舅踊隣
=蛋

→懲鶴差
=と

=貴

』‡差占 c

:

fr'



添付資料 5-2
高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 i原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管 (営設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

弁 (lMOV-8817A、 B)下流分岐点

弁 (lMOV-8819)

枷 枠

1 
月>3日 λ

目視

Φ
備 考  |

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確評検査義護書の識孵番号 :T4-1-i?17

t

|も



高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

為

査
法

検
方

記録確認

検査
結果

」乳

検査時圧力

1水
暫 |1検

査年月 日
検査時

保持 時間

(分 )

ｌ

ｌ

ｌ1

規定
保持時 Fョ司

(分 )

10

耐l土検査

時圧力

(MPa)

驚λ象及

耐圧検査
規定圧力

(ⅢtPa)

0※
l

最高使用
圧力

(MPa)

0

検査場所 :F美]西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつて異常がないこと。
・著しい漏えいがなヤヽこと。

検査対象

燃料取替用水タンク

弁  (lMOV-6400A、  B)

備考 :

※ 1:静水頭圧 (燃料取替用水タンクのオーバープローレベルからの水頭圧)と する。

辣
難
が
華
ｏ
ｌ
牌



高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

卜J

＼
騨

査
法

検
方

目視

記録確認

検査
結果

(
民

検査年月日

勝 2年

十
月巧 日

水圧、気圧
区分

水圧

漏えい

検査時圧力
(MPa)

検置時

保持時間
(分 )

規だ
保持時間

(分 )

01

耐圧検査
時圧力
(ⅢIPa)

耐圧検査
規定圧力

(MPa)

6.15

最高使用

圧力

(ヽlPa)

4.1

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管 (常設):=式
判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査対象

弁 (lMOV工 8817A、 B)下 流

分岐点

弁 (lMOV-8819)

※ 1:適合性確認検査事績書の識別番号 :下 t'4-lq17

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

備考

郭
草
ゆ
華

⑥
ｌ
時



関西電力株式会社

高浜発電所第 上号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設 )

要領書番号 :原規規収第 1610071号 2-10

礼 亀 年 +2月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類   構造て強度又は漏えいに係る使用前検査

8検査申請    使用前検査申請番号

瑠え発券鬼ρ7考 (γ預み ヵ源ャ顔)

調漁各痺牛3分ちで孝疵Jθ年テ瑶メ9日 )

駅汀わ痺 ″とち(ジ浪30片4鷺 刀騨)

閉旅姶髪 2ο鬼考骸頑,o拌 7沼 今日)

閉々 :姿路Zよ″杉(ジ ぶうθィ浄月フ9θ )

璃オ発絡ヶ/ま 杉(坪成,D孝 /2埓 夕8)

〕l入下ヽ焉も熟術¬疹隠、

4検査期掘 自ン歳力年/2月 ′娑日
至や恥島年μ月字日

5検査場所 関西電力株式会社高浜発電所イ

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

7検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

8検査結果    検査結果一覧表のとおり



別紙 1

3検査申請    使用前検査申請番号

関原発第 504号 (平成 31年

関原発第 512号 (平成 31年

関原発第 582号 (平成 31年

関原発第  3号 (平成 31年

関原発第 68号 (令和 元年

関原発第 115号 (令和 元年

関原発第 204号 (令和 元年

2月  1日 )

2月  6日 )

3月 18日 )

4月  4日 )

5月 16日 )

6月 24日〉

8月 23日 )

2



9添 lヽl‐資牟| 使用前検査記録

と検査前確隷事項

2オガヽ料検査記録

3 寸法検査記録

4外観検査記録

3細 立て及び裾′
lヽ l^|す 状態を確,憩する検査記録

6面↓圧検査、漏えい検査記録      
´

7検査用計器一覧表

‐
s



検査実施者一覧表

舛ヽ

特記事項

4鱒 ぶ√え子モ【、ヽあとし【

産条声ζげァR文めi和剛筆
券たヽギ澄後tヤ奪 ik。

々 レ/

む し

検査立会責任者 印

芥剪タア‐タデぜソ 主任技術者

翡泉

"再
⑬

デイ″デ‐
夕
~ぜソ 主任技術者

右■券打 鶴
√″多́ ,/で

｀
ン 主任技術者

イエ寡痴曜Э

原子力施設検査官 印

芳 淵國´奮)

タ ノ守 1
7写冷⑬

房 湘 國 熟勢

か、⑬支 /看 だ

岳冶ボ□ 凧鬱

検査年月日

靡ぶ〕9年
/2月

'沖

手反 夢1午

/月 ′夕日

療万も凰年

+2月 牛日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

仰

備  考

聯、倉t覇摩轄くだう筵るIてムる
くb&雇賓デだとな。ボ,R
庶″う、行辮途、〉狗んい

絵盆LヽTttt R σ

耐圧検査、

漏えい検査

矛畿
｀
夕9 年

/虫 月 ノ甲

※

7入 η十 年

′月/″ 日 (

象

侮 白 年

十二 月 午日

地

組立て及び据付け状

態を確認する検査

月/
野八 グ1年

/月 ノ7日

孜

琴巧b島 年

睦月年日

灘

外観検査

月

子入
‐
う十 年

/月 ′″日

象

御 ね 年

+2月 牛 口

賂

寸法検査

孝ぶ 39年
/父 月/学口

焚
年

月

袖 亀 年

tと月 牛 日

叉二

材料検査

矛凝 う? 年
たと月 /専 日

魔
午

月

痒秀も 亀 年
l丞月午日

魔

検査項目

検査 日

結果

検査 園

結果

検査 日

結果



添付資料…1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項
共通事項

使テ争l前検査申請書 (ノう確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

斗歳う9年

/2口 ′娑需 灸
使用前検査成績書の「8検

査申請どに申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

`

子パ ,F年

/月 ′7日 後

禅 も 年

に月午日 監

検 査 をす る工事 の工

程、難巨及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認

イ凝房0年
/火 月′ン日 炎
子A静 1年

/月 ′7日
孜

衛 Dも 年

1}月 今日 盈

心



添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

坪代う?年

/2月 ry日 久

拍 亀 年

十と月ケ日 融

年

必要な図面等が準備さ

れていることQ

図面等確認

孝痰,0年

/2月 ′Ⅲと日 粂
て雰勘ぬ年

十二月牛 日 地

年

▼



添付資料-1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

/摂 ,θ年
/2月 ′粋日 衆

奪療D色 年

キニ月午 目 髭

年 /

必要な図画等が準備さ

章化ていること。
図面等確認

降、歩θ年
/2月 ′雅日 次

牟碑亀年

|二 月今日 胞

年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

矛凝)0年

ノ2月 ry″ 日 衣
や岳通年

l近 月 学 日 庭
年 /

g



添付資料-1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観絵査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

坪笛ζ十年

/月 ′7日 盈

毎 れ 年

(2月 守日 盈

年 /

必要な図画等が準備さ

れていること。
図面等確認

好ぺ3+年

,月 ,7日 災
牟移亀 年

十■月守 日 薙

年

?



添付資料-1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 稚認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

イ武3キ年

′月 ′7日 太
わ亀患年

l■ 月 字 日 驚

年

必要な隠面等が準備さ

れていること。
図面等確認

影飛31年「

1月 (Iマ 日 た
冷貼憩年

盟月字 日 え

年 /

ID



添付資料-1-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

耳ぶう。年

ノヱ月′
,と 日 た

身ス
''年

′月′7日 衆
俸 お年

十■月争日 砲

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

孝綻うθ年

/2月 ′γ,日

ヽ

久
孝八 夢十年

′拷′クロ
吻

,く

オ
T'亭

ぬう年

キュ月午 日 碓

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範陛l、 濃I定精度を有 し

ていること。

記録確認

浮ぶBθ年

/2月 /学 澤 た

子氏テ
'年

/月
′7日 盈

つ私撮 年

1立 月午口 発

系統構成が完了してい

ること。

⑭

′

記録確認

χ代39年

/2月 /γ 日 瀞
@
記録確認

7炊▼r年

/月 /7日 我

立会/

鰯
や亀ね年
+2月 争日 薙

||



添付資料-2-1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷封l系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

]余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

STPT370
儡 穐 年

12月 夕日 胞 記録確認

A充てん/高圧注入ボンプ及び
B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日西E管分岐点

A、 B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管分岐点

STPT370
慟

'年十二月 字日 民
記録確認

B充てん/高圧注人ポンプ

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

STPT870
令肋亀 年

|≧ 月 弁日 驚
記録確認

弁 (WOV-5160B)

1次系機器冷却水
戻り母管合流点
格納容器循環

冷暖房ユニウト戻り

STPT370 矛武うジ年
/史 月′>目 余

記録確認

備考

'記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。
｀
 来 :適合性確認機査成績譲の識別番号 :TI~|ヽ lq97

12



添付資料-2-2-|

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月屋
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ
海水排水用ホース

上流側取合点

STPT370
4ガ強島年
十九月牛日 砲 記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水〕1水用ホース

上流狽1取合点

STPT370
零読も穐 年

キ密月井H 絶
記録確認

B充てん/高圧注入ポシプ
海水夢,水用ホエス

下流側取合点

屋外放出端

STPT370
牟 詩 五 年

1≧ 月字日 K 記録確認

格納容器貫通都
PEN1257

出日配管分岐点

屋外放出端

STPT370 茅横,9年
/之 月/片 日 欠

紫
記録確認

備考

・口
~・
L録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :道合性確認検査成績書の識別暮号 :Tl一 |~「 ?θ 7

糸洛制鞠 かPE潟 牛2ら 7ムワ帝と花分故
="み

孝iザー体力″さずた畝ろs

13



添付資料-2-2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ
海水排水用ホース

上流側取合点

STPT370
年

月   日

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水拶

'水

用ホース
上流側取合点

0STP
年

月   日

記録確認

B充てん/高圧
海水排水 ス

下 合点

屋外放出端

STPT370
年

月   日
記録確認

格納容器貫通都
PEN1257

出日配管分岐点

屋外放嵐端

STPT370 夢 り伺 年

+2月 字日 砲
※2

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 : Tl-1-1907

※2:平成 30年 12月 14Hに実施 した記録確認箇所を除く。

1牛



高浜発電所第 l号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※ li公称値  ※2i許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1907

検査

結果

監

鷺

腱

碓

検査年月日

怖 通年

十え月チ甲

神 氏 年

十二月年日

や碑鳥年
、≧月牛日

祢 乱年

十■月今日

厚さ(mm)

測定値

3～ 5 B、 6

※ 3

5、 |

る
ガ

※ 8

/
字、2※ 3

Δ、2※ 3

/

/
牛、ラ ※ 3

許容値
×2

3.2

4.2

3.2以上

3.2以上

/

/
3.2以上

3.2以上

/

/
3.2以上

主要
ス1

寸法

3.7

3.7×
4

3,7

/

/
3.7

3.7

/

/
3.7

外径(ma

測定値

準?、 9～ 学8、
|

字a、 そ～字9、 3

争θi▼ 字8.e
/

補、もr年8、む
字a、ηテ48、 8

年9ミ も 4憲(9

許容値
※2

47.8

48.8

47.5

49.9

47.5～49,9

/

/
47.5～ 49.9

47.5～ 49.9

/

/
47.8～ 50.2

主要
×1

寸法

48.3

48.3×
4

48,3

/

/
48.3

48.3

/

/
48.6

検査対象

ヽ
い

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

郭
草
か
華
ｌ
ω
ｌ
岸



一
併

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録
検査場所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):下式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:道合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1907

検査

結果

雅

検査年月日

偽 乱年
12月 字日

厚さ(―)

測定値

5、η ～字t∂

許容値
※2

3,4

4.4

主要
※1

寸法

8.9

外径(mm)

測定値

な∂、キ～ム0＼ 2

許容値
※2

5916

61.0

主要
※1

寸法

60。3

検査対象

A充てん/高圧注入ポンプ及
びB充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

A、 B充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点  _

郭
韓
嬌
撃
―
∞
Ｉ
Ю



一ｑ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 i各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1907

検査

結果

驚

見

検査年月日

怖
(二 月

砲年

午日

今琴萌直年
十二月ヶ日

厚さ(mm)

測定値

B、η年字、∂

よ 5
/

※ 3

/
3、 9

※ S

許容値
※2

3.4

4,4

3.4以上

/

/
3.4以上

主要番1

寸法

3.9

3.9

/

/
3.9

外径(mm)

測定値

60、 | ～6C)＼ ユ

も∂(亀 ～もD17
/

ムё、もてム0、9

許蓉値※2

59.6

61.0

59。 7～62.1

/

/
59.5年61.9

主要
※1

寸法

60.3

60。 5

/

/
60, 3

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ

B充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

募
韓
添
章
―
∞
―
∞



一∞

検査方法

記録確認

査

果

検

結

次ヽ

焚

Ａヽ

検査年月日

/クと月/狩 囲
碩力年

ン代勉年
ィス月/肝 日

孝ば,炸
/之 月//"口

測定値

～/∂ 、/／
，
¢
ト

X3

ρ、3

ガ if※ 3

/
/ど、/ ※命

/
/D、 ダ ※3

許容値
※2

10.7

8.3

8.3以 上

8,3以 上

/
8.3以 上

/
7.1以 上

9.5

9.5※
4

9.5

/
9.5

/
8.2

厚さ(mm)

主要
※1

寸法

Spた、る～32焦 ?

32占、 ～う史と、

323、浄～32気θ
/   .

ちヱ負9～ sz焦 字
/

2′ クニ～2/欠 3

320。 7～ 327.9

/
320.7～ 327.9

/
214.7～ 218,7

許容値挙2

326.5

321.3

320.7

327.9

323.9

323.9×
4

323.9

/
823.9

/
216。 3

外径(mml

主要
※1

寸法

弁 (lМ研 -5160Bl

l次系機器冷却水
戻り母管合流点
格納容器循環

冷暖房ユニット戻り

備 考
※1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※ 3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tキ ー
キー 1907

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

鶉
韓
添
草
―
∞
―
添



や

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録
検査場所 :F策昂西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷封l系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1907

検査

結果

驚

尾

魔

盈

検査年月日

やわ 高年

t二月ケ日

綿 亀年
は月十 日

や機周年
1近

月午日

衛 ぬ年
止月字日

厚さ(mm)

測定値

3、 も ～S、 B

X3

字、7

3、7 ～Si9

)く お

チ、∂

許容値 2`

3.2

4.2

3,2以上

8:4

4.4

3.4以上

主要
※1

寸法

3.7

3.7※
4

3.9

3.9※
4

外径(mm)

測定値

守は、Ь～牛8、 も

字&▼ ～

'717

ΔO、 も～Kat守

61、 0～ 61、 タ

許容値
※2

48.1

49。 1

47!8

50。 2

59.8

61.2

59,7

62.1

主要
※1

寸法

48.6

48.6※
4

60.5

60.5イ
4

検査対象

B余熱除去ボンプ
出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ
海水排水用ホース

上流側取合点

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース

上流側取合点

郭
草
癖
輩
―
∞
―
明



聰
⑫

記録確認

う魔

一驚

ム驚

ぺ雅

伽 患年

に月牛日

彿 ぬ年

十≧月牛 日

伽 血年

十が 争日

れ 島年
1ュ輝学日

5、 ム ～Δ<|

× 3

ム 、 3

）
‘

／
γ

※ 3

× 3

ム

ら

5、 w ～チ＼∂
３
．

４

一・　

４
．

４

５
，

２

一一

６

．

８

5.2以上

5。2以上

／

一
／

以 上43.

６
．
０
／

．
／

８
．
９

3.9

6.0

6.0※
4

キ1`4、 0～ |1気字

lt字 、ユ～|lξ 、D

ミ

　

　

ヽ
―

―

　

　

　

！も

”
／

一
／

”

||」、⊇

60、7

ム0、守～とか、Δ
59.8

61.2

113,1

115:5

112.7

115。 9

112.7～ 115。 9

/

/
59,7ハツ62.1

・・４
．
３

／

・
／

６。
．
５

60.5

114.3

114,3×
4

備 考
※1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ う)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tlil-1907

B充てん/高圧注入ポンブ
海水排水用ホース

下流側取合点

屋外放出端

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

査

果

検

結
検査年月日

測定値

寸法検査記録

測定値

高浜発電所第 1号機

検査方法
許容値

※2検査対象

厚 さ

許容値
×2

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

主要
※1

寸法

主要

寸法

郭
童
溢
章
ｌ
ω
ｌ
Φ



Ｎ
一

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):―工
式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

*
記録確認

備 考

※ ]:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※41エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :耳 i-1-i守 υ7     !

米嵩 Ⅲ襲軒演疑逸幹P吾相キZ'7よυ ttτ秀肢立‐おらイty― 作俯o'ぎ t^k畝 ら,

検査

結果

魚

久

検査年月日

矛ボカ年
″月ノ″日

孝瓜)υ年
/え月ノ/,日

厚さ(mml

測定値

ク、7 ∂、7
× お

′、2

許容値
※2

7.1

9.8

7.1以上

主要
※1

寸法

8.2

8.2※
4

外径(―)

測定イ盲L

⊇|お 、l t217、 D

217、 |～ 之lど、|

許容値
※2

214.5

218,1

214,7

218,7

主要
※1

寸法

216。 3

216.3※
4

検査対象

格納容器貫通都
PEN1257

出日配管分岐点

屋外放出端

郭
草
勝
輩
―
∞
―
ミ
ー
一



】
Ｎ

冬丞
記録確認

検査方法
査

果

検

結

監ヽ

（魔

検査年月日

冷穐 n年

+2月 チ日

彿 五年
■`月争日

※ 3

e、 ∂

測定値

乾
■8ヽ ▼

｀
/、″>7.1

913

7.1以上

許容値
×2

厚さ(mm)

寸法

主要
※1

8.2

8.2※
4

21(7、心～21▼、▼

測定値

2路 (卜 21ム、▼

許容値
※2

214.5

218.1

214.7

218,7

外径(mm)

主要卜1

寸法

216.3

216.3※
4

備 考

※1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※ 5二 道合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1907

※6:平成30年 12月 14日 に実施した記録確認箇所を除く。

寸法検査記録

高浜発電所第 孔号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)二 一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

格納容器貫通都
PEN1257

出日配管分岐点

屋外放出端

郭
韓
添
華
―
∽
―
く
Ｉ
ｗ



添付資料-4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

傘 FD l【」年

|ュ 月守 日 疋
目視/

勒
A充てん/高圧柱入ボンブ及び

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

A、 B充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

や Fワ 為 年

、2月 チ日 К
日視/

鋤

B充てん/高圧注入ポンプ

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

考朔わ亀 年

十二月守 日 驚
口視/

廼
弁 (lMOW― b1603)

t次系機器冷却水戻り母管合流点
格納容器循環冷暖房ユニウト戻り

孝氏 夢}年

/月 !ノ ″ 日 象
目視/

∽
備考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書(ブ,騨別番号 :TI― |― (qυ 7

2乙



添付資料-4-2-|

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

i  原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、害Ⅲれ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熟除去ポンブ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホース

上流側取合点

年

月
/

薪
記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出層配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ海水排水
上流側取合

/

月

年

日

目視/

記録確認

B充でん/高圧 用 ホー ス

合′煮

屋外放出端

年

月   日

目視/

記録確認

格納容器貫通者るPEN書 257

出日酉己管分岐点

屋外放出端

孝歳
｀
ユ十年

/角  ノク日

ヽ

宍
げ
記録確認

備考

==1:=:li:i千
i::す打二宅|,せ!ξ岳ヱ!|liii111;|,:==:」 t!|:::iiilill:::il`!|!:11'1:コ EI!tilliilli:li:i:ξ

!与

'',セ

=:::〕
(:i,|:itl〉 ==:|:|:::::i」  に:i=宅ξ) ;;・

ど基監EE劇薩驚驚μ斑豊即閣議講離輩ヂ霞建盛涌掟済夢等亀事語E環崎篤男劇陶暗諄要井:

来玲17-舛》7ガう埼1眸γ
'2ヴ

ま・どの期∩功痒x千入る

24



添付資料-4-2-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ボンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホイス
上流側取合点

彿 込 年

12月 牛日 匙
日視/

∽
B充てん/高圧注入ボンプ冷却水!11日 配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ海水排水用ホース
上流4111取今点

4も 亀年

(z月 字日 碓
口視/
翰

B充てん/高圧注入ポンプ海水排水用ホース
下流側取合点

屋外放盤端

舗 患年

+2月 牛日 驚
日視/

触
格納容器貫通都 PEN1257

出日配管分岐点

屋外放出端

冷れ ら年

十盈月年日 驚 ‰
備考

'記録確認は、中請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1907

※2:平成 31年 1月 17日 に実施した目視箇所を除く。

2石



添付
・
資料一Б-1

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主酉己管 (常設):―式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

髯頚もれ 年

十み 字日 昆

目視/

爾
A充てん/高圧注入ポンプ及び

B充てん/高圧注人ポンプ冷却水出日配管分岐点

A.B充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

f執謁二年
12月 今、日 発

日視/

鰤

B充てん/高圧イ芋_入ボンブ

B充てん/高圧泣入ポンプ冷却水畠日配管分岐点

そン碓,角 年
i■ 月字日 琵

回i見/

廼
弁 (lMOV-5100B)

1次系機器冷却水戻り母管合流点

格納容器循乗冷暖房ユニット戻り

辛ドЬ十年

/ 月/7日 鷹
目視/

帥

備考

`記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確零検査成績書の識別番号 :Tキ ～IT19υ 7

2ふ



添付資料-5-2-I

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西竃力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査年月日
査

果

検

結
検査方法検査対象

薪
記録確認

年

月

B余熱除去ポンブ崩口酉己管分岐点

B余熱除去ポンプ海水り

'水

用ホース

上流イ貝ll取合点

目視/

記録確認

年

月   日

/高圧注入ポンプ冷去「水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ海水タト水用ホ

B充

上流側取合

目視/

記録確認

年

月   日

用ホースB充てん/高圧

屋外放出端

点

ス
馘
記録確認

平ぼう十年
/ 月/7日

格納容驀貫通都 PEN存257

出口配管分岐点

屋外放出端

氷弁IV一 学
'207が

多ゑ肝牛す2伊yぎ ぜの1胡 6糠と杉X千夙る

備考

2η



添イヽl・資料-5-2｀ 盈

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :Fttl西 電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)i一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余烈除去ボンブ出日酉E管分岐点

B余熱除ム̂ポ ンプ海水つF水用ホース

上流側取合点

褐 £ 年

+2月 字 日 盈
日視/

⑭
B充てん/高圧注入ボンブ冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ淘水つF水用ホース

上流側取合点

移誌心 年

1と 月争 日 R
日観/

観
B充てん/高圧注入ボンブ海水排水用本Tス

下流側取合点

屋外放崩端

揃 為 年

1近 月字日 見
掛視/

鋤

格納容器貢通都 PLN♯ 257

出日配管分岐点

屋外放 iti端

う為 鳥 年

十≧月 午日
離 絲

備考

1記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1下 1907

×2:平成 31年 1月 17日 に実施した目視筒所を除く。

2房



〕
範

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

観

目視/

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2i適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl一 l-1907(そ の2)

検査

結果

降

胞

検査年月日

彿 亀 年

十二月牛日

や蕩穐年
1二月午日

水圧、気圧

区分

水圧

水 圧

漏えい

検査時圧カ

(MPa)

チ＼5字

,、 5∂

保持

時間

(分 )

||

||

耐圧検査時

圧カ

(MPa)

/、 5平

/、 5∂

耐圧検査

規定圧カ

(ヽ
′IP a)

1 4 7

1.47

最高使用

圧カ

(MPa)

0,98

1.2※
I

0.98

検査対象

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

A充てん/高圧注入ポンプ及び
B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

A、 B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管分岐点

郭
奪
漆
叢
卜
ｏ
ｌ
牌



偽
⑫

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

∞

目視/

廼

備考

※1:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)にょる。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1907(そ の2)

検査

結果

馳

庭

検査年月日

牟
～

亀年

|ユ 月字日

牟れ色年

十盈月字 日

水圧゛気圧

区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧カ

(MPa)

r、 5∂

,、 22

保持

時間

(分 )

||

耐圧検査時

圧力

(MPa)

/ 6∂

|、 フ 2

耐圧検査

規定庄カ

(WIP a)

1.47

1.2

最高使用

圧力

(MPa)

0,98

1i2×
1

1,2※
1

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

弁 (lMOV-5160B)

と次系機器冷却水
戻り母管合流点
格納容器循環

冷暖房ユニット戻り

募
奪
述
章
１
０
１
ヽ



碗
一

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

。著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

鰯

□視/

動

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値 b

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl工 1-1907(そ の2)

検査

結果

胞

盈

検査年月日

偽 角 年

十二月字 日

櫛 砲 年

に月午日

水圧、気圧

区分

水 圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(ⅢIP a)

/、 もタ

,ゝ 50

保持

時間

(分 )

||

||

耐圧検査時

圧力

(MPa)

|、 5字

/、 Б∂

耐圧検査

規定圧力

(WI P・ a)

1.2

1. 2

最高使用

圧力

(MPa)

1.2※
1

1.2※
1

検査対象

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ
海水排水用ホース

上流側取合点

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出回
配管分岐点

B、充てん/高圧注入ポンプ海水排水用
ホース

上流側取合点

郭
爺
添
華
ｌ
ｏ
ｌ
∝



∞
牌

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/
記録確認

目視/

記録確認

観
記録確認

備考

※ 1二 重大事故等時における使用時の値  ※ 2:配管の高低差の水頭圧を考慮した圧力以上 (0.2MPか とする。

・名言罷ヨ髯とヨそこ脅名Hヨ鵞ξ言兵ヨ子ゃ===I:|=fヨ禽F雪虐子ヨけ嘔芽車与iF:営露言言宅:慧醤Fξ==(|)串 ti=奪 i'工 )=R日常こと三ヨ置F奮琶歩妄耳

|:=i,】 :`〔|::i:,,:=!1,!=ヨ ど轡lrヨェ甘置と≧聯鸞指岳ヨ甚ζH甘白ど室営廷毎日

'と

言竹資:篤彗ヨね。こ〉 卓ユJこえ〕 」 |ぞ召:」 号ヨとEI:・

ム身 ty中 学少θ7づ 多オ ↓ド
‐

烙コ 肝dごち研 n彬 著・ ttRる

検査

結果

才

食

検査年月日

月   日

年

月   日

矛歳ち1年

/月 /7日

水圧、気圧

区分

オ

気圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(MPa)

泳之3

保持

時間

(分 )

イ

ノ鬼

耐圧検査時

圧力

(W[Pa)

/、 え3

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

0×
2

イ

l。 2

最高使用

圧力

(MPa)

0※
1

0※
1

1.2×
1

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ海水排水用
ホース

下流側取合点

屋外放出端

格納容器貫通都 PEN1257
出日配管分岐点

屋外放出端

郭
疎
癖
華
ｌ
③
ｌ
ふ
１

一



い
ω

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 i。 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

`著 しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

鰻

目視/

爾

偽
備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値  ※2:配管の高低差の水頭圧を考慮した圧力以上 (0.2MPa)と する。

・記録確認は、申請者 (ノ)品質記録 (※ 3)に よる。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 iTl-1-1907(そ の 2)

※41平成 81年 1月 17日 に実施した目視箇所を除く。

検査

結果

腱

驚

髭

検査年月日

や碑亀 年

皮月字日

冷範亀 年

十二月今 日

令れ角年

十之月チ回

水圧、気圧

区分

気圧

気圧

水 圧

漏えい

検査時圧カ

(MPa)

0、207

o＼ ユ0も

|、 22

保持

時間

(分 )

す |

||

||

耐圧検査時

圧力

(MPa)

o、五Dη

O、 之OS

「、22

耐圧検査

規定匠カ

(WIP a)

0※
2

0※
2

1.2

最高使用

圧力

(NIP a)

0※
!

0※
1

1.2※
1

検査対象

B充てん/高圧注入ボンブ海水排水用
ホース

下流側取合点

屋外放出端

格納容器貫通都 PBN1257
出日配管分岐点

屋外放出端

郭
奪
滞
蒙
ｌ
③
ｌ
ト
ー
肖



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

(3年 /E

添付資料-7

17

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

鞭行職4
競舟翻И 形灼.イ (31 7θ

l θハンジ;颯監
=1、

6平 FtS

孝膨堵1刈うB｀

子鯵|々 3焔 ta

れイ花ηV後

協か 筵
'才

とん:| 13t7,守 ゆ
～

z、ふ
~ト
イ肱 上1、 6。/,手,S

辛絆叶1剃)J

▼オチ|力多鴻テin

/

/

/
/

/

ノ



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系 統  名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

要領 書番 号 :原規規収第 1610071号 2101

'`令約角 年 ?月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

生 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の経類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請 使用前検査中請番号

関原発第 299号
関原発第 434号
関原発第 46号
藤l原発第 202号
関原発第 259号
関原発第 415号
関原発第 504号
関原尭第 512号
関原発第 582号
閲原発第  3号
F)目原発第 68号
Fぅ§原発第 115号
｀
Fttl原発第 204号

(平成 28年 10月  7日 )

(平成 30年
(平成 30年
(平成 30年
(平成 89年
(平成 80年 1

(平成 31年
(平成 31年
(平成 31年
(平成 31年
(令和 元年

(令和 元年

(令和 元年

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 )

思月 20日 )

16‖ )

24日 )

8月 23日 )

２

２

２

３

４

５

６

日

日

日

日

日

５

１

６

８

４

月

月

月

月

月

月

月

4 検査期日 白零勇衛元年 2月 パ ロ

至看シ働危年 9月 26日

5 検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町隠ノ浦

6 検査範l瓢 高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設
―

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備
｀

主配管 (常設 )

7 検査実施者   検査結果下覧表のとおり

い
式

8 検査結果    検査結果一覧表のとおり

1



9 添付資料 使用前検査記録

1検査禽を確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外紐と検査記録

5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐圧検査、漏えい検査記録

7検査用計器 一覧表

2



検査実施者二覧表

く0

特記事項

/ヱ し

検査立会責任者 印

がガ多デ,夕 >ゞラ 主任技術者

巧Ⅲ猾猟Э
主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

/1くサィ汐造を浜頓笙)

検査年月日

琴蒻鮨通年
夕月

:ご
日

月

年

日

月

年

日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)

ｒ
Ｏ

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

琴乃缶元 年
2月 E」 日

表
年

月   日才

年

日月

組立て及び据付け

状態を確認する検査

命添耐亀 年

ワ月重が日

良
年

日月

イ
年

日!月

外観検査

苓球口九年

9月 ぢ♂日

涎
年

月 日

寸法検査

今ん為 年
9月 2伊 日

長
年

日月

年

日月

材料検査

令新町角 年

'月

クJ日

皮
年

日月

年

日月

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使癬前検査申請書の確認

確課事項 確認方法 検査年月屋 結果 備考

本検査に係る使痛前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

冷森兎 年

ρ月な 日 虞
使用前検査成績書の「3検

査申請」に中請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月   日/

月   日

検査 をする工事の二

程、剣日及び場所が中

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

今赤りも年

'月

2ξ 自 買

年

月   日

年

工事計画σ)認可番号の

記載が適七刀でぁる こ

と。

記録確認

つ純ん年

,角 ,:!::;手 II
農

年

月 日

年

11



添付資料-1-2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

看湖口ん年

7月

'す

日 班
年

月   日

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図画等確認

琴落れも年

'角

溢 樹 良
年

月   日

年 イ

12



添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

神 角 年

P月 2併 日 魔

年

月   日

年 /

必要な図繭F等が準備さ

れていること。
区画等確認

抑 尾 年

ダ月た H 愛

年

月   日

年

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲.測定精度を有し

ていること。

記録確認

徽 ん年

2月 な 日 k
年

月 封

年

13



添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

今冴け乃年

¢月二ど日 麦

年

月   日

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

彿 角 年

9月 安牙日 長
年

月   日

年 イ

14



添付資料-1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 結考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

看濶鮨え 年

P月 1' 距l

費

年

月   日

年 /

必要な図画等が準備さ

れていること。
図面等確認

看朔鮨ん年

P丹笠日皮

年

月   日

年 /

15



添付資料一 と-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

待綽え年

P 月互ど 日λ
年

月   日

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

◆仲為年
!

,2月 ;'占 麦

年

月`  日

年 /

検査周計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録等確認

姶済射為年

″月笠 日 費
年

月 日

年 /

系統構成が完了してい

ること。
立会

彿 え 年

2月 26 日 虞
年

月   日

年

16



添付資料-2-生

高浜発電所第 と号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事言,画 のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

C充てん/高圧れ入ポンプ

入日分岐点

C充てん/高圧注人ボンプ

冷却水入日固己管合流点

STPT370
併 危 年

2月 2す 日 費

記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

STPT870 犠 ず霞 え

C充てん/高圧注入ポンプ

出瞬配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

STPT370 鶴咎‖嵐

A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ

出日酉¬し管分岐点及び

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室

空調装置冷却戻リライン合流点

STPT370
幸落境 年
9月 2す 日 柔

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号: 丁サー子…02()イ

:7



添付資料-2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):す式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水入日配管合流点

STPT370
SUS304TP

今鯨
?月 2'

年
に1

史

記録確認
C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ

入日配管合流点

STPT370
SUS304TP 粋 日及

備 考      .         I
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)によると

※ :適合性確認検査成績書の識男1番号 :耳
~|―

|-02。 子

18



0

記録確認

検査方法
検査

結果

買ヽ

検査年月日

希済留角年
ρ月2ダ 日

測定値許容値
※2

3.4～4.4

主要
※1

寸法

3.9

厚さ (mml

測定値許容値
※2

59.6～ 61.0

外径 lШⅢl

主要
※1

寸法

60.3管

検査対象

C充てん/高圧注入ポシプ

入日分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ
'冷

却水入日配管合流点

備 考           イ

※1:公称値  ※2i許容値は工事計画による。
フ

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :可
~1〒

十一σ291

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):工式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

鶉
奪
凝
華
―
破
―
牌



中
〇

検査方法
検査

結果

文

検査年月日

考泌舌通年
ア月な

許容値
※2

似
／
・
／

3.4以上

…L

厚さ lmml

主要挙1

寸法

３
．
９

／

一
／

３
．
９

測定値許容値
※2

”
／

一
／

” 179_5

61.9

外径 (mml

主要
※1

寸法―

5

/
60.

60.3

/管
継
手

1-02。 イ

l薦 考
※ 1:公称値  ※2!許容値は工事計画による。※3:最小値

「記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号: TI~

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

郭
爺
断
華
ｌ
ω
ｌ
Ю



記録確認

検査方法
検査

結果

良

検査年月日

◆ 約 角 年

9月 2丁 日
/

測定値
※3

許容値
※2

4.8以上

/

/
3.4以上

厚さ (mm)

主要
※1

寸法

５
．

５

／

・
／

３
．

９

測定値

/

許容値
※2

/
59.7～ 62.1

/
3ハψ978

主要41

寸法

9

b

＆

／

一
／

０
・

外径 (mml

管
継
手

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査対象

C充でん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識う1番与 I 可
~!一

|― 025/

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)・ :一式

郭
爺
添
叢
―
∞
―
∞



］
］

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)i二式

判定基準 i各部の主要寸法の測定値が許容値を満是すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

1 藪3:適合性権認検査成績讐の識別番号 : r下

'一

|工 θ之。 /

検査

結果

費

検査年月日

祢 元年
?月ヱす日

厚さ (皿皿l

測定値許容値
※
子

4.8～ 6.2

主要
※1

寸法

5.5

外径 l皿皿l

測定値許容値
※2

88.0～ 89,8

主要
※1

寸法

88.9

検査対象

管

A、 B、 C充てん/高圧

泣入ポンプ出日配管分岐点

及びC充てん/高圧注入

ポンプ冷去ll水出日配管

分岐点

充てん/高圧注入ボンプ室

空調装置冷却戻リライン

合流点

募
奪
輝
筆
―
∞
―
卜



］
∞

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※8:最小値 ※4:エルボを示す。

※5:材料 (STPT370)

・記録確認は,申請者の品質記録 (※ 6)による。

※6:適合性確認検査成績書の識別番号 : TI―  十二 ∂ュ。 /

検査

結果

虞

涎

検査年月日

冷和え年
9月な 日

令約ん年
P月必 日

チ寧さ lmml

測定値

ズ

許容値
※2

3.4～4.4

3.4以上

主要
※1

寸法

3.9

3.9

外径 lttml

測定値許容値※2

59.8～ 61.2

59.7～ 62.1

主要
※1

寸法

60.5

60,5

検査対象
×5

管

※
4

管
継
手

C充てん/高圧注入

ポンプ出日酉己管
ノ
  分岐点

C充でん/高圧注入

ポンプ冷却水入日配管

合流ッ点

郭
査
溢
蒙
―
∞
―
釧



囀
添

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)i一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満是すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※ 3i最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別審号 i可
~|…

fi 02く,イ

※4i材料 (SUS304TP)

検査

結果

武

検査年月臓

考務歯ん年
,月 2ξ 固

厚さ (mml

測定値許容値
※7

3 4-4.4

主要
※1

寸法

3.9

外径 (mml

測定値許容値
※を

59.8～ 6112

主要
※1

寸法

60.5

検査対象
※4

管

C充てん/高圧注入

ポンプ出日配管

分岐点

C充てん/高圧注入

ポンプ冷却水入日配管

合流点

努
童
．ゆ
華
―
∞
ｌ
③



囀
［

検査方法

記録確認

検査

結果

殿ヽ

震

検査年月日

冷和疱 年
″月本 国

◆券uテ彩年
′月オ日

測定値許容値
※2

7.6～9.8

7.6以上

厚 さ lШml

主要
※1

寸法

8,7

8,7

測定値許容値※2

59.8～ 61.2

59.7～ 62.1

外径 lmml

主要
※

l

寸法

60.5

60.5

管

※
４
管
継
手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査対象

C充てん/高圧注入

ポンプ出日配管

分岐点

C充てん/高圧注入

ポシプ冷却水入日配管

合流点

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※8:最小値 ※4:エルボを示す。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :~「 |一 |工 02(),

鶉
韓
添
華
―
∽
―
ミ



検査方法

記録確認

検査

結果

一ヽ涎

検査年月日

加 年

,月之争日

/

測定値
※3

許容値挙〃

7.6以上

/

/
7.6以上

厚さ lmlal

主要
※l

寸法

８
，

７

／

・
／

８
，

７

測定値

/

59.7～62.1

/

16

/
7

詐容値
※2

外径 (mml

主要挙よ

寸法

b

b

０
・
／

一
／

０
・

６

　

　

　

　

　

　

　

　

　

６

管
継
手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲:原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 i各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査対象

C充てん/高圧注入

ボンプ出日配管

分岐点

C充てん/高圧注入

ポンブ冷却水入日配管

合流点  (

備 考
※ l:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3i最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

文4:適合性確i認検査歳績書の識別巻号 : 可
~|―

 十一θ虫0/

鶉
奪
溢
蒙
―
∞
―
∞



〕
点

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

※5:材料 (STPT370)

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)による。

※ 6と 適合性確認絞査成績書の識別番号 i TI― ,一 b之 ◇ /

検査

結果

沢

R

検査年月日

考蒻由え年
P月 之J日

釣 涌 年

夕月2き 日

厚さ (皿Inl

測定値

× 3

許容値
※2

3.4ハ▼4.4

3.4以上

主要
※1

寸法

3,9

3.9

外径 (mml

測定値許容値
※2

59.8～ 61.2

59.7～ 62.1

主要
※1

寸法

60.5

60.5

検査対象
※5

管

※
4

管
継
手

C充てん/高圧注入

ボンプ冷却水出日配管

分岐点

充てん/高圧注入ポン与ノ

入日配管合流点

郭
奪
肺
華
―
∞
１
０



］
∞

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷芳「系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):=式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満是すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2i許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。

※5:材料 (SUS304TP)

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)による。

※6:適合性確認検査成績書の識別番号: TI=「-0≧。r      i

検査

結果

買

買

検査年月日

埼落転ん年
?月オ 日

千汗す亀年
ダ月ゑす日

厚さ (mml

測定値

※ 3

許容値
※2

3.4-4.4

3.4以上

主要
※1

寸法

3.9

3,9

外径 lmml

測定値許容値
※2

59.8～ 61.2

59.7～ 62.1

主要挙1

寸法

6儀 5

60.5

検査対象
※も

管

※
4

管
継
手

C充てん/高圧注入

ポンプ冷却水出日配管

 ヽ 分岐点

充てん/高圧注入ポンプ

入日配管合流点

鶉
尊
述
輩
ｌ
ω
ｌ
牌
ｏ



］
Φ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1二 公称値  ※2:許容値は工事計画による。※ 3:最小値 ※途 :エルボを示す。

※5:最高使用圧力 1.4ば a、 最高使用温度 :150℃

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)による。

※6i適合性確認検査成績書の識別番号: 
¨
下刊― |-0ユ◇ |

検査

結果

震

鼠

検査年月日

幸赤前竜年

'月

2ぎ 日

令約為年
¢月オ 日

厚さ (mml

測定値

※

許容値
※2

3.4-4.4

3.4以上

主要
※1

寸法

3 9

3.9

外径 (耐

測定値許容値
※2

59.8～ 61.2

59.7～ 62.1

主要
※1

寸法

60. 0

60.5

検査対象
※5

管

※
4

管
継
手

C充てん/高度注入

ポンプ冷却水出日配管

分岐点

充てん/高圧注入ポン

入日配管合流点

郭
森
胚
筆
ｌ
ω
ｌ
脂
洋



∞
Φ

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値

・記録確認は.申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 : Tい |― !二 〇2ヮ /

検査

結果

λ

検査年月日

袖 年

?月 2す 日

厚さ lmttl

測定値
※3

/

許容値
※2

3.4以上

/

/
3.4以上

主要
※1

寸法

3.9

/

/
3,9

外径 (mml

測定値

/

許容値
※2

59,7～ 62,1

/

/
59。 7～62.1

主要
※1

寸法

60,

/

/
60。

5

5

検査対象

管
継
手

C充てん/高圧注入

ポンプ冷却水出日配管

分岐点

充てん/高圧注入ボンプ

入白配管合流点

募
爺
所
華
―
∽
―
卜
時



添付資料二4-と

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社嵩浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉柿機冷却設備

主配管 (常設): ‐式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月口
検査

結果
検査方法

C充てん/高圧注入ポンプ入日分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入目酉E管合流点

彿 九 年

9月 2よ 口 衰
日t'こ

/
⑩

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

C充てん/高圧注人ポンブ

神 え 年
?月 2,日 皮

ri視

/
∽

C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水劇日配管分岐点

幸碁町え年
?月 2す 日 渓

目れ見

/
働

A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ出圏配管分岐点及び

C充てん/高圧注人ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ボンプ室空調装置冷却戻リライン合流点

今藩耐も年
?月る Eヨ R

固視

/
⑩

C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点
米 2

神 元 年

″月オ 層 費
目視

/
∽

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注人ポンブ入日配管合流点

玲辣遭ん年
9月 ス1詢 貴

口視

/
鰯

備 考
                                  ,

C記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :~ri一 ィ_()2o/

洋2こ でえてん/畠 F土症八評ン79伐口薇乙彰衡よ鼓 、～デみ7ン蕪孝スを除く

3と



添付資料-4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉捕機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

C充てん/高圧注入ポンプ入日分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点
月 日

言己称

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

年

月 /
/ッ
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ出目配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日西己管分岐点

年

ノ月
/ 目視

/
記録確認

A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点及び

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出周遜ヨし管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室空調装置冷却戻リライン合流点

年

日月

目視

/
記録確認

iC充てん/高圧注入ポンプ農日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点基ユ

吟凛イん年
?月 2ど 日 定

Q
/

記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水患日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ入日配管合流点

年
才

ガ
/

記録確認

備 考

ぶ,ユtC交たた/議
「
生ラi八ギシ7'家百湧乙彰狩巧弦、イ■ スタ>入こ生み}曜 る



-5-1

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 i原子炉冷却系統施諜
原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計山iの とおりであり、技術基準に適合すること。

検査

結果
検査方法検査年月日検査対象

彿 え|
?月 2も 日 λ

動

日視

/
C充てん/高圧注入ポンプ入日分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

鰤

日縄

/
持綽 ん年
9月 2ξ 目 衰

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

震
目視

/
∽

待無 角
年

9月 2デ 日

C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

勢 勺年
?月 2争 癬 農

妙

目視

/
A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ熟口西¬L管分岐点及び

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出曲藤E管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室空調装置冷却戻リライン合流点

勢 ん 年

♂月が 日女
鰤

とJ視

/
C充てん/高圧注入ポンプ出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点
疼2

目視

/
鰤

株 え 年

?角を 日 嵐
C充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ入口西司こ管合流点

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※:適合性確認検査成績書の識別番号 :二TI-1-02ol         :

来・2i Cえ てた/畠戸虫ぷ ポカ°炊ロヮこ杉分は 、～ギ芳災7ンスし°~ス t聴くく

33



添付資料-5-1

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査甥所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷封l設備

主配管 (常設):一式

半ほ定基準 :工事計箇のとおりであり、技術基準に通合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

C充てん/高圧注入ポンプ入日分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

年

月 日 /
才
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

年

月

目視

/
記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ出口

C充てん/高圧注入ポ 水出劉配管分1岐点

年

月 日

目視

/
記録確認

A、 B、 C充て 注人ポンプ出日配管分岐点及び

C 圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

ん/高圧注入ポンプ室空調装置冷却戻リライン合流点

年

月 同

目視

/・
記録確認

C充てん/高圧注人ポンプ出醒配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水入日西己管合流点
ポ・2

尋龍 年
?月 2ど 爵 良 Ψ

記録確認

C充てん/高圧注入ポンプ冷却本出日配管分岐点
年

月 日

一
一 目視

/
言E録確認

備 考

0

1

χュfC充てん楠 晟左 ふポ/フ歓 口鷹彰毎み女点、～デ券X7シスことる と
‐
銀る

34



∞
釦

高浜発電所 第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐えtかつ、異常がないこと。
・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視

/
⑩

目視

/
∽

目視

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値
こ記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※21適合性確認検査成績善の識別番号| ―TI― ォーC)2o/

検査結果

R

貢

潔

検査年月日

抑 乙
年

9月 2夢 日

石)約え年
?月ユ伊日

祢 ん 年

?月 2'日

水圧、気圧
区分

水圧

水圧

水圧

編 え い

検査時圧力
(ⅢIPD

保抒

時間
(分 )

山lヽす履検 査好

圧カ
(MPa)

向ヽi圧検査

規定圧カ
(MPa

1.4呈

0.98

0.98

最高便用

圧カ
(MPa)

0.98

0.98※
と

0。 98※
'

検査対象

C充てん/高圧注入ポンプ

入口分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水

入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水

入日配管合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ冷却水

出日配管分岐点
募
傘
述
華
ｌ
ω
ｌ
牌



∞
φ

高浜発電所 第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)i一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐えてかつ、異常がないこと。
・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視

/
⑩

目視
/

鋤
圏キ見
/

醸
備考 ※ 1:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号: TI_ヶ ―◇201
榮亀・ (と えてん/廟 Fェ ラ主八ポ▼ '伏ロヮ乙笏 広孟点、んギ|ス天7シ各と0二Kι惚 <

検査結果

皮

費

虞

検査年月日

抑 危 年

2月 2,日

微 危 年

9月 2ダ 日

併 え 年
ρ月2伊 日

水圧、気圧
区分

水圧

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力
(MPお

保持
時間
(分 )

/

耐圧検査時
圧カ
lMPa)

耐圧検査
規定圧カ

(祀お

1,47

0.98

18.8

最高使用
圧力
(MPa)

0.98

0.98※
]

18.8※
1

検査対象

A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点及び

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室

空調装置冷却戻リライン合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプふ3
冷却水入日配管合流点

募
奪
癖
筆
ｌ
ω
ｌ
時



∞
ペ

高浜発電所 第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)十~式

判定基準 :!検査圧力に耐 、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視

/
口
‐
己録確認

日視

/
記録確認

υ
/

記録確認

備考 ※ li重大事故等時における使用時の値

導息tC蒼てた/岳戸焦ブ主本ポウ79久g舶杉ノノ守巌黄、マ〒券文字承 こ上ラてIご序tる

検査結果

涎

検査年月日

月

年

日

月

年

日

釣 馬年

?月 2ど 日

水圧、気圧
区分

水圧

水圧

無えい

検査時圧力
(卍か

/¢、牛

保持
時間
(分)

/ぎ

l打すヽ圧検査崎

圧力

(MPa)

才

/9 子

向す圧検査

規定肝_力

(MPa)

1.47

イ

18.8

最高便用
圧力
(MPa)

0.98

0.98※
!

18.8※
l

検査対象

A、 B、 C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点及び

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日西己管分岐点

充てん/高圧注入ポシプ室

空調装置冷却戻リライン合流点

C充てん/高圧注入ポンプ

出日配管分岐点

C充てん/高圧注入ポンプ K`'3

冷却水入日配管合流点

郭
森
添
華
ｌ
ｏ
ｌ
］



∞

目視

/

目視

/

検査方法検査結果

費

虞

検査年月日

紳 危 年

?月 オ

彿 ん 年

'月

2宇日

水圧、気圧
区分

水圧

検査時圧力
lMPa)

時間圧 カ

0.98

4

規定圧カ
lMPa)

圧カ

0,98※
1

C充てん/高圧注入ポンプ

冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ

入日配管合流点

備考 ※ l:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号: ―下 十一 十一02o l

耐圧検査、漏えい検査記録

高採秦電所 第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :

・著しい漏えいがないこと。

力に耐え、かつ、異常がないこと。

郭
奪
輝
輩
ｌ
ｏ
ｌ
∞



高浜発電所第 1,号機 使用前検査記録

検査用1計器一覧表

，え

添付資料-7

2渉

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

耐圧検査

漏えい検査
圧力計 130445 0-40MPa ±1,6F,S

2019,9.2

2019.12.31

耐圧検査

漏えい検査
圧力計 130446 0-40MPa ±1.6F.S

2019.9.2

2019。 12。 31

39 /L



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

平添30年 占月

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名  :原子炉補機冷去「設備

主配管 (常設)          )

(大容量ポンプによる海水供給用主配管の設置

及び景元設主配管の取替え)

要領書番号  :原規規収第 1610071号 2-■ -1

原子力規制委員会



使帰前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

3検 査 申請 使用前検査申請番号

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

鋼漁犯紫434考 (平衰うο舞 3R20R)
聯 益紫4b揺  (孝魔 3ο l弁 4R2o朔 )

4検 査期 日 自 キ舟Zl年 ′月イ7日
至 吊疵

'0年
台月 8日

5検 査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

株式会社 高 田工業所 本社工場

福岡県北九月1市人幡西区築地町 7-1

6検 査範囲 高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷去「系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設) 一式

1

7検 査結果 検査結果一覧表のとお り

使用前検査記録

1検 査前確認事項

2材 料検査記録

8寸 法検査記録

4外 観検査記録

5組 立て及び据付 け状態を確認す名検査記録

6耐 圧検査、漏 えい 検査記録    |
7検 査帰計器一覧表

8添 付資料

1



9検査実施者

や

特記事項

守 し/

勺  レ/

収 し

検査立会責任者 印

ボイラと・プーL“ シ  主任技術者

嫁衆 智皓

珂ビイうア 夕Tぜ
ソ 主任技術者

石 ′)く 孝輿斜
洋ンクr, 夕́ ぜア

主任技術者

方 体

原子力施設検査官 印

石  η

猛 宙

γγ

la

k
久弱

籍

物④

芳 サ 1刻 拡塩

淀t,3盈 え

殉ゑ 刑 群

転 :たF
み 入 久 ④

検査年月日

傘
｀
》7年

P角チと日

矛くユ7年
/二月渉日

平ハbο 年
ふ
~月

8日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)

u

備考

汀群穐勤うち、手

革落試逸諄嬌澪
盛 乙諫あて雄 tト

t飢めЦて噂芹盗とと
お啜氣班 し瑣力HEれ

患i後触 髭警

検査立会責任者 印

ψゴ擁
ポ行―デービツ主任技術者

a
孝歳 必ノ年

′歩月 と B

材 ,/サイ帯 ミ任技術者

】D年―

=月
日

漕 ク‐‐夕́で
'ン

主任技術者
フを

=二
■|_

壌

)′

原子力施設検査官 印

耐圧検査、

漏えい検査

子広二守年
″ 月イテ日

欠

辛研淵 年
(工 月 6日

掟
戯

ユ務

鬱

γ月

/

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

月γ

平祭>q年
1二 月 6口

2
的

群

絲

珂先か(39 年
る
~月

8日

魔
/

②

外観検査

イ崩Z7年
′月イ′日

λ

平療 ユ9年
1】 月 6日

え
曹

藤

碑

寸法検査

辛森29年
テ 月 ′7日 i

λ

ヽ
一 i

平ば 工9年
1二月 ら 日

乞

療

鬱

年

月 日

/

材料検査

子満z?年
′ 月r7日

魚

｀成 '

千讃 ユq年
1二 月 6日

彼

薄
静

年

月 日

検査項目

検査日

結果

巨「

検査口

結果

F「

検査日

結果

印



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

辛れZイ 年

7月 ,7[ヨ 艇
子風'29年

+2月  6日

,

又
年

_― 日―
一

必要な図面等が準備

されていることと
区面等確認

平れ2守 年

′月ィ?日 魚
f十咸

ニ
ユ今年 t

tュ 月 b日 k
年

_― 日―
一

4



添付資料〒 1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

申請者 の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

平舟27年

デ月,7日 免

釈 ュq年

(2月  ら 日 k
年

一

必要な図面等が準備

されていること。
躍面等確認

子崩?イ 年

か月イ?日 魚
黎だユ9年

tぇ 月 6日 凌
年 !

一

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、狽1定精

度 を有 しているこ

と。

記録確認

孝成Z十 年

夕月ィT日 魚

平蕪ユ9年

1二 月 ら日 掟
年

一

占



添付資料 -1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月 瑠 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

税 Z子 年

か月|″ 日 無

陥嘱2?年

12月 ら 日 夕く

年

一

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

ギ沸21年

ヌ月r′ 日 徒
平成子9年

+2月  ら 日 掟
年

一

6



添付資料-1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

紅立て及び据付け状態を確認する検査記録

ヽ

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

申請者 の品質記録が ,

準備 されているこ

と志

記録確認

千森
'ュ

9年
12月  6日 孜

平腐 gO年

よ月 8日 施
年

一

必要な図面等が準備 f

されていること。
図面等確認

平・残と9年

1≧輝 ら 日 決
~半

森〕0年

占月 8日 淀

年

一

7



添付資料-1-5

高決発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏 えい検査

れヽ/t記欠ィ孝ぬkつ症中と約飛 考牛路/2月 とw

8

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

キ就zィ 年

′月十′日 魚
旱残 2`9年

(■月 あ口
ヽ

及
年

一

必要な図面等が準備

されていること。

＼

図面等確認

イ崩27年

′月 |″ 日 魚
平残

1>9年

十二月 ら日 え
年

一

一

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、狽1定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

イ崩2,年

テ月|″ 日 た

平腐】η年

十二輝 ι日 彼
′年

一

系統構成が完了 して

いること。

ぴ
記録確認

ィ舟zT年

″月/7日 魚

子ば朔年

十工月 ち日 夜
年

一

、〔テ

と
'



添付資料-2-1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷去田系統施設 原子炉補機冷去「設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画の とお りであ り、技術基準に道合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ年Aa、 Ab海水ス トレ‐ナ

及び中間建屋入 目(B系 )

SB410
翻ぼ29年

t二
月 6日 掟 記録確認

備 ―考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 I Tl― (… 1弯 θ l

TI, 1-t?OIC本企吉ヒ本裟」L)

9



添付資撰 -2守 2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :株式会社 高置l工業所 本社工場

検査範囲 i原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷去「設備 主配管 (常設):一式

判定基準 ;工事計画のとお りであ り、技術基準に遠合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Aa、 Ab海水ス トンーナ～
中間建屋入 口 (A系 )

SM400B
SB480 ψ

Z子 年
月1守 日 た 記録確認

Aa、 Ab海水ス トレーナ海水供給

接続 口～Aa、 Ab海水ス トレーナ
STPT370 平泳2守 年

″月
1守

田 λ 記録確認

備 考

`記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。   i
※ :適合性確認検査威績書の識別番号 : Tl- 1二

1守 ο
l

rて)



添付資料 -2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :株式会社 高田工業所 本社工場

検査範囲 :原子炉浴却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設 ) 式

判定基準 :工事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年 月翔
検査

結果
検査方法

Aa、 Ab海水ス トレィナ～

中間建屋人 口 (A系 )

SM400B

SB480
辛バ芝守年

十五月ι 日 え 記録確認

Aa、 Ab海水ス トレーナ海水供給

接続 日～Aa、 Ab海水ス トレーナ
STPT370

子我Ч 年

1と
月 6日 掟

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よるc

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T(_(―
t9う |(本貪苫芝本兌a)



一
鰊

検査方法

記録確認，及

査

果

検

結
検査年月日

詔ぼ増年
12月 ら口

測定値

(盈 ,t必上

13、 今 以上

11

～規定 しない

11

～規定 しない

許容値
※2

ナ享さ(mm)

主要
※L

寸法

12

12

測定値

qI千ミI～ qI牛
iあ

命I千1b～ q19t3

許容値
※2

913.2
ハV915,6

913.2
ハツ915.6

914.4

914.4

外径 (mm)

主要
※1

寸法

管

管継手

備 考

※li公称値  ※2:許容値は工事計画による。

む記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :Ti― |… lqο i

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満是すること。

検査対象

海水ポンプ～Aa、 Ab海水

ス トレーナ及び中間建屋

入日(B系 )

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主酉ヨL管 (常設)|一式

郭
韓
埒
華
ｌ
ω
ｌ

滓



検査方法

記録確認

検査

結果

，Ｒ

検査年月日

子裁Z守 年
″月1守 日

瀕1定値

i2.1 以上

|すぃと 以上

2す _今 以上

共∫ /ユ 子

許容値
※2

11

～規定 しない

14

年規定 しない

24

～規定 しない

11

～規定しない

厚 さ (■lm)

寸法

主要
※l

12

15

25

12/

一/

12

淑1定値

91■ b年 11ダ.θ

イ貯.T～ TI十.T

子17.T 以上

7えミ争～′/く す

7ノミ z～ rrtt z/
―    /

許容値
※2

913.2
ハV915.6

913.2
スし915.6

913.6

～規定しない

913.2
ハ▼915.6

外径 (mm)

主要
※1

寸法

914。 4

914,4

914.4

914.4/

―/

914.4

管

管

管

管継手

備 考          、

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

す導 r現3勇菅

認検査

r績
書?識

丹ll番号 :TI 一,Pθ l

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :株式会社 高田工業所 本社工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建屋入日(A系 )

ヽ
仰

卒ミ ,4 止 荻 2
'必

れd追

業 ●「 評 ぬ 之壱4
編 を

募
奪
蛉
筆
―
∞
―
博

挙ヽイ′球'浄
^え ら ぅ並壇ま勤飛セ幼療なレkr f ■μRtt E遂ね務



一｛

検査方法

記録確認

検査

結果

亨く

検査年月 日

″ ユ?年

1ュ
月も日

測定値

?.9～ lθ tο

?i牛 以上

t119/
tt.1/以上

●.ζ

H」ア以上
9.1‐

許容値
※2

8.1

～ 10.5

8,1

～規定 しない

8.1

～規定 しない

8.1

～規定 しない

厚 さ(ml■ )

主要
※

|

寸法、

9i3

9.8

9.3/

9.3/

9.3

9.3/

一/

9.3

浪J定値

26乳 0～主ι?:f

ユ67.ら～工ら?=5

ユち
'、

9今ュι?f2/
ュι,lξ ～2あ8.8/
五7_9～ 2偽 9.θ

ユιB17fガ 9tぢ /
ユιg,「～2う?=0

許祭値
※2

265.2
ハツ269.6

264.2

-271,4

264.2

-271.4

264.2

^ツ 271.4

外径 (■lttl)

主要
※1

寸法

267.4

267.4

７

７

４

２ ６ ７

．

２ ６ ７

．

２ ６ ７

267.4/

一/

267,4

管

管継手

管糸貼手

管糸貼手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号‐
機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範 l期 :原 子炉冷去「系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):―式

判定基準 :各都の主要寸法の測定値が許容寸法を浦足すること。

検査対象

Aa、 Ab海水ス トレーナ

海水供給接続 回～

Aa、 Ab海水ス トレ十ナ

備 考

※ 1:公称値  ※21許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。      ″

※3i適合性確認検査成績書の識別番号 :TI― I-1991 募
奪
燐
筆
―
∞
ｌ
ω



添付資料 -4-1

高浜発電所第 1号r幾

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範匪l:原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):'一 式

判定基攀 :有害な欠陥 (表面に機能・Jl生能に影響を及 ぼすおそれのある傷、害これ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ

～Aa、 Ab海水ス トレーナ及び中間建屋入 目(B系 )

串叙ユ9年

(ュ
月 Bロ 薇 記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。 i

※ :導合瞥確認検査成績書の識汚け番号 :TIギ |,t901

子;



添付資料-4-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :株式会社 高田工業所 本社工場

検査範囲 !原子炉冷却系統施設 原子炉補機伶却設備 主配管 (常設)i一式

半ほ定基準 :有害な欠卜仁B(表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建屋入 日(A系 )

子裁21年

″月|″ 日 欠
⑭

記録確認

Aと 、Ab海水ス トレーナ海水供給接続 日

～
Aa、 Ab海水ス トレ ー

年

月 日

目視/

記録確認

備 考

,記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

F6



添付資料 -4-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検奪場所:叩 む砲″本米式
R伐
ネ=高 教将盟F庁

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主肥管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。 
｀

検査対象 検査年月 園
検

結

査

果
検査方法

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建犀入 日 (A系 )

平膚えη年
1二
月ら日

* 生

愧
目視/

⑩

Aa、 Ab海水ス トレーチ海水供給接続 口

～Aa、 Ab海水ス トレーナ

平成
t工

9年

、と月 6日 佐
回観/

∽

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl― IT(q9(

Жli岱臼テイ■ン勺“施々〒れの件奪兒雄査ttつ 1ヽてのサ石惨守急レμ。

'7



添付資料-5

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 !関 西電力株式会社高浜発電所

検査範握l:原子炉冷去苺系統施設 原子炉補機冷却設備 主爵こ管 (常 設):一式

判定基準 :工事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ

～Aa、 Ab海水ス トレーナ及び中間建屋入日(B系 )

平或朔年

(ェ
月 6日 掟

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中 F口写建屋入 働(A系 )

千奮必9年

(二
月6日

ｒ像

Aa、 Ab海水ス トレーナ海水供給

接続 目～Aa、 Ab海水ス トレーナ

平成立9年
(>月 ら日 拠

備 考     ・

・据付け後の外観確認 も含めて実施。

・ フランジ部の施王状態の確認及び通常運転圧力によるフランジ部の漏えい確認について

は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

・記録確認は、中請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番 ;:TI― |一 (食 θ
l

沐1.本毎A揖貌のうち、ハ令ttヮ いて貯煮れ生。

F3



添付資料 -5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :閣西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原 子炉冷却系統施設 原子炉補機冷去口設備 主配管 (常設):一式

半1定基準 :五事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ

～Aa、 Ab海水ス トレーナ及び中 F日尋建屋入 日 (B系 )

平疲 3o年

志
~月

3獨 掟
*I

Aat Ab海 水ス トレーナ～

中 F日司建屋入 日(A系 )

年

月

目視 /

記録確認

Aa

接

、Ab海水 ス 水供給
レーナAb海水ス ト

年

月 日

目視/1
記録確認

備 考

・据付け後の外観確認 も含めて実施 c

。フランジ部の施工状態の確認及び通常運転圧力によるフランジ部の濡えい確認について

な、申請者の品質記録 (※ )に よる。

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ )に よる。

※ :道 合性確認検査成績書の識別番号 :T'一 子-19D耳

Xll核石υ雪ア監のうと、B余と,ni猛夕と日t。

,|,



や
０

検査方法

記録確認

検査結果

k

検査年月 日

平収

(二
月
４
脚

水圧、気圧

区分

水圧

漏 えい検査時

圧力

(MPh)

0t
t

(・ θ8

保持時間

(min)

(2

ti

耐圧検査時

圧力

(MPa〉

|、 19

(・ 08

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

1.05

最高使用圧カ

(MPa)

0.7

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所_:関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉ハ却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基蜂 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。    
ム

検査対象

海水ポンプ

～Aa、 Ab海水ストレーナ及び

中間建屋入 日(B系 )

※ I適合性確認検査成績書の識別番,:¬「 1-i,(qOI

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

辣
奪
ゆ
華
ｌ
ω
ｌ
畔



呻
ヽ

検査方法

鍮

目視/

記録確認

検査結果

・廷

検査年月 日

葬式ジ?年
▼月ノ,日

年

月

区分

気圧水圧

水圧

漏 えい検査時

圧カ

(MPa)

/、 夕ぴ

保持時間

(min)

′r

耐圧検査時

圧力

(MPa)

/、 P」

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

21

す

最高使用圧力

(lfこ
)a)

0,7

1.2※
l

※ i

1.

耐圧検査、漏 えい検査記録

高浜発電所第 1号機

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないことと

a著 しい漏えいがないことざ   
通く‐

検査対象

Aa、 Ab海水ス トレーナ～

中間建屋入口(A系 )

Aa、 Ab海水ス トレーナ海水供給

接続口～Aa、 Ab海水ス トレーナ

備 考                 
‐

※ 1:重大事故時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※ 2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

辣
奪
燐
華
ｌ
③
ｌ
Ю



や
や

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 甲凸電カヰ準イ会れ占祟荘金戸中

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 i・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

。著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

記録確認

目́視/

∞

備 考

※ 1:重大事故時における使用時の値

・記録確認は、中請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※2i適合性確認検査成績書の識別番号 : Ti… 1'tqο l

検査結果

文

検査年月 日

年

月

平廣>今年
〔2月 ι日

水 圧 気圧

区分

水 圧

漏えい検査時

圧力

(MPa)

|

をあ

保持時間

(min)

tl

耐圧検査時

圧カ

(MPa)

tt■ら

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

イ

1.2

最高使用圧力

(MPa)

0,7

オ

1.2※
1

検査支ヽす象

Aa、 Ab海水ス トレーす～

中間建屋入日(A系 )

Aat Ab海水ス トレーナ海水供給

接続回～Aa、 Ab海水ス トレーナ

郭
草
蔭
華
ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｎ



添付資料-7

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器―覧表

検査年月 日 :子裁 Zf年 テ 月 r〆 日

検査項 目 検査癖計器 管理番号 狽じ定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備考

駒す欣十魚負L

ゥぬ九1,弁父a
たカラτ 21'丁 θ2792 つ″ヽ

2.)‐ M7Λ JIs hr線
そ崩27孝守βうg

・‐ィ病チ′々 1汀 2ロ

駒ギ姦オ負,1、

アみえ1,オ と々
滲 カオ zll,テ ,27,千 θ↑Z.う

‐
M PA 」乙∫子.ι 撤

子君2守牢?巧事β

子崩ぅ′牢チ刀2日

/

///

/

23



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 「
設  名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :原子炉Ⅲ捕幅t冷却設備

主配管 (常設)

要 領 書番 号 :原規規収第 1610071号 2-11-2

令系uぇ 年わ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請 申請番号
29†考(平薦28件′∂RTり

,4そ (平及力I坪 2Rl, )

)

`‐

12 31′孝ユR6B
B14ЭR18■ )

僻鮨「′舜4 Rtta)

参軍蟄)

自平残潟1年 4月 9日

至今
～
ぇ 年/0月 ユ 白

三菱重工業株式会社

パフ‐ ドメイン 原子力事業部

兵庫県神戸市兵慮区和服崎町

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜呼田ノ浦 ′

高浜発電所第 1号機

発電月原子炉施設

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷去「設備

. 主配管 (常設) 一式

そ(平成
毛(琥

4 検査期日

5 検査場所

6 検査範囲

7 検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

8 検査結果    検査結果一覧表のとおり



別紙 1

8 検査 F11岳青 使用講検査汗ll請番号

関原発第 68号 (令和元年 5月 16□ )

関原発第 115号 (令和元年 6月 24日 )

関原発第 204号 (今不「元年 8月 23日 )

盈



9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及びす居付け状態を確認する検査記録

6両 lヽ圧検査、漏えい検査記録

7検査用計器一覧表

玄 3



検査実施者一覧表

弾
■

特記事項

様 し

様じ

検査立会責任者 印

fゴイ,/― 夕́ぜソ/主任技術者

差ネ券富僻

ギ
Yィ

タ__7,ぜラ主任技術者

み井渉凋
吟

主任技術者

原子力施設検査官 印

コ呻を行■.)

ジ揆参、災渤

コ畷第也④

検査年月日

平反 31年

■月,日

今かえ年
/0月 上 日

月

年

日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

ヽ
崎

備  考
耐圧検査、

漏えい検査 `

7R3循
酔

布羽諄え 年
/0月 ヱ 日

1

R
月   日

組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月

奪糸レぇ 年
Fo月 2日

盈
年

外観検査

堺彰簾
移

牟″え 午
r6月 2日

盈
年

日月

寸法検査

穏 ナ
費

今糸した 年
/0月 え 口

勲
年

月 日

材料検査

耳¢汀3/年
γ角?日

融

肴彰令ゆえ 年

'9月
2日

腱

年

月 日

検査項目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



添付資料 1-■

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使痛前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

幹 ケ 日 榛
使濡前検査成績書の「3検

査申講」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

牟恭え年
Fo月 二 日 R

年

検 査 をす る工事の工

程、其据日及び場所が申

請 書 どお りであるこ

と。

記録確認

ηす日砕
牟余巧と年
イ0月 二と日 盈

年
ィン∵/

イ″オ‐″拶子
″́f Fl

工事計画の認可番号の

記載 が適切であIる こ

とも

記録確認

″ヽ
む
,日 移

今赤ラ息 年
サο月 2日 盛

年

婁 う



添付資料 1-2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備 されていること。
記録確認

η培ゲ日移

令浄ん年
/0月 2日 棄

年

_』 i 日

必要な図面等が準備さ

れていること。
区面等確認

ηV√どp
今沖巧む年

'0月
ユ コ 罠

年

』   日

愁ク



添付資料 1二 3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

稔認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備 されていること。
記録確認

ηゲ日移
4かん年

'0月

え iヨ

,

砲
年

__》り雖>一イ脅一

必要な図面等が準備さ

れていること。
区面等確認

Ч言啄占レ

今井巧と年
′0月 2 日 R

年

十~工据~~編一

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

¬
l,1言十う日

、ヽ

ラ
未々レえ午

110月
上 日 た
年

月 日

亨彦



添付資料と-4

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

Y蒲古酔

今かん年
/0月 2日

,

R
年

一

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

Чttτ日移
牟升巧乙年

'6月

2日 定
年

_潟 _一 日

―・ …~~‐
~~″ r十

~~浄 ~

患 ?



添付資料 1-5

高浜発電所第11号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

弁朱鬼 午

'0月
2日

i

駐
年

月   鳳

年

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

寄新ヤぇ年
チく)月 乞 日 蔵

年

月   日

年

月  「 I

亨 ァ0



添付資料 1-6

而ヽす戸土検査、踊えい検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

571::言

ri,国 酔
今浄え 年
十o月 ユ 日

,

R
年

_月  一日…

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

下密惇夢澱ン
牟やん年

'0月

2日 駐
年

_募 十~…臓…オ

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、
・
測定精度を有し

ていること。

記録確認

平生じ/'言 ,
今かえ年

/0月 二日 魔

年

月,一 ―日
´

系統構成が完了tてい

ること。

υ
記録確認

秒 む/年

ケ
月 7目

予

立会/

硼

今木りも年
十。月 盛 口

,

泉

立会/

記録確認

年

十二十~輻~

碑 ,|



添付資料 2-1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

 ヽ 主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

査

果

検

結
検査方法検査年月日材料

記録確認
今弁コえ年
10月 ユ 日

1次系冷却水クーラA、 B、 C

供給母管と次系ハ却水クTラ

A(B、 C分岐点

備 考

・記録確認はご申請者の品質記録 (※)による。

※ :渾合性石雀認検査成績書の識別番号 :TI_|…

'?ο

守

キアス



添付資料 2-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉梯機冷去「設備

主配管 (常設):二式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水供給母管分岐コ蕉

1次系冷却水クーラA、 B、 C

SM400B 絞裸敬 記録確認

備 考

'7聡
進盈露騒羞農曇警概繁読愁哲:色汁十二|二 r?み 7

練 烙



添付資料 2-3

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合することё

検査対象
※養

材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

Bl次系冷去「水クーラ

入白配管分岐点

(補機冷去]海水イ貝ll)

Bl次系冷去「水クーラ

出周酉己管合流点

(原子炉補機冷去斜本側)

及び

Bl次系冷却水クーラ

海水供給接続匿

STPT370 務も/年

年月?日
移 記録確認

備 考

※ l検査対象のうち、Bl次系冷却水クーラ八日配管分岐点 (補機冷却海水側)～ディスタンスピー

ス及び Bl次系冷却水ク‐ラ海水供給接続日に限る。                   ,
・記録権認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

碁 :適舎隆確認検査成績書の識別番号 :二十 1-十
一 F7つ 7

患 1半



添付資料 2-4

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象
※ t

材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

BI次系冷却水クーラ

入日配管分岐点

(補機冷去F海水側)

3と次系冷却水クーラ

出口酉E管合流点

(原子炉補機冷却水側)

及び

BI次系冷却水クーラ

海水供給接続回

STPT!ユ 7(〕 今赤bえ年
,D月 生 日 R 記録確認

備 考

※1機査対象のうち、デイスタンスピース～BI次系冷却水クーラ出日配管合流点 (原子炉補機冷却

水狼いに限る。

・記録確認は、中請者の品質記録 (※ )による。  ′

※ :適合盛確認検査成僚書の識房ll番号 :T卜 ||'7θ ワ

持とチf



添付資料 2-5

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パフー ドメイン 原子力事業部

検査範盟 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
査

果

検

結
検査方法

B余熱除去ポンプ

海水υF水帰ホース

下流側取合点

海水戻り母管

合流点

STPT870

幹裸
議ヽ 記録確認

※ :適合'隆確弱検査成績書の識れ碁号 :T,一 十‐ ,7う 7
k

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

答 Fι



軒

葛

検査方法

記録確認

検査

結果

毎態

'0月

2日

※

測定値

8.3以上

/
8.3以上

/́
7.1以上

許容値
ス2

厚 さ

寸法

主
測定値

”
／

ヽ

／

”

許容値
※2

403.2-410.4

/
403.2↑V410.4

/
214,7～ 218.7

外径(mml

主要
※1

寸法

406.4

/
216.3

/

406.4

備考

※ 1:公称値 ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (X4)による。

来41適合性確認検査成績書の識別番号 :Tサ ー サー

'?09

1次系冷却水クーラ

A、 B、 C

供給母管 1次系

冷却水クーラ

A、 B、 C分岐点

寸法検査記録

高浜発電所第1号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満是すること。

募
尊
添
華

∞
―
牌



⇒

壽

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱童工業株式会社 パワードメイン 原子力事業部
,

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備考

※ 1:′公称値 ※ 2:許容値は工事計画による。 .
・記
暇竜訂1毯な種盈毘懇≧曇轟竃】電覇I亀撞五粋た

「

7∂ 7

検査

結果

移

検査年月 日

「
4'I!ξl'岳

日

厚 さ(mm)

測定値

/2./― r2i子

許容値
※2

10。 8～ 13.8

主要
※l

寸法

12.0

外径(mml

測定値

も/aテみ7∂ ,b

許容値
※2

606.5～ 612.7

主要
※1

寸法

609.6

検査対象

海水供給母管

分岐 `点

1次系

冷却水ク▼ラ

A、 B、 C

鶉
奪
埒
華

∞
Ｉ
Ｎ



弾

も

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パフィ ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の決1定値が許容寸法を満是すること。

検査方法

記鶴

備考

※ 1:検査対象のうち、Bl次系冷却水ク‐ラ入日配管分岐点 (補機冷却海水側)～ディスタンスピース及び Bl次系冷却水クーラ海水供給接続日に限る。

※2:公称値  ※3:許容値は工事計画による。 ※4:エルボを示す。 ※う :最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※6:適合性確認検査成績書め識別番号 :~下 /― 十
一 /?θ ?

検査

結果

移

検査年月日

爾 3/年

γ月7日

蕪 き/年

γ売7日

務
(3/年

牛月7日

厚 さ(mm)

測定値

欠ク～aク

クア
※ 5

r及
3/

よθ

/′ Jヽ ※ 5

※ 5

※ 5

許容値
※3

7.1-9,3

7.1以上

'7.1以上

/
7.1以上

/
7,1以上

主要
※2

寸法

3.2

8.2

8,2

/
8.2

/
8.2

外径 (xl14■ )

測定値

21び、2_2/ど、わ

2/兜′～2/独 7

第財手;
ち/ょ 5色 2/流 5

許容値
※3

214.5～ 218,1

214.7～ 218.7

214.7ハΨ218.7

/
214.7～ 218.7

/
214.7-21817

主要
※2

寸法

216.3

216.3※
4

216.3

/
216.3

/
216.3

検査対象
※1

Bl次系冷去「水クーラ入

口酉己管分岐点

(補機冷去,海水側)

Bl次系冷却水クーラ出口

配管合流点

(原子炉柿機冷去,水側)

及び

Bl次系冷却水クーラ海水

供給接続 白

夢
爺
嬢
華

∞
―

∞



驀や
　漁
υ

記録確認

検査方法
検査

結果

，融

検査年月日

牟た巧と年
ro月 ュ 日

4排巧乙年

ro月 ユ日

測定値

※ 部

7.1ハV9.3

7.1以上

許容値
※3

8.2

厚さ(mml

主要
※2

寸法

8.2

測定値

214.7～ 218,7

許容値
※3

214.5～ 218.1

216。 3×
4

外径(mm)

主要
×2

寸法

216.3

備考

※ 1:検査対象のうち、デイスタンスピース～BI次系冷却水クーラ出日配管合流点 (原子炉補機冷却水側)に限る。

※2:公称値  ※3:許容値は工事計画による。 ※4:エルボを示す。 ※5:最小値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)による。

※6:適合性確認検査成績書の識別番号 :T'― F一 /9e町

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
※1

Bl次系冷却水クTラ入

口配管分岐点

(補機冷却海水側)

BI次系冷却水クーラ出口

配管合流点

(原子炉補機冷却水側)

及び

BI次系冷却水クーラ海水

供給接続口

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)i―一式

郭
草
澄
章

∞
―
ふ



胤
げ
り
　
嘲
一

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録
検査場所 :三菱重工業株式会社 パワードメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備考

※1:公称値 ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※31適吝雌確認検査成績書あ講別番号 :イ ナー ,一 r?ο 7

検査

結果

ラ

検査年月 日

総 海

年月7日

厚さ(14m)

測定値

3、 争～,(β

許容値
※2

3.2-4.2

主要
※1

寸法

3.7

外径(mm)

測定値

字∂、伊～牛及デ

許容値
※2

48.1ハΨ49,1

主要
※1

寸法

48.6

検査対象

B余熱除去

ポンプ

海水排水用ホース

下流側取合 ,点

海水戻り母管

合流J煮

髯
宝
４
ぬ
荘
十
∞
―

伽



添付資料4-1

高浜発電所第 1号奪おそ

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表蘭に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、害これt変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

1次系冷却水クーラ

A、 B、 C

供給母管

1次系冷却水クエラ

A、 B、 C分岐点

今券"ん年
10月 ユ 日

ヽ

駐
目視

鰺

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

栄 :適合性確認検査成績書の識崩番号 IT卜 |…

'90?

鶏 2ユ



添付資料4-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉機機ハ去,設備

主配管 (常設):一式

半〔定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食ャ浸食)

がないこと。

検査赳象 検査年月口
検査

結果
検査方法

海水供給母管

分岐点

1次系

冷去「水 クー ラ

A、 B、 C

亨 θ/年

仕 月?占
砕

記録確認

備 考

=〕
H‡

=7=詢
琶重冤拿「章』ヒ爾碑協編留目】じ角電壇ま静嘱置欝窮粛睾蝙自言覇EI富宮鷺預夢蟷目理事E:多

=:

磨婁 23



添付資料4-3

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パフー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。rl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、害これ、変形、腐食、浸食)

がなヤヽこと。

1

検査対象
※

検査年月日
査

果

検

結
検査方法

Bl次系冷去「水クーラ入園酉己管分岐点

(補磯冷去,海水側)

Bl次系冷去「水クーラ出口酉己管合流′黒

(原子炉補機冷去「水側)

及び

Bl次系冷去「水クエラ海水供給接続 回

嘴行日

働ヽ
記録確認

/

備 考          |
※ 1検査対象のうち、Bと 次系冷却水クトーラ入鶏配管分岐点 (補機冷去「海本側)～ディスタンスピ=

ス及びЁl次系冷去口水ク‐ラ海水供給接続日に限るb

O

":

弓 2年



添付資料 4-4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :藤l西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ,変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象
※1 検査年月日

検査

結果
検査方法

Bl次系冷却水クーラ入口配管分岐点

(補機冷却海水狽り

Bl次系冷却水クーラ出日配管合流点

(原子炉補機冷却水側)

及び

BI次系冷却水クーラ海水供給接続口

今力え年
十O月 虫 申 民

目視

艤

備 考

※ 1検査対象のうち、ディスタンスピース～31次系冷却水ターラ出日配管合流点 (原子炉補機冷却

水狽いに限る。                  !
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識妙1番号 :TI_|― /▼ 0?

芽  25



添付資料4-5

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷去口設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、害1れ、変形、腐食、浸食)

がなとヽこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B余熱除去ポンプ

海水拶津水用ホース

下流側取合′煮

海水戻 り母管

合流点

甲ズ3海
γ 月7甲

ヽ

P 鬱
記録確認

備 考

・言議邑迫隠目阿廷ヨ護割艦主〒こヨ酎監畠錯諄講と
=ど

″茜酪劇自e目題欝艦贄
=コ

G凶驚事ニヨF=罵X「電3c

l鶉照1皇
=:遭

gl含戸中曇g藤な要諄目日隊員電建霞コ葛費漸傾貿言曽事望Zユヨ宙魅冤置と目日E撮ま|:

専ま 2ι



添付資料 5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設): ^式

判定基準 :工事計と百iの とおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

1次系冷却水
A、  B、

クーラ
C

供給母管
と次系冷却水クーラ

A、 B、 C分岐点

牟
～
え年

/ο 月 2日 R Й
海水供給母管分岐点

1次系冷式j水 クーラ
A、 B、 C

今務ねえ年
十。月 ■ 日 民

BI次系冷却水クーラ入コ配管分岐点 (補機冷却海水側)

Bl次系冷封l水 クエラ出日配管合流点 (原子炉補機冷却水
′   側)

及び
BI次系冷却水クーラ海水供給接続回 フ

今糸,ん 年

rO月 ユ 自 盈
①

歳

B余熱除去ポンプ海水排水用ホース
下流側取合点

海水戻り母管合流点

命々 鬱

'も

年
Fo月 ■ 日

只

備 考

・据付け後の外観検査も含めて実施。

・フランジ部の施工状態の確認及び通常運転圧力によるフランジ部の漏えい確認については、申

講者の品質記録 (※ )による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

'  ※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T'一 サ|'9θ ▼

≧す盈,
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高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):下式

判定基準 :・ に耐え、かつ、異常がない こ と。

・著しい漏えいがないこと。

検査
方法

廼
/

記録確認

⑨
/

記録確認

記録確認

備考

※ 1:検査対象のうち、Bl次系冷却水クーラ入日配管分岐点 (構機冷却海水側)～デイスタンスピース及び Bl次系冷却水クーラ海水供給接続口に限る。

※2:重大事故等時における使用時の値

・塙電麟霧露蔭華誕釦建た下三増離
=青

雪矮
=電
環票妥膵患謙蟄要謙=票⇒顕著3つ匠呵雇事暮事瑶5。

:

検査
結果

移

予

融

検査年月日

零赤もl年

牛 月 ?日

髯ちも/年

十月9日

甲歳/年

字‐月?日

水圧 気圧

区分

水圧

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力
(MPa)

/(2γ

た2γ

θ(″

保持
時間
(分)

/2

/2

/2

耐圧検査
時圧力

(ヽlPa)

/、 2子ど

た2γ

汐、″

峨駈検査

規定圧力
(hlPa)

1.2

1.2

0,7

最高使用

圧力

(ヽlPa)

0.7

1。 2※
2

1.2※
2

0.7※
2

検査対象

海水供給母管分岐点

と次系冷去,水クーラA、 B、 C

Bl次系冷却水クーラ入日配管分岐点 (補

機冷去‖海水側)

Bl次系冷去Π水ク‐ラ出日配管合流点 (原

子炉補機冷去,水側)及 び
Bl次系冷去日水クーラ海水供給接続 回琴1

B余熱除去ポンプ海水υ,水用
ホース下流側取合点

海水戻 り母管合流ッ様

郭
草
が
華

③
ｌ
岸
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聯

滞
φ

検査
方法

日視

録確

目視

‐Ｒ

R

検査
結果

検査年月日

rO月 2日

令待心年
rO月 之 日

水圧、気
区分

水圧

水圧

(′

査時圧時間
(分 )

時圧カ
(卜lPa)

規定圧カ

2

圧力
(MPa)

1.2※
2

※ 1:検査対象のうち、ディスタンスピース～BI次系冷却水クーラ出日配管合流点 (原子炉補機冷却水側)|こ 限る。

※2:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T十 一
F‐

'?09

判定基準 :

・著しい漏えいがないこと。

圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

l次系冷却水クーラA、 B、 C`

供給母管 l次系冷却水クーラ
A、 B、 C分岐点

Bl次系冷却水クーラ入日配管分岐点 (補

機冷却海水狽い

;               盈晉景

耐圧検査t漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設 ) 式

鶉
尊
添
章

ｏ
ｌ
Ю



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器下覧表

添付資料 7

検査年月日 :謗だ31 年 4月 9 日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校五年月日

有効期限
備考

れ1れ線色、

系 か)統 廃灼針 04b3Z3 0`～′、ξMPA 土
'_争

°
/じ F,S

2019、 4、 1

2ο 19.q.30

負寸れ撤 、

第た翔転
圧 指針 046224 θ～′、ξttPへ 土,、ξ°/。 F,S

2♭

'9.4.t
2♭19.9,90

T可1中晟練生、
れわ勉

ガと指吉ヤ Ob了433 Dん虫こζttP久 主
'、

69/oF.F
ユ。子守.3.2う

2つ ,7,9・ 歩θ

獅左線i、

新徳をし,鶏冠魏 たとる権十 θど
'今

らよ 0～ 2、Ь
~M肱 上′、bD/。戸.S

2Dι 7.3,2ι

必υ′?r?.3∂

跡 事食、色

う°多
殊



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 とoと 0071号 99

成績書管理番号 :2-12

、
令釉z年 ∂月

原子力規制委員会



使用諦検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 ■号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査ダ翻日 自つ和 2年 ′月,/耳

書◆釉Z年 ″月er甲

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり.

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2-12

ア



成績書管理番号 :2-12

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更二津請により確認し表中に追記する。

検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第
.299号

(平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 80年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

Fぅ目原発第259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年
｀
2月 1日 )

_関原発第 512号 (平成 31年 2月 6H)

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

閣原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

F)尋原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 286号 (2020年 8月 21日 )

Z



検査結果二覧表

成績書管理番号 12-12

的

特記事項

δ́ t

検査立会責任者 印

常ラーターどy`  主任技術者

げ洗 頸帝う

原子力施設検査官 印

彰八|を ⑬

検査結果

我

検査年月日

/渉″2年

∂月d/日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2-12

擦査年月日 :/争和 7年 ′ 月 θ/日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査中請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q

淡 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認 ⑧Ⅲ下

工事計画の認可番号の

記載が適切 である こ

と。

記録確認 ⑧・―

/



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 i使用講検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :212

捺査午月日:石湧V2年  Γ tt θ/白
検 査 場 所 :Fttl西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑧・一

必要な図面等が準備されている、ことな 図画等確認 e―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q・ 下

系統構成が完了していること。 働
鰯 Θた

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 1212

検査年月日:イ〉テ帝ztt β月くデ/コ
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

制作,方式及び制御方法

発電用原子炉の制御方法

制御棒の位置の制御方法、一次冷却材のほう素濃度の詣1御方法、加圧器の圧力、加圧器の水位

の制御方法及び安全保護系の制御方法

別添 1参照                             (

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

良
⑭

m

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 t検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl― と-0701、 Tと 一生-1801

・目視で確認した範囲 :添付資料3-3参照

ど



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
i (一 号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2-12

検李年月日:若弟静2年 ∂ 月 ,/日
検 査 場 所 :関西電力株式会社蔑浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

別添 2参照
組立て及び据付け状態を

確認する検査

ヽ

曳

目視一以下余白―

備考

ク



計測侑け御i系 統施設

珈げ王水型発電用原 子炉施設に係る tぅ の (発電用所〔子炉の速転を笹理するための制御装置に係るものを除く

l i制御方式及び制御方法           ′

(1)巧と電厠原十炉の lll御 方式

発電用原 子炉の

)にあつては、次の事項

加圧碁の圧力、加匠器の本位の期御

c記役内容(ま、昭下l149年 1月 25御 付け49資 庁第270'猟 こて認可された五事汁いiの添付変*T3rl制 御能力計算}fJに よる

。記載内容tよ、班工事計画i■ の制御方式およびIJl御 方法「球 |´ 炉保護装mJ及び f安 企注人信号」による.

酌 を を

(注2)班五蓼津Ⅲ伸iギ |〔 こ記載がないため記救サ)適正化を行う

(118)班温事計1lHlギ 報こ記蚊がないため記載の適正化を行う

し 、

渡
郭

岸
Ｉ
牌

(変 虻な し)

b 加圧器の庁力及び力H圧器の水位の制御方式

(変 更な し)

d 原子・炉 トリンプ失敗時!二 球子炉を安全に停麟とするための設備の制御方式

(a)汚:子炉 トリンプ失敗時に原子炉を安全に停 H:するための設悔の作動ti号‐による原子伊出力

抑制,た塩能

安全保護系の制御方式

るためのと次冷却材の tよ う葉濃度の調幣lb〉 ″|二 子炉 トリッフ失敗時に射〔fF炉 をオ、臨

く変更テに`し)

発電用原子炉の制御は以 ドの方式で行う.

a 売強用嬌く子炉′〉l文

'よ

度の制御方式
梵tヂ,原 卜4ぢ の制御は以 ドの方式でイ

=う
(

a /倉 イE用 力F子炉の反応度′)削御方式 (コ 〉

(a)Jl御 棒の位賦調整

(b11次 冷却材のはう禁濃度調終

b 加臣器の圧力及び加圧イドの水位の制御方式 ●D

(a)加圧」Ⅲのオ〔力の制御方式

ィlllr器スクレイでつ冷却による減圧.,髯雅

,加屁器逃がし弁億よる滅庄調整
′i加圧訟 ヒータでの力‖熟による加I圧 お周駐

(b)加Ⅲl:器の水位の制御方式

イ充てん流!た によ′,水位調整

c 安全保護系ザ)制御方式 (・)

は)】〔
「

炉非常停 Ittifケによる原子炉非常件 1と機能

(b)ili学 的安全施設作Jldイ
`イ
ら‐|こ よる工学的安全施設の起動機能

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式

発
遮
用
原
子
炉
の
制
御
庁
Ａ



(2)発 FE用 原 子炉の部〕鶴
'方

法
r′
′)ほ う 方 加に器の圧力、加正器の の (1/4)

ヽ

し′う
`′

, ド、′)

a ll御 棒の位置σ〉制御方法(1次冷却材の温度の制御を含む )● 1)         イ

制御体 1攻伸1御 グルーフを停 止ケ
′
ルーブ七(こ 分け、制御 グルーフ術」御棒クラ不夕は1次冷虫I

材平均温度 とター ビン負荷 1と 比例するプログラム平均温度との左(iti号 )及 び呵!性 T東 (1子 号

とター ビン負荷41身・とのたくれll助 イi,琴)を 許容値内に保つことにより、フラン トの崩力変化 fこ

進従するよう寺こ自動制御 される。     ‐

・ また手藝ジ,i制 御 瑳)可能である。停止グループ制御格クラスタは、布け御 クルーク制御棒クラス

タをとく)に 、炉′にヽとこ拝人することtこ より原 F‐ 炉を出力状態から速そか (と 高温停止させる.

わ よ次冷抑材のほう葉浪度の制御方法 (il)

1眩■体積制御設備は、1次冷却材ク)(二 う非濃度調整により、高敵4出 力状態か ら室龍状態

宝でゼ

'1次

冷却材温度の変化、キセ ノン、サマ リウム等の核分裂生 ll文物吐′)変 化凛び燃料の

燃焼 に伴 う比較的ゆるやかな反応度変化の櫛組を行 う.1次冷却材のほ う素濃度誦粋は、

ラィー ドアン ドプリー ド方式の4つの嗣仰モー ド(「 白∫tll袖 給」、 「持釈ど、 f急速希釈J皮
び :濃維J)のいずれ力ヽ と,彙 つてイすう.

c ',鰐ナJ:淋のサf力 及び力げE界の水位の制御方法

(a)独 1舟 :恭のすf:力の制御方法・
tJ

加t肛淋の圧力を制縛することにより1次冷却材の
'1:力

を〒定に保″),

このため、加圧器には加圧器 スブ レイ弁、加,1:器 逃が し弁及び珈1圧淋 ヒータを設 ll'ギ し、

原子IP連ほ中では力』だ嫁の圧力変動に
'さ

して、加げ二器スフ レイでで〉冷却 1と よ /っ 減圧 I.斑 整又

はれ1圧 絡ヒー タでの加熟子こよる
',】

lW4二 調整の組合せに、たり加W4:η洋の子1:力 て′〉制御を行 う4

オお、加
'F器

スフレイ′)能力を超えるようなチIiカ ヒ井があつた″台 tこ は、加圧件逃が し

弁の作動に より,E力 た
'卜

を阻 はiす る
`.

(b)加チに器の水位の制御方法 ■つ

加!角 i器 水位フ ログラム 1患 基づ きl次 冷却材 平均温度 !こ Ⅲヒ例 したか||に お北イ要求位を識定

し、出洵変化に伴 う実際′
v・ 主ヽ次冷却材の体積変イとが生鮮水位に一致するように制御する。

この加几I番基華水位 と加「|:器 水位 との偏猿信 号に従い、イヒ■体rFl制 御設備のたて/v流盪を

削御t$r,位置ザ
'l母

いl,覇 オ法(1枚冷餌材げ)温駐V〉 11「 ,碑 を含む )

(変 更なし)

b l次冷却材い :ミ う縦波喧の船櫛 を法

建
ｔ
螂
サｒｉく
∴
炉
の
制
御
方
法

発
1道

狩よ
原

炉
ク)
削
御
方
法

〔変理′|し
'

c 基!'11警 のfモ チJ及び崩Iデ正機のな位V,l樹 !増 御 オI:

(密 喧4t)

白藝l〕 調準して ¢) 望〉 そ千う

次ヘージ|こ粧 く

波
郭

岸
―
］



＼
感

変 更 向打 変 lた  後
d 玄仝休ぉい系の l l ttI方 法 ←→〕

くα)ⅢF 141非 常缶fl!信 をによる所ヽ 十炉舛i■ 停 IL機能 い。

原「打
'引

:常停 ltiF号‐の作動μJ路は、
Ⅲ

2out or 3・ 方―ヽ年の論理回路及び原 ■炉 トリッフ

しゃ断器で構成され、原子好f井 士件 liを †19,

d 安全保護系の lllttt方 法                       ~
(a)ルF卜 た卜非常†停止ffr弓 |と 共る‖〔「

灯'非常停 II猿能

,It r炉 非11序 :i,ケ ′つ年 Ⅲ)μ劇路は、
‐

2o■ t OF 3本 方式等の論,卜牲,1路 及び床「
灯jト リッフ

t´ ゃ働ヤ器で構成さ才ャ,原 T即非市■1止 を行 う.

原 ド√」夢rttaril信 号の論F程 いJ路は、マイクロフロセ ッサをナけいたデジタル紳I伽 装置を適

用 とャ、検れに及び /ヽ 一 ドウェアと統合さ瀬.た システム |こ 対
ヤ1/D夕 当社lt認 を行った ソフ ト

ウェイをl史 用する
`

４
ｔ
悧
原
士
市
の
削
神
方
法

を

，Ｌ
用
嗅

，
炉
の
制
御
方
法

,4″ ブサをマイク |∫ い た タル紳1

と 等 4'を 舛信す るととモ,Iと 、保護機能質失の場合 1主

ド のコ フ ロ

10～

ょ|1己 |レ】11,i

(ノ 〉

環境

条件

計測れ‖細策をfE気 的及び機准n,に 分離デー タ通信

外加ネットツークヘのドtすア1女統なし外部ネッ トワ‐―クと
r′ Ⅲ:,す球,,

デタ′
'制

dW装難の 競F日
'

|

く
'_イ

ド′ンス1｀

フロセ ス11千 Bが デジタル↓Jイ封1装 置 i二 人力されてか

ふ、妹 jttll iサ F市鮮 i市 ケが原 Flロ トリッフモンやlム」rイ【ヘ

出力されるまで.ただし、デジタ′レhⅢ 佃1撲 性の人力が
|

応然 R千 巌I

遭
郭

｝
―
∝



(3ア 4)

■孝 r灼 安全聴設作〕l信 ア)の 作動 llfl路 1註 多主催咸で
い
2o■、o13"方式牛7)論 4催!路 及び2

系夢|の 作動装nで構成され、 工学的安全施哉の駐動をイiう へ

玉学的安全施設作より11岳 丹の作勤 LWitt fま 、マイクロツロ辻′ッサを用いたデジタルHl御 1装 置

を適用 し、横証及びハー ドウェアを統合されたシステムモこ対する秦当社 lll11想 を行つたソフ

トウェアを使用する,

グ ル

ロ フ ロ ルし

暫撫を強I」 するととと工、具す占tl才 号を出んし

瀬

茫日己診断

碑:導 をタビィ争十 ン 1⇒つ鮮止 、亜

す

件

珠

余

計劇lttl御 串士電■的旗〔工機薩的■
'デ

離ギ~!,霞
!fお

タト経 ネ |′ 卜7-ク と

,う 進断

外部ネ ント
'~ク

′、つ成絞携静珪 t

フロセ スイJf必‐がデ ジタルお」,御装 営 (二 人ノ'さ れてか

ら、i学的安令施設件動信 号が,1カ′される攻で

応容時間

従施設の工学的安全施設件Fl'lri号 に、量るエ

工学的安全施設件助イ(〒 号の(11rtl,-llAkイ 求多重1,,成 ぐ
Ⅲ

2out c1 3い 方式年の論理ぼ1,4及 び作

Ⅲブl装置で構成され、「と学的安企施設7)ヽどぜlジlを イ,う

発
虻
用
坪
子
い
の
制
御
方
法

による

俺
屯
＝
原
ｒ
加
め
棚
碑

万
法

ヽ
＼

波
募

｝
―
ふ



(4ザ4)

11± 1,雌二

(ユ 脱)既と事計ltti～ tこ れ較がなぃたゆ記載の適正1ヒ

孝f,う .

を行う,記職内容は、昭不轡49年 1内 25博 付け49資庁第270号 にて露可された五李ュ十画の添付賛科3「部l御能力計算癬Jに よる
七

(注3)脳職の題正化を行う 班 I tⅢ計画書には 1旅 子汁】保護叢盈Jと 正転

(注 4)1夢 E工事計炉i熊に記撤がないため,こ機の適正化を行う 祀裁内容は、既五事計歯lい学の制御方式および制御方法「環チ炉保護装置どによ/,

(注 5)既工事計博1癬に舵織がないため記強ザ)適 1〔 fヒ をイ子う章記識内容は、既工事
=Ⅲ

博i苺の制御方式および租御方法 f安全注人ti浄」による(

ヽ
）

遭
蘇

牌
―
”

発
電
用
原
Ｆ
拶
の
制
御
方
法

発
電
用
妹
Ｆ
炉
の
制
御
方
法

(a)原 子炉 トリンフ失敗時 1こ 原 1炉を安全に停 Iに するため7)設衡の作動ltlを
‐
(こ よる原 炸́】,“ カ

抑制義館

原 子炉 トリンフ失敗時に汚ヽ子炉を安全に

'止
するための設備て

',作
動flなの作動回路

`土

、
い
2 out of 3´ 方式の論理と口」路及び作らわ装i幹で構成され、原子が出力抑制を行うぃ

原子炉 トリンフ笑敗時に焼〔浄炉を未臨界にするための設備の作動Fi零 の検出部及び論ユll

回路部は、検出部Xは験Fpl口1路 部′,1蘇メ勤源の歯失が1は じた場合において、原子メ汗iト リンフ

央敗時に原 子夕,を 本盛界にするたy,の 設備の作動lji号 を作動させず所く4挿雅註7)宏仝上文

障がない状態を維持十る設計(フ ェイル・ 7ズ・ イズ)と し、駆動凛が喪失したことを態転

員が確英に認知できるように中央制御堂に警辛農を表示する .

(b〉 原 7ヤ炉 トリック失敗時に原 (々口 を米臨界にするための1次冷却材のほう業濃度の専岳l整

球子炉 トリップ失敗時の1次冷却材の1衰 う弦、幾度調整として、帝コ′いに ,分な佑そのほう酸

す

ガ,法埓ヽ る



別添2

検査対象 市f数 検査項目 確認内容

原子炉保護系言「器ラック

lPI一 l

lPIi2
lPⅡ rl
lP正 -2
lPⅢ -1
lPⅢ T2
lPh肝-1
l PIV-2

8
組立て及び据付け状態

を確認する検査

支持構造物の確認

種類 (マイクロプロセッサを用いたデジタ

ル制御装置) .

演算方式 (シングルタスク就

自己診断
※

環境条件 Q破、線度、放鵜線猛士う

データ通信 (註1刹1制御系と電気的及び機能

的分
~離

l            '

外部ネットワークと遮断

安全防護系シーケンス盤A
lSFSA-1
lSFSA-2
lSFSA-3
lSFSA-4
lSFSA-5

10
組立て及び据付け状態

を確認する検査

支持構造物の確認

種類 (マイクロプロセッサを用いたデジタ

ブ船卿旋D

演算方式 (シングルタスク方詢

自己診山警
安全り,譴系シーケンス盤B
lSFSB-1
lSFSB-2
lSFSB-3
lSFSB-4
lSFSB-5

環境条件 (温度、温度、放射線働

データ通信 (議嘲削制御系と電気的及び機能

的分離)

外部ネットワ▼クと遮断

備 考

※ :CPU型式を目視にて確認し、RASミ轍 記録については記録確認を実施。

ノど〉/ti



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610071号 99

戒績書管理番号 :2主 13

今企 12年 ?月

原子力規制委員会



使用前検査成糸貢書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請   検査串講一覧表のとおり

3検査期日    自 浴株綸 z年
‐
8月 6日

至今琴D2年
'月

ユ″日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結器
一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2-13



検査申請書番号

(申 請年月日)

関原発第 299号 (平成 28年 と0月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

Fttl原発第 202号 (平成 ,0年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 30'年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 80年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 3と 年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

開原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第 478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月 7日 )

嶼8提路236号 ("b堀.浄∩ユIF)

成績書管理番号 :2-13

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更中請により確認し表中に追記する。

之



検査結果工覧表

成績書管理番号 :2■ 13

的

特記事項

なし

検査立会責任者 印

fr多ノTク ,モ
|ィ主任義術者

―
な■か興鯵

原子力施設検査官 印

半,K :翰

検査結果

歿

検査年月日

冷和芝年

よ月 こ日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
~     

成績書管理番号 :2-18

検査年月日 :湾稗 2年  ∂
'月

 ` 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更中請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ①・・

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りである こ″

と。

記録確認 ○―

工事計画の認可番号の

記載が道切である こ

と。

記録確認 Θ・T

牛



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(―号検査)

成績書管理番号 :2-13

検査年月日 :沿402年  恐 月 6 日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項
―
確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Θ・一

検査用計器が校正されており有効期限内である

｀
こと及び必要な測定範囲、測定結度を有してい

ること。

記録確認 ①一

系統構成が完了して lャ るゝこと。 ○ ―

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :2-生 B

検査年月日:冷和 ラ年  ∂ 月 ふ霞

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

主配管  錫町添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認

する検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計顧に従い製作さ

れ、据付けされ、所定の性能を有してお

りt技術基準に適合するものであること。

漿
記録確認

備考                                  
｀

・記録確認は、工事計画に基づき中請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 : T(ユ i-020=
・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

b



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(二号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2-13

検査年月日 :冷矛担2年  か 月 ふ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

計測制御系統施設

制御用空気設備

主西己管

外観検査

組立て及び据付け状態を確認

する検査

変

目視
※1

計測制御系統施設

結1御用空気設備

主配管

耐圧検査

漏えい検査

別添 2参照 災

備考

※1:目視による検査範囲は別添 1(6/1)の青線め範囲について実施

向
′
′



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器下覧表
成績書管理番号 :2-13

検査年月日 :ン冷和 2年 を月

`日
検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度

校正年月日

有効期I艮

備考

耐圧検査

漏えい検査
圧力計 海きξ37 0～ 1.6 MPa ±1.6%F,S

ね郭牢7母 後

2磁Й /pβ剪汚

耐圧検査

漏えい検査
圧力計 だ3患迅意 0ハ▼1,6 MPa 士と,6%F.S

2町 7脅 ど目

2じ,ユD奪た月ディど

8



設 備 概 要

計測制御系統施設

9 制御用空気設備に係 る次の事項

(5)主配管の為称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

。常設

(次ページより記載 )

種

習

中那
ズ

ぶ
彰



＼
Ｓ

変 更 後

材  料

(注 3) (注 3.H)

2,927.2 STPT370

厚   さ

(mm)

外  径

(mlll)

最高使用

温  度

(℃ )

(注 5)

50

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 3)

0,98

名 称

ホーヌ接続 ロ

(窒素供給連絡

配管上流 (A系 ))

及び

ホース接続 口

(窒素供給連絡

配管上流 (B系 ))

ホース接続 目

(窒素供給連絡

配管下流 (A系 ))

及び

ホ‐ス接続 回

(窒素供給連絡

配管下流 (B系 ))

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料

2020.8.6検 査範囲 (立会 R記録確認)

厚   さ

(lnHl)

邑
高使
畳|

(℃ )

外  径

(mm)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

嘔
一洋
八

く
じ



変 更 後

最 高使用

度

(℃ )

力 さ

(MPa) (mm) (■lnl)

嘲 (注 3)

(と S)

60.5

/
|

3.9

/
138 STPT370

/
34.0

/
3.4

(注 3)

3.4 STPT370

(注 6)| (注 3〉

50 34.0

(注 5)

変更なし O.98

|

(注 5)

0.33

名 称

設
備

ホース接続 口

(A」 B NO.8

日室素供給配管)

チト(lV-6291)

制
御
用
空

変 更 前

材  料

チド(lV-6204A、 B)

チP(lVi6250F、  H)

2020,8.6検査範囲 (記録確認)

外   径 厚   さ

(mm) (mm)

高使用 最高使用

名 称 力 温  度

(MPa) (℃ )

制
御
用
空
気
設
備

＼
＼

(注1)記載の道正化を行 う。既工事計画書
.とこは 「計器用空気乾燥器A、 B出 日の仕切弁～格納容器内逆止弁」

(注2)SI単位に換算 したものである。    ´

(注3)公称値     「

(注4)STPG42同 等材 (STPG410)へ の取替 えを行 う。

(注5)重大事故等時 にお ける使用時の値

(注6)エルボを示す。   
‐

(注7)本設備は既存の設備である。

と記我

聟
部ピ
（ぎ
）



(注8)記載の適重化を行 う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 百ライン分岐点～空気だめ」と記栽

(注9)記載の道正化を行 うざ既工事計画書には「空気だめフイィ令の分岐点～主蒸気大気放出弁および補助給水用弁」

(注10)既工事計画書に記載がないため記載の道五化を行う。記栽内容は、設計図書による。    .   .

(注11)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

と記栽

＼
や

聟
淋
尽
ぶ
）



Z

■ :2020.8.6検査範囲

kl

ど，
ν

上流 (A系 ))

り

ホース接続回
(室素供給連絡配管下流(A系 ))

/

ホース接続 回

ホ ー

(B系 ))

よ 1'

＼
∞

〔どT)へ

ホース接続口
lV‐ 626:上流 )

(窒素供給連絡配管下流(B系 ))

制御用空気設備
-1-1

ホース接続回

(lV-6262上流 )

(注 1)管の設計仕様の番号とアイノメ図中O内の番号は一致する

(注2)本図の範囲の配管はすべて重大事故等クラス2管を示す

(注3)本図の衛二囲の配管はすべて改造に伴う申請範囲を示す

道
静
バ
ゞ
）

第41■ 4図

高 浜 発 電 所 第 1号 機

計測制御系統施設に係る機器の

配置をロノ弓示した図面

(制御用空気設備)(3/7)

関 西 電 力 株 式 会 社

工事計画認可申誇

は
|

Ｏ
Ｔ
，上

―
‐~「~~「‐
T‐

+粋―甲
コ__|_…に

串
れＬ

，卜
∫

田
И
什
か
咀
Ｔ
‥

トー|

管の設計仕様

番 号 堆      (口
LΠ〉 厚 さ(mlll) 材 料

27f2 29 STPr370

改造範囲における重大事故等対夕と霰(備



乙

第1-1■ 4図工事計画認可申請

高 浜 発 電 所 第 1号 機

計測制御系統施設に係る機器の

配置を明示した図面

(制御用空気設備 )(3/7)

関 西 電 力 株 式 会 社

⌒Ｑ
Ｉ

工
‐ｌ
ｆＴ
‐

為

為
ｒ
Ｗ

は
|

警腎;」洋粋
ヨ_一二

円
И
４
抹
ａ
半
―
引

「ト
ーー

|

，Ｌ
‐―
‐Ｆ
‐

一
　

一

■ :2020.8,6立会範囲

ホース接続日

ホース接続回
〔I卜6261上貢 )

lti!〔

::|

ゝ
Ｆ

ホース接続 口

(窒素供給連絡配管上流い系))

ホース接統ロ
(窒素供給連絡百己管下流lA系 ))

/

ホース接続 日

制御帰
1 ') ′ヽ

り

(窒素供給連絡配管下流(8系 ))

制御用空気設備
―lむ色コ)・ヽ

ホース接続日
(lV～ 6262」ヒうヽ)

(注 1)管 の設計仕様の番号とアインメ国中O内の番号は一致する

に鬱)本国の範囲の配管はすべて重大事故等クラス2管を示す

(と3)本国の範囲の配管はすべて改造に伴う申請範囲を示す

憫
市脚
卜（d

番 号 厚さ(蜘 )外径 (mln) 材 料

STPT370

管の設計仕様

2927 21

改造範囲における重大事故等対処設備



Z

■ :2020.3.6検査範囲

k
X

管の設計仕様

番号
― 外径 (v】rl  厚さ(臣1)  材料

34 0 3.4 STPT3705

＼
つ

lv｀
Slel

ホ‐ス 口 No.

騨l柳用 (第4-1-11

(注1)管の設計仕様の番号とアイノメ国中O内の番号は一致する

(注2)本国の範囲の記管はすべて重大事故等クラ不2管を示す

(澁3)本国の範囲の配管はすべて改造に伴う申請範囲を示す

迅
静
Ａ
ヾ
〕

第4118図工事計画認可申講

高 浜 発 電 所 第 1号 機

計測制御系統施設に係る機器の

配置を明示した図面

(制御用空気設備)(7/7)

関 西 電 力 株 式 会 社

ェ山簡 織 黒  FTキ 17価

P,N

塩

約
‐

|

子

X

守

Y

L

改造範囲における重大事故等対処設備



一
〔

気圧

水圧

区分

気圧漏えい検査圧カ

MPa

/、 こ
'0

保持時間

分

//

耐圧検査圧力

MPa※ 2

/.Oo

最高使用圧カ

MPa× 1

0,98

備考

※ 1こ 重大事故時における使用時の値

×2:使用圧力※1× 10(0.98MPaX l.0・ 0.98MPa)以上

※3f別紙1(γ?力範囲について確認

検査対象

ホース接続日

(窒素供給連絡配管上流 (A系 ))

及びホース接続回 (窒素供給連絡

配管上流 (B系))

ホース接続白 (窒素供給連絡配管

下流 (A系))及びホース接続日

(窒素供給連絡配管下流 (B系 ))

※ 3

単
一笠
颯
↑
〕



検査結果一覧表

成績書管理番号 i2-13

一『

特記事項

傷 じ

検査立会責任者 印

溜 クー T夕
「

式浄/主任技術者

イナ券T⑬

原子力検査官 印

=、
ト

ノテt か 徹

検査結果

殊

検査年月日

今ゎ 2年

9月 ュ,日
′



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項

′      成績書管理番号 Ⅲ2-13

検査年月H:彿 2年  ,月 P,日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 O―

検 査 をす る工事のェ

程、期日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 Θ ―

工事計画の認可番号の

記載が適切 である こ

と。

記録確認 ◎・T

/∂



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-13

検査年月日 :今為 ■年 ′
月 2)日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 C♪・下

必要な図面等が準備されていること。 凶面等確認 Q―
検査用話器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範腕、測定精度を有してい

ること。              ′

記録確認 Q

系統構成が完了していること。
立会/

動 ○―

/ ,



検査結果

添付資料 8-2

関西電力株式会社高浜発電所第 主号機 使用前検査記録

(下号検査)

成績書管理番号 12-18

検査年月日:◆待 2年  ァ F2″ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

主配管 別添 1参照

検査項目 半ほ定基準 検査結果 検査方法

・材料検査

・寸法検査

・外観検査

・組立て及び据付け状態を確認す

る検査

・耐圧検査

・漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

段
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行ちた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-0208

:

カ



設 備 概 要

工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年6月 10日 認可))
計測制御系統施設             、・

9 制御用空気設備に係る次の事項     ・

(5)主硝管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設          )              . ィ

(次ペィジより記載)

ν
ヽ

翠
郵

ユ

ａ

＼
巴

命
き
ヒ
坦
や
コё
濫
肖



ν
γ

S25C

6.1

変更なし

0,98

変更な し

制
御
用
空
気
設
備

)

注3)

(注 6)

1

(注 3)

6

(差

50

(注 5)

(注 5)

STPT370

(最小

く

　

（υ３

0.98

一判
Ч

変更なし1 60,3

|

変 更 前 変 更 後
〓
局最

　
圧

使用‖最高使用|、

度1外

(℃ )|(Ilull)

|

,

1厚

|

き1材

1最 高使用1最 高使用

名 称 カ 温 径 料 名 称  1圧  力
1操

度 径 厚 さ 料

(ェⅢl) (MPa) (℃ ) (ェlull) (nilll)

(注 1)

格納容器貫通部

PEN#328、  332

上流配管合流点

(注 2) (注 3)

60。 3

―

― ¬

(注 3)|

0,83 50 3,9 STPG42

制
御
用
空
気
設
備

弁 (lMOV―o202、

62()3)

渤
霊
謝
ユ

（
博
＼

∞
）

（◆
ひ
口看

や
コ
ミ
酌
）



1最高使用

1圧  カ

高使用

度

(℃ )(MPa)

称名

変 更 後

(mm)

T~~~

注
1写

(Illal)

さ1材

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

(最小 )

6.1

4,327.7

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

25C

/

/

(最

50

(注 5)

し(差

二  十

/1

(差し込み1

1部の内衛

0.98

′Jヽ )

61.1

/

(℃ )

(注 l

~~「 ~‥  ~~ ~

制
御
用
空
気
設
備

さ

(mm)(耐1令
(MPa)

名

「
~~

温  度

変 更 前

1最高使用1最

称  lF土

格納容器貫通部
I

弁 (lMOV-6202、

6203)

高使用

・ カ

PEN#328、  332

1上流配管合流点

）
働

瀬
霊
那
ユ

（
ω
＼

∞
）

翁
静
醤

や
コ
堪
己



¥

ホース接続 日

(lV-6261上 流)

及び

ホース接続 回

(lV-6262上流)

|

|

|

|

|

|

|

27,2

制
御
用
空
気
設
備

(注 3)(』 !5)

50

|

2.9  i STPT370

(注 5)

0.98

格納容器貫通部

PEN丼 328、 332

上流配管合流点

I

(イと3)|

変 薫 前 変 更 後

1最高使用 1最高使用 |

径
1厚
  さ

1材

最高使用1最高使用

名 称 圧  カイ温

(MPa) . (℃ )

度
1外

料 名 称 :圧 力1燥  度
|

|タト 径 厚  さ材  料

(HIll) | (mm) (MPa) (℃ ) (■ml)

Ｍ
霊
謝

ユ

（
ヽ
＼

∞
）

（や
む

）
「

や
コ
堪
こ



60.3

138

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

STPT3

(と13)

位引

1変更なし1変更なし

70

(注 3)i

3.4   STPT370

(澁 3)

3,9

(,こ 3)

34.O i
(ヱL5)

0.98

変 更 前 変 更 後

1最 高使用 1最高使用

1圧  力1温  度1外  
▼

|

(MPa)|(℃ )  (llm)

径厚
|

使用 1最高使用

1外

|

本オ

|

名 称 さ1材  料1 名 称 力1温  度

(MPa)|(℃ )

径 厚 さ 料

(lIHl) (■ lttl) (mm)

(注 10)

変更な し

制
御
用
空
気
設
備

労詳(lV-6?04A、  a)
(注2)

0,83

(とⅢ3)

50 60. 3 3.9 STPG42

弁 (lV-6250F、  H)

y

渤
霊
謝

ユ

（
切
＼

∞
）

（か
ひ

Ｗ
事

や
勁
や
０
的
）



潔

6.0

(差 し込み  //

く注7)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

注3.7) (注 7)

(注 3)

′l(最

内径 )

(差 し込み

(最小 )

6.0

/

(6.0

/

6.0

/
-〉

61.1

/

61.1

/

I STPT370

(注 3、 6)|

34.0 .

138変更な し

制
御
用
空
気
設
備

(注 5)

く注3,6)

3.4

0,98

変 更 前 変 更 後

1最高使用「最高使用
|

圧  力 温  度 外  径

| (MPa)    (℃ )  i (mm)

1厚

|

材

　

´

1最高使用
1最

高使用

度 1外名 称 さ 名 称 力 1温 径 1厚 さ 1材

(“Hl) (MPa) | (ka) (IIIIl).(鷹 lEll)

(注 10)

制
御
用
空
気
設
備

チド(lV-6204A、  8)

チト(IV-6250F、  H)

湮

謝

ユ

（
ｏ

＼

∞

）

（◆
せ
∇
ゴ
や
コ
逹
め
ヽ



変更なし

制
御
用
空

●
０

Ｆ
ｉ

Ｄ
Ｆ

Ｔ
二

Ｓ

5

(注 3)

60

/
381

34.0 1

/

70

(と二3)

3.9

/ 1

/
3.4

0.98

高使用i最高使用
|

カー温  度
1外

径 1厚

(℃ )(MPa) (Rttl)(H」■)

称名

変 更 後

さ1本オ

変 更 前

名

1最高使用

'最

高使用|

称「 !圧  力温  度1外  径 厚   さ 料

(MPa)|(℃ )|(HHl) (隠al)

(ユ1■ 0)

勇卜(lV-6204A、  B〉

鴛キ弁甲聰開駄T
空 |

気 |    ― |

設
備

設
備

! ホース接続日

!  (A」B NO.8 (ユ 15)

0.83口窒素件牛配管)| 50 34. 0 3.4 ０７●
０

Ｔ
と

Ｄ
ｆ

Ｔ
二

０
０

弁 (lV-6291)

や
０

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 目の仕切弁～格納容器内逆止弁」

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値

(注4)STPG42同 等材 (STPG410)への取替えを行 う。

(注5)重大事故等時における使用時の値                   ´

(注6)エルボを示す。

(注7)本設備は既存の設備である。

と記載

渤
岳
謝
ユ

（
Ｎ
＼

∞
）

（うⅨ
ひ
）
巧
や
コ
やや
ｏ
）



(注8)記載の道正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 ロライン分岐点～空気だめ」と記載

(注9)記裁の道正化を行う。既工事計画書には「空気だめラインヘの分岐点～主蒸気大気放出弁および補助給水用弁」

(注 10)既工事計画書に記載がないため記栽の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注H)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。■

と記載

辞

渤
霊
謝

ユ

（
∞
＼

∞

）

（
◇
き
に
頚
０
コ
ｕ
や
め
）



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造t強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名 :放射性廃棄物の廃棄施設

放射線管理施設

系 統  名

要 領 書 番号  :療規規収第 1610071号 214

気イ本、液体又は回体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫

外言る遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共漁)

生体遮蔽装置

補助遮蔽          ｀

外部遮蔽壁保管庫 (112号機共用)

平藤27舒 7月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名  関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の種類  構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査中請

4 検査期隠

5 検査場所

6 検査範囲

使用龍検査中請番号

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

白 平成ん?年 2月 ち霞

至 平成27年 ,月 27日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

一般財団法人日本建築総合試験所試験研究センター

大阪府吹限市藤白台 5-8-と

高浜発電所第 1号機

放射性廃棄物の廃棄施設

気体(液体又は団体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

放射線管理施設

生体遮蔽装置

補ユノも遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

7 検査結果   検査結果一覧表のとおり

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 材料検査記録

・式

一式

8 添付資料



8 寸法検査記録

4 外観検査記録

5 糸日立て及び据付け状態を確認する検査記録

6 検査用計器一覧表

2



9 検査実施者

∀ N

特記事項

石卜 し/

/歩 レ

ノょレ

検査立会責任者 印

"移

t甲 旅 千 プ  主任技術著

巖弟■`崩①

/をく宅沼痺千v主任技術者

嶺オ脅R⑬

雅 宅 甲 販 十 V主 任技術者

■が4堰 ②

原子力施設検査官 印

必盪 弦⑬

陣 姻宥 ⑬

司 ↓孝 笠 オ ②y

/

鍛 宥 ④υ

ヤ 、a ЯIも ③

陣 嘔|々 ②

検査年月日

平成29
た 月

年
み

日

,

平成え7年
た月 20日

平成27年

,月  7日



9 検査実施者

本

特記事項

な し

な し

孝柔拷の醗 ＼生江努濃体に加ヽ

毛孝労性を症発 な`となf尺えそ・

協ぬことがぢ4節勘壁を液彗零とした。

検査立会責任者 印

身多宅零旅争▼ 主任技術者

凸募
｀
え堰o

″勝 之 爪 旅 千 文π 主任技術者

盈坤
｀
棄昭⑬

み 亀 沼 旅 千∵ 主任技術者

凸や
｀
柔咽 !縁

原子力施設検査官 印

ヤ 呵ヽ テキ(i二
.1こ

''

石歩 ゑ走Q

イヽ司 朱 ltЭ

な白kね④

ヤ 司 坊亀毬 |

写 7焉 とみ勧

検査年月日

平́成 ?́
γ月

纂
26 日
Z7

平成Z7年

∫ 月形 日

平成′7
7月

年
′じ

ア′ 日
′ぞ



9 検査実施者

υl

特記事項

な し

検査立会責任者 印

た Q甲 旅 ケ ▼ 主任技術者

豫弟
｀
た冴Д①

主任技術者

主任技術者

原子力静設検査官 印

,蜂 笏密の

耽肉絲 ④

検査年月日

平成′27年

,月 7日

平成  年

月   日

平成  年

月   日



検査結果∵覧表

系統名 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は固体廃棄物貯蔵設備 廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補助遮蔽 外部遮蔽盛保管庫 (1・ 2号機共用)

び

備  考検査立会責任者 印

平
F Z7プ日

務密輝 v主母技術者

e
平成 ヱ/年

え月 ヱつ日

を宅η輝みり主任技術者

,′
を::::i'｀、

鬱

平成 又′年
す月

'日企翌平締 主任技術者

原子力施設検査官 印

組立て及び据付け状態

を確認する検査

平成 年

月

平成   年

月

平成  年

て

外観検査

平成  年

月 日

平成   年

月 日

平成 年

月 日

寸法検査

平成 2ワ

と 月 霧日
駁

Э ②
平
Ъぇ督

年

2o日

た

録 3
平成 年

月 日

材料検査

平成みソ
多 月

年

5日

孜

鰺 ②
平成

 月  ノ

/

平成

ぢ雪 写 日

魚

③ ④



検査結果一覧表

系統名 :放射性廃葉物の廃棄施設 気体、液体又は固体廃棄物貯蔵設備 廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補助遮蔽 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

t

備  考

を継 n鰺脇 発淀
なんがいとを当ll'主 とフl屋 蕩径
でをなr淀えをあること

なδ,必逆監セ疹含審とした,

検査立会責任者 印

平成 ネ/年?●

字月 ガ日
庵瑠 辮 灯 主任技術者

r宣 _ヽ

ip

平成 2/年
す月 /ど 日

を宅個町 主任技術者

弯 、
‐‐‐`

平成 ヱ7銑
7月 ′″五日

荘宅甲脈酔η主任技術者

くヽ

'i!と

::i与

原子力施設検査官 印

組立て及び据付け状態

を確認する検査

平成

月

年

/

/

平成 年

月

平成 Z7劣
7月 修 日

1懸・暮

外観検査

平成 27年
γ月27日

た

③ a
平成 年

月 日

平成 年

ノ月

/

寸法検査

平

'多

塁Ξ告
た

¢
電 恐

平成 Z7年
す′月/日

資

80
平
苧宝,:日

③ 懲

材料検査

平成 27年
i`月 オ 日

淀

③ 選
平成

月
年

島//

/

平成 27

7  月
霧
チ歩 日

⑤ 8,



検査結果一覧表

系統名 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は固体廃棄物貯蔵設備 廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補助遮蔽 外部遮蔽壁保管庫 (1`2号機共用)

単

備  考

締ヱタダ月ガ嘲ル翻厖捌

胸盈のクろと象ル″‐片n影

牌 分筋 彰宅空カアlヽ でゑ、多

籾 ∩矛諺 定蛭々々 jヽ額

撤 歩緋

検査立会責任者 FΠ

平成 ?/年
7月 27日

澄《呼賜韓γ
主任好術者

平 成 年

月

主任技術者

平成 年

月 日

主任技術者

原子力施設検査官 印

組立て及び据付け状態

を確認する検査

朝

'今

ζ多日
π

奮 ②
平成 年

月 日

/平
成  年

月 日

外観検査

耳争茂嘉み日
徒

a彎
平成 年

月 日

平成   年

/

寸法検査

平成之7年
9月 ノ7日

涎

奪1鞍
平成 年

月

平成 年

月 日

才

材料検査

干事ァ督
年

ク7日

従

金 a
平成 年

月 日

平成 年

月 日



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者 (ノ)品質記録が準

備されていること。
記録確認

7肯
7サ〒日灰

平成P?年

字月2よ 日 資

平成 29年

7月 毎日
矛蕉渚の迅溶性滅酪6換食沈おいて
後当性を雇発で芝オtう た兆をめつ
とがお̀ル鑢麟ヤ旅盟viフ″!

必要な図面等が準備さ

れていること。
図画等確認

平成L
スノ月

|テ

手日災

η浄々テ亭日R
平
雰
2, 年

‐

,Eヨ
徒

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

平
メラロえ

りぞ昇 孔

平成

ちΥ
年

7日
た

ね
Ч
丁



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査
′確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備 されていること。
記録確認

平成27年
7月 ノ″日 徒

平成  年

月   Eユ

平成  年 /

必要な躍面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

平成ツ9年
γ月だ 日` 魔

平成

7 ゴが言
′ど

携碑鍵解絲 ‰ね
ミ(肥 .旗基せ球留とし/とを

T'r身万日徒

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な涙J定

範囲(測定精度を有 し

ていること。

記録確認

平成対年
Υ月塚い日 旅

平成ク9年
7′ 月 Z日

翔酸α肋制協監鴛朋瑾魂あヽいて、
豊哲柱を胸 ひをなt｀ ガG危むわカ
とゼカ`と.胎予お食1解 芝しFと _

平

砕
Tラ 日 徒

:θ



添付資料-1-2

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

平成Z?年

守月二今日 災
平成2?年

∫ 月だ 日 父
平成 29年

7月 チと白
絡 解轡 ;譜
女ζ鵜 ゞ *ヽかkを 4/'_乾 L血。

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

平成π9年

多月う日́ R
平成え▼年
空月7日 負
平成え

7年
え月2つ ‖

ム
に

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

てい/oこ と。

記録確認

平成2/7年 十
み月み日 碇

平成>7年

2/月 7凰 R
平成え7年
み月え0日 無

||



添付資料-1-2

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

平成2♀ 年

7月 27日 徒
平歳 年

月   日

平成  年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

平成2?年

7月 ξ4Ei 後
平成′V年

∫ 月 /ど 日 麦
平成29年

ク角チ七日
奉統懇鞍

′
鰐

嘱ふと
私な改刀と、沼逐鋭多像毘ょ [υ

検査用計器が校王され

てお り有効期る長内であ

ること及び必要な沢1定

範躍l、 測定精度を有し

ていること。

記録確認

平成 2守 年

字 月影 日 魚
平成F?年

∫ 月ノど日 魚

平
手智z!

|ユ



添付資料一と-2

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者 lノ)品質記録が準

備さを孔ていること。
記録確認

平成  年

月   日

平成  年

月   日 /
平成

必要な図面ユ等が楽備さ

れていること。   '
図面等確認

平成2,午

7月 z7日 従
平成  /年

月   日

平成  年 /

検査用計器が校正され

ており有効難限I為であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

平
為子|

年

'7B

独

rく、_

¥蔑  羊
月   日

平成  年 イ
イ

f ;



添付資料-1-3

外統検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

平成ガ?年

年月27日 淀

平成2,年

7月 2ク 日
勿

ラt
平成  年

一

必要な図面等が準備

されていること。
図画等確認

平成??年

“

月ノ7日 淀

平
r名化テ日

勿
キ生

平成 作

一

14



添付資料一と-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て び据 け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

η旨,才

手日
年

互

ｚ

２

月

成

ｏ
７

平

7日 た

一

平成

ア

年

月

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

樹

』肝
″
″
修

２

月軌
７ 章まそ?ξ身輩馨彗岳彗二:子

F

年

ク

？
オ
フ 日

平成2
,月

紅

一

必要な図面等が準備

されていること。
囲画等確認

月

平成  年

lγ



添付資料-2
高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、疲体又は固体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用): ^式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補助遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

対象機器 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮赦壁保管庫

(1・ 2号機共用 )

鉄筋コンクリー ト※1

(密度 2.1倉/cm3以上)

平成え?年
ん月7日

だ
か

備 f考

※ 1 :検査において確認した項目は以下のとおり

ロ セメント                  ・

M骨材

M練混ぜ水

M混和材料
ロ フレッシュコンクリー トの性状

ロ コンクリー トの圧縮強度
ロ アルカリシリカ反応性      ヽ

甲 遮疎ヨンクリートの乾燥単位容積質量 確認した密度の最小値 (

M鉄筋

ycn3)

※2協
詈務蒻焔勒刻ク

・記録確認は、申請者の籠1費記録 (※ 3)による。

挙
3:学合性確認検

令
成績書の要領書番

烹
:Tl_|一 ｀フ°

|

lb



添付資料-2
高浜発電所第 1号機

材料検査記録
検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液イ本又は固体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)i‐式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補ユノJ遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

対象機器 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫

(1・ 2号機共用)

鉄筋コンクリー ト
※J

(密度 2.Ig/cm3以上)

平成29年
え炉 7日

着
雨ど鬱可斯稲占詔獣

備 考

※ 1 :検査において確認した項日は以下のとおり

ロ セメント

□ 骨材

□ 練混ぜ水             下

□ 混和材料

図 フレッシュ浄ンクリー トの性状

□ 盪ンクリー トの圧縮強度

ロ アルカリシリカ反応性

□ 遮蔽ヨンクリー トの乾燥単位容積質量 確認した密度の最小値
□ 鉄筋

g/c113)

12i  赤物 麹♪
・1=,iと

:1'身 IF14々とiヨti:声

':'ま

、
===ヨ

"1露

i言打与,ニギ!|コ|±3た,「;i!I踏11ii:;1',t『 ==J(i:',(|:喜,=:r=〓室|:::こJ:子
ヨ|:ξ I¬i,=

17



添付資料-2
高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :欄報鶏毒絲寿録鶴鍮飛難鶏韓
・般財団法人日本建築総合試験所試験研究センタエ

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は固体廃棄物守蔵設備
廃棄物貯蔵庫 外部遮絞壁保管庫 (1,2号機共用): ・式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補]ブJ遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること.

対象機器 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫

(1・ 2号機共用 )

鉄筋コンクリー ト
※l

(密度 2,lg/cm3以上)

卜啓吾7テ,日 衆
r2 勒

鰯 怒

備 考

※ 1:検査において確認した項露は以下のとおり

回 セメント

囲 骨材

□ 練混ぜ水
□ 混莉材料
猛lフ レッシュコンクリー トの性状

√ コンクリー トの圧縮強度

ロ アルカリシリカ反応性

□ 遮蔽ヨンクリー トの乾燦単位容積質量 確認した密度の最小値

国 鉄筋

g/cと l!)

※れ
T霧彩掃蒻解歩ルヶん

1序



添付資料-2
高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は,萱l体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補助遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

対象機器 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部速蔽壁保管庫

(1・ 2号機共用 )

鉄筋 コンクリー ト※1

(密度 2.lg/cm3以上)

平成?7年
7月 必

お
日

導2

掟
目警y

鰤

備 考

※ 1 検査において確認 した項目は以下のとおり

囲 セメン ト      ′

□ 骨材

□ 練混ぜ水                    ―

□ 混和材料

回 フレッシュコンクジー トの性状

ロ コンクリー トの圧縮強度

匠lアルカツシジカ反応性

ご 遮蔽コンクリ‐ 卜の乾燥単位容積質量 確認 した密度の最小値

□ 鉄筋

2.2T g/cm3)

※ 2:以下の打設箇所について確認

,階 熊甍(3絢のうち兆4募1)

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の要領書番与 :Tr-1,/5♂ F

lq



添付資料-2
高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 i放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は圏体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):―一式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補ユカ遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):下式

判定基準 二工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

対象機器 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫

(1・ 2号機共用 )

鉄筋コンクリー ト
※1

(密度 2.lg/cm3以上)

平成27年
7月「/日

が
| ll‡見/

嘲

備 考

※ 1:検査において確認 bた項目は以下のとおり

回 セメント

M骨 材

留 練混ぜ水

酵 混和材料

匡 フレッシュコンクリー トの性状

ロ コンクリー トの圧縮強度

財 アルカリシリカ反応性

圧l遮蔽コンクリー トの乾燥単位容積質量1確認した密度の最小値 (

区 鉄筋

※2i入
,乾猪靱 汚Я物効す),考歳竹廟ヽ

g/c風 8)

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性覇窪認検査成績書の要領書番号 :T/″ /´ /てア∂/
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添付資料-2
高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :F入尋″耳電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液徳又は同体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用): ^式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補崖ノど遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)|

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

対象機器 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫

(1・ 2号機共用 )

鉄筋コンクリー ト
※|

(密度 2.lg/cm!以上)

|,汗ちアh た
五l辛見′

爺

備  考

※ l:検査において確認した項目は以 ドのとおり

回 セメント

回 骨材                              
∫

匡l練混ぜ水

□ 混和材料
ロ フレッシュコンクリー トの性状

ビ コンクリー トの圧縮強度

ロ アルカリシリカ反応`性  i    .
ビ 遮蔽ヨンクリー トの乾燥単位容積質鎮J2確認

ャ
た密度の最小値 (完 Ⅲ2/g/cn

国 鉄筋

'銘
始剤″娑 γ

升彼 物 杯賜 作翻

・記録確認は、中請者の用I質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績妻
の要領書番号 :T/P/・ /ジ ο/

ゲトノ“/ア ?/(沸″留狂)
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添付資料-8-1
高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設

気体、液体又は固体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※3

(nl)

許容値
※4

(m)

測定値
×3

(m)
検査年月日

検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保

管庫 (1,2号
機共用)※ 1

間

口

1

階
53.400 53.860以 上 ,31“ 72

平成2?年
よ月/ど 日 ズ:

⑮
l―it」準J縣確自認望

2

llと
し 53,400 53.360以 上

平成

目 一 占齢 息

奥

行

1

階
45,900 45.860以 上 ?す、7J3

平成Z?年
ξ月だ日

業2

資
⑩
継 維 怒

2

階
45.900 45.860以 上 霧 一

目秒♂

l、どゆ罫部顛爵競望

〕島

さ

1

階
5 500 5,470以 上

S‐
jつ0

平成ノ9年
す月/b日

牽Z

癸
⑩

11赳密浮懸M藤認ヱ

2

階
41400 4.370以上 γ,67∂

平戒ZP年
∫月/ど 日

ギ2

没 ⑩
れ醜

備考

※ 1 :検査において確認した項目は以下のとおり

圧l鉄筋の組立精度等
□ 型枠の組立精度

診尋羞
クリートのFち上がり精度

※ 2:以下の打設箇所について確認

除翻τtっ しヽとお「踏拠塗と19孝烙チt,tヽ て疼F農孝末稜と、ぬt免 ,ぃ て藤災毛とと,鼈整が
推τあ角(1磨 AがノFr野 )をノ座拠Ⅲ′

※ 8:公称値
※4:許容値は工事計画による。

※ 5:最小値

静

Z乙



添付資料-3-1
高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設

気体、液体又は圏体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)i一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が諮容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

×3

(m)

詐容値
※4

(m)

浪1定値
×5

(m)
検査年月日

検査

糸き果
検査方法

外部遮西教壁保

管庫 (1。 2号
機共用)※

こ

間

巨!

1

階
53.400 53.360以 上 J31γ 7(ク

平成Z?
す月/ど

年

二] 検
III見/

緬

2

階
53.400 53.360以 上 す5を 学び宇

平成27年
す月/ど 日 た

ロイjy

鯉

奥

行

1

階
45.900 45.860以上 7す、9ぢ 字 鞘下危年1 史

日移y

硼

2

階
45.900 45。 860以上 字す,9$9

平成ブ?年
∫ 月/び 日 淀

日1見F

範

:苛

さ

1

階
5,500 5.470以 上 す、学F∂

平成ツ?年
よ月た 日 掟

回1見/

廼

2

階
4.400 4.370以上 TI B∂ //

平成ノ?年
∫月/ど 日 た

日1押/

側
備考

※ 1:検査において確認した項目は以下のとおり

国 鉄筋の糸R立精度等

□ 型枠の組立精度

ロ コンクリー トの打ち上がり精度

ご寸法

※ 3:公称値

※4:許容値は工事計画による。
｀

※ 5:最 小値

・記録確認は、中請者の品質記録 (※ 6)による。

※6:適合性確認検査成績書の要嶺書番号 :T′ →
′―/5ο /

Z♭



添付資料 -3-2
高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置
｀   補ユカ遮蔽 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

主要寸法

(最小厚さ)

(m)

許容値
※4

(m)

浪1定値
※5

(m)
検査年月日

検査

結果
検査方法

目

平成  年北

壁

0.495

(0.500)※
3 0.495以 h

一

立
市鏑 思

東

壁

0.495

(0,500)※
3 0.495以上

之/月
平成ユ

幌
(*み

一硬
⑫
言触

南

壁

0.495

(0.500)×
3 0.495以 li

平成 /年
月  日 絲

１

階

西

壁

0.495

(0.500)※
3 0.495以上

平成

月

年

日 襦
北

壁

０

．

３

2

0(

95

00)※ 3 0.295以上
平成  年

月  日

目移y

言醐

東

壁

０

・

３ ※ 3

2

00)

95
0.295以上

平成

月

ロネ見/

言醐

南

壁 ※ 岳

2

00)

95
０

，

３ 0,295以 上
年

日,月

目移y

言閣欄編認

２

階

西

壁

0.295

(0.300)挙
3 0.295以上

平成  年

月  日

目なy

F鰍 忍

外部遮蔽壁保

管庫 (1・ 2号
機共用)※ !

天 丼
0,295

(0.300)卜
3 0,295以 上

平成  年

月  日

目卒見/

岳d釣漸酢薪憩

備考

※ 1:検査において確認した項目は以 下のとおり

図 鉄筋の組立精度舒
団 型枠の組立精度

※;iヨそれ第岳憲粋i!をit恥構

'こ

7ο

イル
'狐

♪
※」4そV亀子

空こつ巧彬畑つ
:ウ

メb厖物
ⅢⅢk-6

。                    

い

′″∩ケ宏章み″iてみ〕夕明,多オ/幻
Δたヽねの波ゑ冷作、|″ lnみ灸励切
X翰 、

"ン

クノ́}學弁かT家メ引
‐レカ徐h〃

″歩めたん″
工
胞とИムヤン的彰鰍

彦芳n強族ιチ盟,たィッるこ汐舛,

磁み泌 |ケ
イをち

考みえ`子かツBttattF

⌒

ネ

Z4・

2 2″



添付資料-3-2
高浜発電所第 麦号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置

補日力遮蔽 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一“式

判定基準 :各郡の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

主要寸法

(最小厚さ)

(m)

許容値
×4

(nl)

測定値
×う

(m)
検査年月風

検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保

管庫 (1・ 2号
機共用)※ t

1

階

耳ヒ

壁

0.495

(0.500)※
3 0.495以 上

平成  年
一

立
言己摯∬蛹M麟試R

東

壁

0.495

(0. 500' 
※3 0.495以 上 θ、な。グ 粘霊畠だ

2 餞
れ齢 懇

南

壁

0.495

(0.500)※
3 0,495以上

平成  年

月  日 言」与
I,ユ

FチF//

西

壁

0,495

(0.500)※
3 0.495以上

平成  年

月  日 聴

2

階

】ヒ

壁

0.295

(0.800)×
3 0295以 上

平成  年

月  恩

目拶y

岳出瀑m蘇忍

東

壁

0.295

(0.300)※
3 0。 295以上

平成

月

目琴y

齢 思

南

壁

0.

3

29

00)

5

(0
× 3 0,295以上

年

H月

目視/

醜

西

壁

0.295

(0.300)※
3 0.295以 上 / 平成 年

日月

目視/

言ど9∬蛹罐麟潔里

天 丼
0.

3

2 95

( 0 00)
※ 3 0.295以上

平成  年

月  □

目移y
鰯 思

備考

※ 1:検査において確認した項目は以下のとおり

国 鉄筋の組立精度等
□ 型枠の組立精度           °

ロ コンクリー トの打ち上がり精度

ビ 寸法※
子
.諺

1鶏琴笏玖
ゝ
席琴ル修砲)

※ 3:公称値
.

※4:許容値は工事計画による。

※ 5:最小値

干

2γ



添付資料-3-2
高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置

補助速蔽 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共月):一式

判定基準 :各都の主要寸法の測定値が許容寸法を満是すること。

検査対象

主要寸法

(最小厚 さ)

(m)

許容値
※4

(m)

預J定値
※5

(m)
検査年月日

検査

結果
検査方法

平成 年

日

一

壁

耳ヒ 0,495

(0,500)※
3 9,495以上

一

祈
翻 鶴

東

壁

0.495

(0.500)※
3 0.495彦大」L

X7

鶏 揺だ
2 目縁

鰤

南

壁

0,495

(0.500)※
3 0.495以 上

平成  年

月  日 霧

１

階

西

壁

0。 495

(0.500)※
3 0,495彦大」と

平成  年

月  国 魅

壁

司ヒ 0.295

(0,300)※
3 O,295以 上

平成  年

月  日

目移訪/

翻

東

壁

0,295

(0.300)※
3 0。 295彦大」ヒ

平成

月

目布議/

翻

南

壁

0.295

(0.300)※
3 0.295以上 丞 亀

目褥

鰯

２

階

西

壁

0.295

(0。 300)※ 3 0。 295以上
平成  年

月  目

目視/

翻

外部遮蔽壁保

管庫 (1・ 2号
機共用 )※

1

天 丼
0.295

(0,3oo)※
3 0.295以 上

平成  年

月  日

目奉身
/

翻

検査において確認 した項目は以下のとお り

鉄筋の組立精度等

型枠の組立精度
コンクジエ トの打ち上が り精度

寸法

学移Υ蟹粍棚 ぅと,と後娯ミ;
※ 3:公称値

※4:許容値は工事計画による。

※ 5:最小値
・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 6)による。

Tr― /… だっ/′ T'お |― βυ

'(/ど

の2)※ 6:適合性確認検査成績書の要領書番号 :

熊7:笠余鈴成対42月 彩冒)にて滋発癬

備 考

※ 11
図

躍

盟

□

※ 2

Z`



添付資料-8-2
高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮祓装置

補助遮蔽 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共ナ穏) 式

判定基準 i各部7)主要寸法の浪1定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

主要寸法

(最小厚 さ)

(m)

許容値
※4

(Hl)

測定値
本

(m)
検査年月日

検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保

管庫 (1・ 2号
機共用)※ 1

1

階

】と

壁

01495

(0.500)※
ti

0.495以上 ′、す// 平成2字 年

''177H

独
|く

日1見/

編

東

整

0,495

(0,5011)>く
S 0.495以 上 汐′″ / 予ヂチれケ年1

怒
と|1見/

編

南

壁

0.495

(0.500)※
R 0。 495以 上 ν、夕/2

平
駆癌 た

1雲ネ見/

鋤
西

壁

0.495

(0.500)※
A 0.495以上 ′、す//

平
魯鬱名姓

Lit児 /

触

2

轟
´
白
し

】ヒ

壁

0.295

(0.300)X・
0.295以 上 θ、夕/ゲ

半
島‐紡|

に
LIむも/

録

東

壁

0.295

(0.800)※
市 0.295以 L ′.ぢ οか り爾|

た
田4舜/

饉

南

壁

0,295

(0.300)※
1 0295以 lt ♂、プ/ρ 幹翡|

た
推I格7

鍮
西

壁

0 295

0.300)※ 3 0.295以 上 ク、ワ/ο
平成z夕 年

7月 之ク周 処
圧ltty

鍮

天丼
0.295

(0,300)×
3 0295以 上 ′、ぢ。す 千

,狛夕;衝 徒
日4)と

/

録
備考

※ 11検査において確認した項目は以下のとおり

図 鉄筋の組立精度等

団 型枠の組立精度

騒 コンクリー トの打ち上がり精度

ビ 寸法※2:堺
縁囲劾弔ケ】η物ガ族|,多旅″班

※ 3:公 称値

※ 4:許容値は工事計画による。

※ 5:最 小値
・記録確認は、中請者の品質記録 (※ 6)|こよるc

※ 61適合性確認検査成績 書の要
聟

書番号 :″ ,/―
/ア つ

/

77 、



添付資料工4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は固体廃棄物貯蔵設備

廃乗物貯蔵庫 外部送蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

放射線管理施設 生体速蔽装置 補助遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

平成2?年
字月27日

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共帰 ) 充
栄子

便務》
′記録確認

備考※|:,蕩琴覇憂
イ
祀潔率のうち元後巖a)

Z′



添付資料-4
高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :F美弓西電ノデ株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射雄廃棄物の廃棄施設 気体、旗体又は固体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮赦壁保管庫 (1・ 2号機共用):す式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補H力遮蔽 (

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

半唾定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・ll与 能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫 (我 '2号機共用 ) 瞬好i
ぎ 目視承延憂確掛

備考

※ 1

幌膠笏筋飴沙歩材(施

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※ 2:適合性確認験査成績書の要領書番号 :γ /ウ /サ /ぢ θ/

7/― /=〃 。/防族オ身,てりぇ

2弯



添付資料-5
高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は固体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

方文射線管理施設 生体遮蔽装置 補屋力遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共漏):一式

半け定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用 )

務シ
雷 代 ⊂働″記録確認

備考
・塗装後の外観もあわせて確認       ´

テθ



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料T6

2

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日|

有効期般
備考

エアメーター 10462
0.0

～ 10.0%
6.0%ま で :± 0.1%

6,0%を超える空気量 :± 0.2% 201713。 31

温度計 AD-5624-(D
-50℃

～+260℃
±1℃

０

　

０

６

　

７

０

０

電子評 16096008と
Og

^ツ 30kg

Ogを超え 2,000g以 下

:日 量等

2,000gを超え と0,000g以 下

:目 量等の 2倍

10,000gを超えるもの

:表す ff童 の 0,02%

2016.7.29

2017.7.28
目量等 :ig

材料検査

コンベックス CB-1
Ollull

～5,500mu 2018.5.24
±0_751Ⅲ n

寸法検査 コンベックス CB― I

Omm

～51500m」
±0,751Шll

201

201

５

４

) |



添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
0

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

寸法検査 コンベックス CB-1 OIШ ll～ 5,50011ull ±0.75mm
％

２４

６

８

52



添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
S

検査項目 検査用計器
|

管理番号 測定範囲 測定精度
校五年月日

有効期限
備考

励弊″み触 ♭″ぢ/

'～
2PO。たN 生ス∂% 20/7,え ,b

2ο′
『

Ⅲえ、2g

5う



添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校五年月日

有効ダ翻限
備考検査項目

寸法検査
レーザー距

離計
イ LD―M 50mmlハV80rn ±1.OIШ ll

2018年

1月 26日

み争



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-15-1

脇 2年 二月

原子力規制委員会



使用講検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申講    検査申請‐覧表のとおり

成績書管理番号 :2-15-1

3検査ダ翻日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用講検査記録

自彿 2年 2月 1今日

至浴わク守,月 1今
日

/



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 39年 8煽 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5B)

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原尭第 512号 (平成 81年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

Fぅ尋原寿第 510号 (2020年 1月 31日 )

成織書管理番号 :2-15-1

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更幸請により確認し表中に追記する。

み



検査結果一覧表

成績書管理番号 2-15-1

亀

特記事項

声ごυ

検査立会責任者 印

不協多'ウ タデす7主伴技管者

芳 ⌒

原子力施設検査官 印

考 浦 生 殆

検査結果

魔

検査年月日

含ん>年

み
月

,今
日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2-15-1

検査年月日 :

検 査 場 所 :

検査前確認事項

使用前検査長静請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更中請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事の正

程、期日及び場所が中

請書 どお りであるこ

す
と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適 切で ある こ

と。

記録確認

子



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-15-1

棧雹
・
写     斡

検査説確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 囲面等確認

ρ
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(∵号検査)

成績書管理番号 :2-15-主

検査年月日ヌ勃静2年  2 戸

姿査場所i膨

韓赫憩朝隣静孝拶強鞠
検査結果

検 査 対 象

放射線管理施設のうち換気設備の

Cr D中央府1御室非常用循環ファン (1・ 2号機共用)×
1

B中央制御室非常用循環フィルタユニット(1・ 2号機共用)※
I

※ 1:別添 1参照

検査方法検査項目 半呼定基準 検査結果

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。      .

〕粂

記録確認

備考                    ,          ″

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 ,検査の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl■ 1-1913
◆日視で確認した範囲 :添付資料 3-3が日召

b



添付資料 3-B

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(下号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2「 15-1

検査年角日 :曖羽ψ 2年 2月 |キ 日

検 査 場 所 稼ワ職掬ぶみ毎臨`〕

郷 常
検査結果

検査対象設備名 項 目 袂t定値等 検査結果 検査方法

C中 央制作

'室

非常用

循環ファン (1'2号

機共帰)

・寸法検査 男:1彰煮2彦雰R鼠 往

朦視

・外観検査
在

・経立て及び据付け状

態を確認する検査 孔

D中 央常l御 室非常用

循環ファン (1・ 2号

機共用)

。寸法検査 別添 3参照 ■

。外観検査 魔
。経立て及び据付け状

態を確認する検査 廷

B中 央制御室非常用

循環 フィルタユニッ

ト(1・ 2号機共用)

寸法検査 別添 4参照 盈

・外観検査 盈
・組立て及び据付け状

態を確認する検査 筵
備考

ク



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表  :
成績書管理番号 :2生 15-1

検査年月日 : ク年 月 日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期轟長
備考

百,盛 血 尺 AOケ▼θ θ勺1術 4θ (ち阻'91守
峰 2ロ

ュo214ィ潟イD

'0懺
写Jn28渇

2921歩 ?丸プη旧や翔班 N9牛026 ¢～丘乳 =υ
、B印酌

メ竿念偽

8
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II事計画本文 (円原発第121号 (平成301手 5月 24日 )怪徴蛮更届出)】

(■ )送
'餞

腱 ゐ」名幕 、強類 _容 盈、主宴 ↓法 、償 数及 び rぇ 甘 tt色 所 並び に原9機 霊)種 Fi、 !れ 方 、償数 及 び取廿 置 l,「 並び に設 計 Jiグ
'空

気の減

入学

・ 年

'£

驚                                                                                                                  Ⅲよデ2)

澄
鶉

滓

奮

）

全  更 後

変 更な し

資  更  前

中火制 御宝非 常刑鶴嚢 ファン

(1・ ?号性 共用 )

遠 心 式

690 以 上  (6901凸 二
')

T95Ⅲと二′

488X788う 'こ

l

1,S30(・f

3.i404 ・ヽ 二

l.SOO r,1ぅ

ウ

】

:,:|:学 モtと'.',■
″ ri・ l Ai武

コ中 学i■.毎「本

兵 ,|■ 軒ミ

中 間 建 騒

E_と.・ 二T,0碕

iIB…ti

と.・ IT.a

以 上

C中 央 制 御 室

井 常用

'お

環

フ アン

C中 央制 御 零

井 常用循環

ライ ン

中剛 逮屋

E.L.・ ユT,OB

lIB―El

E.L_十 二7.25鳳

メ 上

遠 心 氏

42S ,大 J二  (425 1・ r,)

875 1・ =〕

325X5921・ =

_→ ,20()(ril】

ei3_51常工I

1.47イ | と」

，
一

B中 央 制 御 室

井常用循茶

ツ ァン

BII・ 央 制 御 事

井 常 FI循泰

ライ ン

中 需]建 屋

E_と ,手 17.∝

二IB― E▲

E_■_417_23日

球 上

「ヽ1'サミIF´ 芋 宝

li● ,=Iれ !R

i′ rl

il'けこ春1〕

'生

下

工 1,ffサ I筑:煮
~′ / /
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苗
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容 歓
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一
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(

嶺

高 さ

11 な
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歳 水 防 議 上 の
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【li手計画本文 (間蹂発第121ぢ′
(・ 1二成30年 5舟 字4日 )峰徹変更崩山)】

〔6〕 フ /ル タitグン`名球、難顔、幼半、主要 十J:Ⅲ 悩 歓及び取付編所

。常祓          ´ (1/2,

互  更 後

変 史な し

変  更 前

中央制毎宅非常劇密貫フ ィル タニみ プ ｀

(1・ 2号機共用 )

▲ う業

ブ ィル タ

95 以 上

(構 対起農

95,も 、 !

温度30℃ に

おいて)

95 以 上

(相 対母皮

es常 、

出皮30℃ に

おいて )

510× it 310 trIュ

510X i.310111'

4.449'1・

3,694 .1と
〔:

●

一 06S

l

傲噴 手

フ ィル タ

99.97 Eた」二

(0.3μ 耐鹿子)

99以 上

(0.7μ 鳳争イ子)

よう泰

フィル タ

9S'ス _L

(榊 片幾度

95路 t

温度30℃ に

お Iヽ て〉

95以 上

(樋 対粒度

954t、

程度30tに
おモ`て)

150)(l.000 ttil

と.l)00ナ 1.l)00

3.016。 4t“ 11

4.018.4 tt虫 '

3.036.4 itr、
,

l

徹強 子

フ ィル タ

99.9T ぢたti

(0,3μ ざ色r‐ )

99以 li

(0.7 μ ttr主 |'

名 弥

/`。

%/徴

山

薗

薗

壺

蘭

ほ 類

撃 体 喩 基 ′励 串

総 合 喩 差 励 挙

吸  込 口 任
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■
」
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て
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【ヽ担

動

串

主
要
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法
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(注 と)公称値

(注2)平成郵年6月 10日 付 :サ 旅規競控舛1606104号 にて認可された猛 I事計百各には
‐
A中央

'1御

主非常用衛衰フィルタユニット中央部1御笙

非常用循祭テイン.と 配載

ゝ
）

〕
鷺
卵
岸

（
卜
）

変 更 後

変只な l′

変更な しThと を

変更な し

査 更 舶

0嘱】央胡御宝非常用

舘臓フノルタニニッ｀

:'失制御宝非常用

衛賦ライン

中翻建
'警

_E。 と.・ 17.儀

A中 央棚御笙非常用

衛職フイ″タニニツト
rt'央 窮a「宝非常府

循貝ライン

中世建農 E。 と.↓ 17.OE

系  笠  名

(ラ イ ン名 )

設  置  床

置 ホ「S力 薄 上 の

廷 百  番  号

詮 水 功 護 上 の

健 恵 が必 督 な

高     さ

取
付
“
”
所
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成績書管理番号

男III恭 2

2-15-1

検査年月日 : 多年 月
1狩

日

C中央制御室

非常用循環フ

アン (1・ 2

号機共用 )

寸法検査記録

判 定基準 主要寸法んヾ設計結果のとおりであり、許容寸法内であること。

寸法検査

名  称
計画値

(mm)
許容範囲

(lnm)

測定値

(mm)

検査方法 結果 備考

吸込

口径
795

最大値 :

802

最小値 :

788

練f丘 :7?JJ

胞とヽイ石と'フ
イユ

○
記録確認

一盈

吐出

目径
488)く 788

最大値 i

495× 795

最小値 :

481× 781

子8;ジ(ク 87
記録確認

孔ヽ

最大値

と,541

最小値

li 519

た て 1,530

目視

徒

最大値 :

31156

最小値 :

3i124

う費棋 3. 140

②

目視

高さ と,800

最大値 :

1,8と l

最小値 :

1,789

目視 ↓徒

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識》i番号 :Tl-1工 1913

。使用計器 :

/必



検査年月日 :ズ湯仲多
オ
f― ク 月ヽ

別添 8

成績書管理番号 :2-■ 5-l
目

D中央制御室

非常用循環フ

ァン (1・ 2

号機共用)

寸法検査記録

判定基準 主要寸法が設計結果のとおりであり、許容寸法内であること。

寸法検査

結果 備考名  称
計画値

(面m)
許容範囲

(mm)

測定値

(mln)

検査方法

吸込

日径
795

最大値 :

802

最小値 :

788

騨 'ソ守丁

霧誤ヽ塊
i登

'ウ
弯独 記録確認

盈

吐出

B径
488)(788

最大値 :

495× 795

最小値 i

481× 781

孝84ズ 797
記録確認

一λ

と,530

最大値 :

と, 541

最小値 :

1,519

目視
「免た て

最大値 :

3:156

最小値 :

8, 124

目視 一盈
横 3, 140

録確認

目視

〕盈高 さ 1,800

最大値 :

1,811,

最小値 :

と,789

備考

:吸込剰径、吐出口径 直チ{: ハ倉ケワ滑
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 r痰査の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1二 1913

・使用計器

メ′,



成績

検査年月日

理番号

多年

別添 4

2-15-1

月 日

B中央常と御室

非常用循環フ

ィルタユニッ

ト(1・ 2号

機共用)

寸法検査記録

主要寸法が設計結果のとおりであり、許容寸法内であること。判定基 準

寸法検査

検査方法 結果 備考
計画値

(mln)
許容範囲

(酪m)

測定値

(mm)

名  称

二孔」

値

Ｌ

3 1 9

最 小

5 0 5 1×

515×

最大値

算ラバ |ひ 11
の

記録確認

吸込

口径

5tO×

1,310

い甍
最大値 :

515× 1,319

最小値 :

505× 1,301

テ||メ 1｀511
O

記録確認

吐出

日径

510×

1810

録確認

目視

Ｒヽた て 4,449

最大値 :

4,471

最小値 :

4,427

目視
↓盈横 3,694

最大値 :

3,712

最小値 :

3,676

目視 「盈高さ 2,065

最大値 :

2,079

最小値 :

2,051

備考

・記録確認は、工事計画に慕づき中請者が行った試験 。検査の轟I質記録 (※ 2)による。

※2:適合1生確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1913

・使用計器 :

19



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 16:0071号 99

成績書管理番号 :2-15-2

締紳 ▼年ど月

原子力規制委員会



/

使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機・

2検査申請    検査申講一覧表のと郵り

3検査期日 自今未伊2年 ι月|を 日

至フ村和 21年 b月をどH

4検査場所 '  使用前検査記録のとおり

5検査実施者  検査結果∵覧表のとおり

6検査結果   検査結果一覧表のとおり

7添付資料   使用前検査記録

成績書管理番号 :2-15-2



関原発第 2、 99号 (平成 28年 1

関原発第 434号 (平成 30年

関原発第 46号 (平成 30年

関原発第 202号 (平成 30年

関原発第 259号 (平成 30年

関原発第 415号 (平成 30年 1

関原発第 504号 (平成 31年

関原発第 512号 (平成 31年

関原発第 582号 (平成31年

関原発第  3号 (平成31年

関原発第 6s号 (2019年

関原発第 115号 (2019年

開原発第 204号 (2019年

開原発第478号 (2020年

関原発第 510号 (2020年

関原発第 542号 (2020年

関原発第 609‐号(2020年

関原発第 20号 (2020年

0月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4目 )

8月 20日 )

2月  5日 )

2月  1日 )

2月  6日 )

3月 18日 )

4月  4日 )

5月 16日 )

6月 24日 )

8月 23日 )

1月 23日 )

1月 31日 )

2月 26日 )

3月 24日 )

4月  7日 )

検査申請書番号

(申請年月日)

成績書管理番号 12-15-2

検査申講一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 :歩 15-2

"

特記事項

なし

検査立会責任者 印

がイ

'/ユ

タfごア主在技術者

原子力施設検査官 印

瀬昭争多と■

芽
ｒ
分
／

／ 魚
′
ノ

検査結果

盈

検査年月日

牟赤鬱ヱ年
b 角虎k'▼ 日



検査結果す覧表

成績書管理番号 2‐ 15-2

浪

特記事項

τ3t

検査立会責任者 印

ギイタ́ ¢タデぜレ 主任挙術者

原子力施設検査官 印

原子力検査宮

彪 八 を

検査結果

ヽ

癸

検査年月日

今神 z年

ど月2ど 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績善管理番号 :か 15-2

検査年月日 :今か 2年 ι 層贖 lη 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確麓聯項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申講を

含むょ)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑧`一

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認
Θ

・ 一

工事計画の認可番号の

記薄免が適切で ある こ

とも

記録確認 ③―

す



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
I  :     

共通事項
成糸責書管チ壌番号 i2■ 15-2

検査年月日 :今

～

夕 年 ど F3F日 (

検査場所:関西電力株式会4と高浜藩電戸
~デ

F

検査議確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q・ ∵

検査 をす る工事 のエ

程、期 日及び場所が申

請 書 どお りで ある こ

とと     ｀

記録確認 ○・―

工事計画の認可番号の

記載が通切 で ある こ

と。

記録確認、 @i

6



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

戒績書管理番号 :2-15-2

検査年月日 :今未鬱2年 ι ttr浄、|,日

検_査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 r,簿考

申請者の品質記録が準備 されていること。 記3永確認 Q‐
必要な図面等が準備されていること。 図画等希篠認 ⑧―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Θi‐

系統構成が完了していること。
Q・

一

7



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(す号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

検査年月日:君
湖静 ?年 ど 月 イ 日

検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 糸き】驚 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Θ.―

必要な図画等が準備されていること。 図:覇等確認 Q・
二

検査用計器が校正されており有効理限沐1である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認 Θ―

系統構成が完了していること。
υ
爾 ① ―

伊



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :2-15-2
-      

検査年月日 I今赤豊二年 ι 月 |『 日

検 査 場 所 :関西竃力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

放射線管理施設

換気設l席

主配管  別添 1参照の太線赤枠内の範囲

判定基準 検査結果 検査方法検査項目

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

〕

驚
目視

材料検査

寸法検査

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-0108、 Tl■■908

タ



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1・号機|       (―
号検査)

添付資料 8-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-15-2

検査年月目:今未
92年  み 月 'P日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

放射線管理施設

換気設備

主配管  別添 1参照の太線騨 半内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

4

馳
記録確認

備考

・露視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

′θ



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(二号検査)

成沐責書管理番号 :2-15-を

検査年月日 泰ラ仲皇年 歩月F?日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

放射線管理施設

換気設備

主酉己管  別添 1参照の太線青枠内の範囲

検査項風 判定基準 検査結果 検査方法

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

|

R
目視

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 !Tl-1■ 908(その2)

//



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第ユ号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :2-15-2

検査年月日:若鴻砕2年 5 F2び 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

放射線管理施設

換気設備

主配管  房ll添 1参照の太線緑枠内の範B司

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査

組立て及び掘付け状態を確 :認、す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、裾付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

良ヽ
⑪

記録確認

備考

C目 視で確認した範囲 :添付資料3-3参照

/2



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(下号検査)

添付資料3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 12-15f2

検査年月日:ノ券釉 z年 彦 月 2/日
検 査 場 所 :関西電力株式会社蔑浜発電所

検 査 対 象

放射線管理施設

換気設備

主配管  別添 1参照の太線青枠内の範囲

検査項霞 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査 ヽ

組立て及び据付‡す状態を確認す

る検査   、

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

k
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1908(その 2)

,

/3



検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

(立会検査)

,  i成 績書管理番号 :2-15i2

検査年月日 :今赤‐れ2年 ど 月

'μ

日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

放射線管理施設

換気設備

主配管

耐圧検査

漏えい検査
別添 3参照

:

R 目視

備考

※別添 2の範囲について確認

′鬼



添付資料 3-3

検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(す号検査)

.        (立 会検査)

成績書管理番号 :2-15-2

検査年月甲:弁冬
'z午

 ど 月どど 自

検査場所 :関西竃力株式会社高浜発零所

検査対象設l薦名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

放射線管理施設

換気設備

主配管

外観検査 花
目視

・組立て及び据付け状態を

確認する検査   : 麦

捕考

※別添 2の範囲について確認

ノす



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :2ァ 15-2

検査年月日 : 生年歩月r=日

管理番号 測定範囲 測定精度 備考
校正年月日

有効期轟長
検査項目 検査用計器

2019.4.2

2022,4。 1

耐圧検査

漏えい検査
鋼製直尺

/

/

/
/

/

/び



放射線管理施設

加犀水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

ゑ 換気設備に係 る次の事項

(3)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

・ 常設

ヽ
Ｎ

ｄ
ば
Ｘ
ｒ
一‥
一

変 更 後

材  料厚   さ

(BIm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用
|

度 外

′

 径

(℃ ) (ⅡuII)

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材   料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(皿 Il)

(注 2)

6`0

(と 2)

6,0

(注 2)

6.0

外  径

(mm)

(注 2)

512

×

912

(遊 2)

512

X

1,012

(注2)

572

X

712

最高使用

温  度

(℃ )

165

最高使用

医 マカ

(MPa)

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

-0.0196

中央制御室

i

|( 1・ 2号機共用 )

|

|

1

名 称



＼
増

変 更 後´

材  料岳
高使
曇

|

(℃)|

外  径|厚   さ

(mm) (mIL)

最高使用

匿  カ

(MPa)

名

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  '料

SUS304

SUS304

SUS804

SUS304

厚   さ

(辺阻l

(注 2)

6.0

(注2)

6.0

(注 2)

6.0

(滋2)

6.0

外  径

(Inm)

く注2)

612

X

1,112

(注2)

712

X

712

(注 2)

712

X

912

(注 2)

812

X

1,012

最高使用

温  度

(℃ )

165

最高使用

歴  カ

(MPa)

-0,0196

名 称

中央制御室

換
気
設

~

備
中央制御室

(1・ 2号機共用)

選
ゝ
一ｔ



ヽ
ヽ

変 更 後

材 ‐ 料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(mm)

(注 2)

3.0

(注2,3)

3.0

/
3.0

(注2)

3.0

外   径

(■ln)

456

×

と,506

(注 2,3)

456

X

と,506

/

806

X

1,606

(逮 2)

600

1x

806

最高使用

臣  カ

最高使用

度

(MPa) (℃ )

004 65

称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

径  |厚    さ

(題m) (酸 阻 ) 
―

駿高使用

正  カ

(盟Pa)

名
‐

称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

(192号機共用

換
気
設
備

遥
卦

了
的



僧
Ｃ

変 更 後

材  料

(注 2,

606

X

806

/

806

X

310

/
3.0

SUS

65

変更なヒ

最高使用

温  度 径 厚   さ

(℃ ) (Elm) (mm)

最高使用

圧  カ

(題Pa)

004

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

SUS304

外  径 厚   さ

|(触 凪)(耐

(と2)

606

X

1,306

(注 2)

3.0

最高使用

温  度

(℃ )

62

晟高使用

匠  カ

(ユIPa)

一償 0034

名

(注1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号′潟ζ共用 )

換
気
設
備

一

滋
卦
十

ド
一



熊

変 更 後

外   径 厚   さ

任
料

(lI』 a) (ね !磯)

最高使用I

藤  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

SUS3Q4

SUS304

厚   さ

(凰諷)

(注2,3)

3,0

/
3.0

鋭
引

3.0

/
3.0

外  径

(mm)

(渡2,3)

606

×

1,306

/
1,006

X

と,306

(遠Z,3)

606

X

1,,OC

/
l,396

×

1,606

最高使用

温  度

(℃ )

62

景高使用

睡  カ

(MPa)

-0.0034

名 称

(遊 1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

送
掛
イ
跨



Ｗ
Ⅳ

変 更 後

材   料

SUS304

SUS304

厚   さ

(mm)

(遊 2,3)

3.0

/
3.0

(注 2,3)

3.0

/
3,0

外   径

(Elコ l)

(注 2,3)

606

×

と,306

/

806

X

1,606

3)(注 2・

606

X

lD 306

/

966

X

1,006

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使昂

圧  カ

(MPa)

004

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■n)

外  径

(通)

高使用

度

(℃ )

名 称

て注1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

軸嫌恵が
一‐
齢



f

協

変 更 後

材   料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(IIm)

(注2)

3.0

(遠2)

3,0

(注 2.3)

3.0

/
3,0

最高使用

ユ最 径

(℃ ) (mm)

606

X

1.406

(注2)

606

X

1,606
65

(注2,

606

×

1,606

/

306

X

1,606

最高使用

圧・ カ

(MPa)

004

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料厚 さ

(盪霞)

外   径

(m)

高使用

度

(℃ )

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

蛹
じ
）卦
／
十丁
゛



材  料

(ェnln)

厚   さ

3.0

65

04

SUS

SUS3

(注 2)|

(と 2,

6061

(注2,3)

3.0

/
3.0

706

×

と,506

/

806

X

706

X

1,506

(℃ )

径

(mm)

温

最高使用

中0.004

最高使用

圧  カ

(MPa)

変 更 後

称名材   料

(mm)

厚   さ

(mm)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

正  力

(MPa)

変更なし

換
気
設
備

1・ 2号機共月 )

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

(注

変 更 前

称名

曽
当

前
０
】ひ
ミ
！
瞬



Ｗ
牛

変 更 後

材  料

変更なし

SUS804

変更なし

厚   さ

(艤)

(注2)

3.0

外  径

(mm)

くこ と,

806

X

1,406

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使痛

圧  カ

(MPa)

004

名 称

変更なじ

換
気
設
備

変 更 前

材  料

SUS304

SUS304

厚   さ

(避盟〉

(滋2)

3.0

(注2)

3.0

外  径

(mm)

(注 2)

806

X

806

(注?)

806

X

と,606

最高使用

温  度

(℃ )

62

62

最高使用

匠  カ

(MPI)

-0.0034

-0.0034

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

1・ 2号機共用〉

換
気
設
備

軸」Ж７
一・
苺



Ｎ
ヽ

変 更 後

厚 さ

I

|

|

μ 料

(Inia)

SUS304

くと2)

3.0

外   径

(mm)

(と
=,

956

X

1,006

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

庄  カ

(MPa)

・0.904

名

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材   料

(遊 2)|

子
|

306  1

1, (注 2)

3,0 SUS304

1

SUS304

厚   さ

(mla)

(注 2)

3.0

外  径

(Ⅱ IIll)

く注2)

1,306

×

1,606

最高使用

温  度

(℃ )

62

最高使用

匡  カ

(MPa)

=0.0034

名 称

〈注1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

ざ
↓器
一，
一〇



僧
Ｗ

変 更 後

材
.料

変更なし

SUS304

変更なし

厚   さ

(IBm)

くと2)

3.0

外   径

(41n)

(注2)

456

X

と,506

最高使用

ユ風  度

(℃ )

65

65

最高使用

旺  力

(MPa)

―

-0.004

0025

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

厚   さ 材  料

(腱凛)

(注 2,

1.6

/

1.6

亜鉛

めつき

鋼板

(遠2,

1.2

/

1.2

亜鉛

めつき

鋼板

外  径

(透)

(滋2,3)

2,053.2

/
2,135,2

X

2,135.2

(と 2,3)

702.4

X

3,00214

/

1,約 214

X

3,002.4

最高使用

温  度

(℃ )

62

62

最高使用

匠  カ

(MPa)

-0:0029

-0,0021

名 称

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用)

換
気
設
備

ど
】針

一，
こ



彰
〕

変 更 後

高使用

度

(℃ )

径炉
|

さ1材

(IIIE) (1皿 11)

変更なし65

最高使用

圧  力

くMPa)

戸0.0025

さ 料 名 称

(】lIII)

換
気
設
備

変更なし

変 更 同lJ

〈注2,3)

13222.2

×

3,659,2

/

1,353.2

X

3,003.2

(注 2,3)

1.6

/

1.6

1溶融亜鉛

めつき

鋼板
-0.0021 62

(注 2)

と,252.4

X

1,402.4

融亜鉛

1.2 めつき

鋼板

外  径

(議)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

臣  カ

(MPa)

名 称

(注

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

1う 2号機共用 )

|

|

運
淋

，
市
ゝ
ド



卜
К

変 更 後

外   径 厚 さ″ 料

(mm) (Inm)
|

変更なし

最高使用

温  度

(q(〕 )

65

最 高使 用

圧   力

(MPa)

0026

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

溶融亜鉛

めっき

鋼板

溶融亜鉛

めつき

鋼板

外   径 厚   さ

(Elm) (田ユ )

(注 2, (注2,

1.252.4

×

1,402.4

/
1,526.4

×

1,526.4

1.2

/
1,2

62

1,25312

X

2,503.2

(注 2)

1.6

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  力

(MPa)

-0.0021

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

泌
淋
〒
菟



”
Ｏ

材  料

変更なし

外  径 厚   さ

(II覆1) (■Ha)・

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

歴  ´
カ

(MP五 )

0025

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

溶融亜鉛

めつき

鋼板

溶融亜鉛

めつき
｀

鋼板

亜鉛

めつき

鋼板

厚   さ

(mm)

(注 2,3)

1.6

/
1.6

く注2)

1.6

(柱2)

1.6

外  径

(mn)

(注 2t3)

1,253,2

X  
‐

5,853.2

/

2,135,2

X

5,853.2

(注 2)

2,135。 2

X

5,853.2

(と2)

2,503.2

×

2,803,2

最高使用

温  度

(℃ )

62

最高使用

睡  カ

(MPa)

中央制御室

換
気
設
備

-0,0021

中央制御室

1・ 2号機共用)

名 称

淫
淋
二
会



傷
ゝ

変 更 後

材   料

変更なし

外  径 厚 さ

(工曽11) (皿i)

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

圧  カ

(MPa)

0025

名 称

変更なし

|

換
気
設
備

変 票 前

材  料

溶融亜鉛

めらき́

、鋼板

溶融亜鉛

めつき

鋼板

融亜鉛

めつき

鋼板

厚  さ

(mm)

く逮2)

1.6

(注 2,3)

1.6

/
1.6

(注 2)

1.2

外  径

(D工)

‐ (注2)

イ
765。 2

X

1,069,2

く注2.3)

765,2

X

1,069,2

/
1,069.2

×

1,343.2

(注2)

と,092,4

×

1,002,4

最高使用|

匠  力|

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

0017 62

名 称

(逮 1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
ィ設
備

渡
章ひ

Ｔ

均ヽ



”
Ⅳ

変 更 後

材   料

変更なし

SUS304

厚   さ

(Bm)

(注2)

3.0

外   径

(副4)

(注2)

706

×

1,596

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

圧  カ

(MPa)

-0 0025

‐0.0015

名 称

,変 更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

溶融亜鉛

めつき

鋼板

溶融亜鉛

めつき

鋼板

厚 'さ

(mm)

(注2,3)

1.6

/
1,6

(逮2)

1.6

外 径

(El阻 )

(注2,3)|

1,069r2.

X

1,343.2

/

1,069.2

X

1,813.2

く滋2)

と,069.2

×

1,813.2

最高使用

温  度

(℃ )

62

最高使用

匡  カ

(顕Pa)

-0,0017

名 称

く注

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

憫
守
台

Ｔ
薇



毎
”

変 更 後

材  料

変更なし

変更なし

外  径 厚   さ

(n■ ) (鵬n)

残高使用

温、 度

(℃ )

65

65

最高使用

圧  カ

(MPa)

-0,0015

004

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

溶融亜鉛

めつき

鋼板

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(凛n)

(遠2,3)

1.6

/
1,6

く淳2)

3.0

〈逮2)

3.0

く注2)

3.0

外  径

(na)

(選2,3)

2,053.2

/
2,ユ 35.2

X

2,135.2

(遊 2)

806

X

1,606

く注2)

1,756

X

2,138

(と2)

2,138

X

2,138

職高使用

農  度

(℃ )

62

62

最高使用

正  カ

(MPa)

-0.0009

―O.0008

名 称

(注 1)

中央制御室

~中
央制御室

(1・ 2号機共用)

換
気
設
備

郁
雲
湧お
ｒ一一
＼奇



時
資

変 更 後

|

I

静
オ

|

|

料

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

65

高使用

力

(MPa)

0,0015

名 称

換
気
設
備

|

|

|

|

変更なし

変 更 前

材 ^料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(lIIIll)

(注 2)

4.0

(注2,

408

X

2,008

/
1,074

×

1,818

引
|

(注 2,3)|

4,0

/
4,0

(注 2)

3.0

外   径

(Ittl)

(注 2)

408

×

2,008

(注 2)

768

・ ×

1.072

最高使用

温  度

!(℃
)

62

駿高使用

旺  カ

(MPa)

〈注 1)l

中央制御室

0.0014
中央制御室

(1・ 2号機共用 )

名 称

換
気
設
備

的
に
滋ダ
一‐
一噌



鞣

変 更 後

材  料

最高使用|

温  度

(℃ )

外

|

さ

(m)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(■lm)

(注2)

4.0

く毒2,3メ

4.0

/
4.0

(注2)

4.0

外  径

(mIB〉

(遊か

13008

×

2,208

(どと2.

1,008

X

2,208

/
1,208

X

2,208

刺

(注2)

1,008

×

3,008

最高使用 濡

隠 度

(MPa) (℃ )

0,0014 62

名 称

(遠ユ〉

|

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共痛)

換
気
設
備

飩奪単訃ド予「
】る



時
ヘ

変 更 後

外   径 厚   さ

1

財
|

料

(IIIIll) (mla)

く注2)

406 く注2)

3.0X SUS304

006

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

F上  力

(MPa)

0.0015

名 称

換
気
設
備

変更なし

変 更 前

材   料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(ln■1)

(注2)

4,0

(注 2)

4.0

(注 2)

4.0

外   径

(IIIIll)

(注 2)

1,074

X

1,818

(逮 2)

ユi208

×

2,108

(注 2)

1,208

×

2,208

最高使用

温  度

(℃ )

62

最高使用

圧  カ

(MPa)

0,0014

名 称

¶

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

額
ｆ
抄

一
′
静
ｏ



時

ヾ

一

変 更 後

材   料

406

X

2,006

/
1,072

X

と,816

3.0

/
3.0

SUS304

65

変更なし

厚   さ

(nd)

最高使用

温  度′卜 径

(℃ ) (IBm)

最高使用

匡 ,カ

(MPa)

0.0015

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

融亜鉛

めっき

鋼板

厚  
庁
さ

(mm)

(注2,3)

1.6

/
1.6

外   径

(mm)

儀島
劇

523.21

X

823.2

/

603.2

X

903.2

最高使用

温  度

(℃ )

62

段高使用

騒
~カ

(MPa)

0.0017

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用)

換
気
設
備

淫
ゝ
Ｔ
二



化
洵

変 更 後

外 径|厚 さ

|

|

膀

|

料

(EIIn) (mm)

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

圧
´

カ

(MPa)

0.0015

名 称

融亜鉛

めっき

鋼板

溶融亜鉛

めつき

鋼板
換
気
設
備

変更なし

亜鉛

めつき

鋼板

変 更 前

材  料厚   さ

(m■)

(注2)

1_0

く遠2)

1.6

く注2,3)

1.0

/
1.0

外  径

(■】コ)

(注 2)

532

X

822

533.2

X

823.2
62

(と2,3)

552

X

752

/
592

X

822 、

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

0.0017
中央制御室

(1・ 2号機共用)

樋
」鷺げ
一，
臣
Ｗ



的
↓

変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

i

外 径  | 厚 さ財

|

料

(皿m) (凪m)

変更な し65

高使用

カ

(MPa)

0,0015

名 称

換
気
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

(注2)

556

×

756

3.0 SUS304

(注 2,

556

X

756

/
756

X

756

(と 2,3)

3.0

/
3.0

SUS304

厚   さ

(mm)

外  ′
径

(m」4)

最高使用

温  度

(q〔〕)

6彦

晟高使用

旺  カ

(MPa)

0,0017

名 称

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用)

|

|

|

|

!

翌
か

，
撹



Ａ
ヽ

変 更 後

材  料

変更なし

外  径|
屏  さ

|(nl.)(IIm)

最高使用

ユ量  度

.(℃
)

65

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.0015

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

溶融重鉛

めつき

鋼板

溶融亜鉛

めつき

鋼板

厚   さ

(隠m)

く注213》

1.6

/
1.6

(逮2,3)

1.6

/

1.6

外

(mm)

(遠2,3)

563.2

X

823.2

/

603,2

X

903.2

(注2,3)

573.2

X

823.2

/

593.2

X

823.2

最高使用

温  度

(℃ )

62

最高使用

匠  カ

(MPa)

0.0017

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

(I・ 2号機共用 )

換
気
設
備

韓
奔
」
，
Ｗ
会



変 更 後

材  料

変更なし

外   径 厚 さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

匠 |カ

(MPa)

0,0025

名 称

換
気
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

溶融亜鉛

めつき

鋼板

溶融亜鉛

めっき

鋼板

溶融亜鉛

めつき

鋼板

厚   さ

(Etta)

(遊2)

1.2

く渡2)

1.2

(注2,3)

l。 2

/
1.2

外   径

(mn)

(注 2)

594.4

X

82714

〈注2)

602.4

×

902.4

(逮2,3)

602.4

X

902.4

/

752.4

X

827.4

最高使用

温  度

(℃ )

62

駿高使用

ド上  カ

(MPa)

0.0017

名 称

(注引
|

中央制御室

中央制御室

112号 機共用)

換
気
設
備

淫
掛

市
エ



く
ト

変 更 後

材  料

変更なし

外  径 厚  'さ

|(mm)(nm)

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

匪  カ

(MPa)

0.0015

0,0025

名 称

変更な し

換
気
設
備

変 更 前

材  料

溶融亜鉛

めつき

銀板

SUS304

溶融亜鉛

めうき ,

鋼板

厚   さ

(mn)

(遠2)

2.3

(注2)

3.0

(注 2)

1.2

外  径

(mm)

(注2)

704.6

X

1,004.6

(遊2)

706

X

1,006

(と2)

752.4

X

827.4

高使用

度

(℃ )

0と 0017 62

名 称

(注 l〉

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

選
挙
′市
思



ド
∝

変 更 後

外 径博
(IIIn)|(I甑と,

さ勝 料

変更なし

(注2)I

|

(注2)|と,006

×

21206

3.0 SUS304

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.0015

名 称

756 (注 2)

3.0X SUS304

756
0.0017 62

756

X

1,006

(注 2)

3.0

換
気
設
備

変更なし
SUS304

変 更 前

材   料厚   さ

(mm)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

く逮1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用)

摘
一時】ひ
一‐
烏
む



く
冷

変 更 後

材   料

SUS304

SUS304

SUS304

さ

(]】■)

磁う
刊

3.0

/
8.0

(注 2)

3.0

(注 2)

3.0

外   径

(m)

刊
|1,006

X

2,206

/
2,006

×

2,506

く注ゆ

と,006

×

2,806

(注 2)

1,072

X

1.816

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

座  カ

(MPa)

0.0015

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料厚  lさ

(五租)

外   径

(松El)

高使用

度

(℃ )

名 称

刊

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

譴

淋
ー

沖
時



べ
猜

変 更 後

溶融重裳

めつき

鋼板

溶融亜裳

めつき

鋼板

溶融亜禽

めっき

鋼板

厚   さ

(mm)

(注2)

1。 6

(注213)

1.6

/
1,6

.〈注2)

1.6

巌高年用|

温  度|

(℃ )

外  径

(1田日)

,828.2

X

128.2

(遊 2,3)

1,828_2

X

1123.2

/

,83と 。2

×

65

103。 2

831.2

×

103.2

最高使用

臣  カ

(MPa)

0。 0015

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(摂am)

外  径

(mm)

高使用

度

(℃ )

名 称

中央制御室

中央制御室

(■・ 2号機共用)

換
気
設
備

樋
事漁げ
ｒ
一，
』ヽ
い



鋼 板

(注 2)

1_6

2,003.2

×

2,503.2

(注 2,

2

2

-2

03

×

503.

5

003

/

2

2,

2,

1.6

/

1.6

(注 2,3〉

1,831,2

X

1,831,2

X

2,503.2 鋼 板

1.6 めつき

径

(IEl)(℃ )

高使用

度

(MPa)

高使用

カ

(min)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

旺  カ

(MPa)

変 更 後変 更 前

称名

変更なし

換
気
設
備

(1・ 2号機共用 )

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

(注 1)

資
嵌

餌０
】ぺ汁
一
す
」芦〕



汽
Ｗ

変 更 後

最高使用

温  度

I

|

径 l厚

(mm)|(mm)

|

外 さl材

|

料

(℃ )

|

406 (道 2)

|

3.0 1
65

X SUS304

606

最高使用

圧  ・
カ

(MPa)

0,0025

名 称

換
気
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

SUS304

外  径 厚   さ

(mm) (Inm)

(注 2,3)

と,208

X

2.108

/
1,308

×

1,828

(注 2,3)

4.0

/
4,0

最高使用

温  度

(℃ )

62

最高使用

匡  力

(MPa)

0.0021

名 称

(注 1)

|

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号穣共用)

岬
直米
ブ
一‐
“
一



令
肖

変 更 ―後

406

X

606

/
506

3,0

/
3.0

SUS304

×

606

406 (注 2)

X 3.0 SUS304

856

外
｀

径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

圧
~力

(MPa)

0.0025

さ 料 名 称

(mm)

換
気
設
備

変更なし

変 更 前

外   径

(alIIl〉

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(と 1)

中央制御室

中央制御室

1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

苗
ｒ
ｋ
ｒ
一Ｆ
的
膳



ヽ
沌

変 更 後

材   料

406

856

/
506

X

606

3.0

/
3,0

SUS304

,

65
(注 2,3)(逹 2,3)

406

X

866

/
856

X

856

310

/
3.0

SUS 304

厚   さ

(Illm)

最高使用|

温  度
|

(℃ )

外  径

(mm)

最高使用

度  カ

(MPa)

0,0025

さ 料 名 称

(II』 ll)

|

|

|

換
気
設
備

変更なし

変 更 前

外  径

(alul)

最高使用
|

匡  力
|

最高使用

温  度

(℃ )(MPa)

名 称

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用)

岬
」ヽ
静

卜ヽ
』
”



亀

変 更 後

材   料

406 〈注2)

3.0X SUS304

006

(遊2,

406

X

006

くと2,

3_0

/
3.0

/
606

X

806

SUS304

変更なし

厚   さ

(nla)

最高使用

温  度 外  径

(℃ ) (mm)

最高使用

臣  カ

(MPa)

0.0025

名
‐

称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

溶融亜鉛

めっき

鋼板

厚   さ

(mm)

(連 2)

2.3

外  径

(IIn)

く注2)

504.6

X

754.6

高使用

度

(℃ )′

62

最高使用

匠  カ

(MPa)

0.0048

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

1・ 2号機共用)

換
気
設
備

選
兼
生
売



登

変 更 後

材   料

506

×

606

3.0 SUS304

(注2,3) (と2,3)

506

×

606

/
506

3.0

/
3.0

65

×

306

変更なしヽ

厚   さ

(盟4)

最高使用|

温 ・ 度|

(℃ )

外  径

|   (題 In)

最高使用

歴  力

(MPa〉

0.0025

名 称

変更なし

換
気
設′
備

変 更 前

材  料

SUS304

厚   さ

(藤m)

く注2)

3`0

外   径

(盟n)

く滋2)

506

X

756

最高使用

温  度

(℃ )

62

最高使用

匠  カ

(MPa)

0.0048

名 称

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

1・ 2号機共用)

江
卦
一卜吟



命

変 更 後

材  料

SUS304

SUS304

厚   さ

(Bm)

3.0

/
3.0

(注 2)

3.0

最高使用

温  度

(℃ )

外  径

(mm)

506

×

756。

/
606
(

×

906

65

506

X

「

最高使用

匠  カ

(MPa)

0`0025

名

変更なし

換
気
i設

備

変 前更

材   料厚 ｀
さ

(ma)

外   径

(mm)

晟高使用

匠  カ

(題Pa)

最高使用

温  度

(℃ )

名

〈遷ュJ

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用)

換
気
設
備

弾
ｓ
Ｘ
Ｆ
】
，
』
鶴



れ

変 更 後

外   径 さ筋 料

(1■m) (m▼n)

(注 2,3) (注 2, ψl

506

X

1,206

/

606

X

1,206

|

3.0

/
3.0

SUS 304

(注 2,3) (注 2,

506

X

1,206

/

856

×

866

3,0

/
3.0

SUS304

最高使用

温 :度

(℃ )

65

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.0025

高使用

度

(℃ )

径 さ
1材
 料

(IBェa)|

名 称

(Il』 4)

換
気
設
備

変更なし

変 更 前

(注

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

la2号 1榛共用 )

最高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

雨
匠
く
ザ
一‐
嗚
０



魚

変 更 後

材   料

(注 2)

606

X

606

(注2)

3.0 SUS

606
65

X 3,0 SUS304

806

(注 2)

606

×

906

(注 2)

3.0 SUS304

最高使用|
|

温  度|

(℃ )

外 さ

(m) (mm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.0025

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(皿 li)

外  径

(mm)

高使用

度

(℃ )

名 称

(注 ユ)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

選
卦
ギ一氏
押



孫

変 更 後

最高使用

温  度

(℃洸

|

きl材レト

|(IШ
a)

径厚
I

I   (皿 li)

料

606 (注2)

X 3.0 SUS304

206
65

(注 2)|856

X

856

3.0 SUS304

高使用

力外  径 さ 料 名 称

(mm) (mm) (MPa)

換
気
設
備

変更なし 0.0025

変 更 前

高使用

度

(℃ )

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

(1'2号 機共用 )

換
気
設
備

如直
栄び４
‐』
ф



ミ

変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

外  径序
1

(盟la)|(IIlm)

さ

|

|

財 料

1,308,2

×

1,818。 2

/

1,348.2

X

2,103.2

1.6

/

1.6

溶融亜

めっき

鋼 板

65
(と 2, (注 2: 8)|

1,303.2

X

1,818.2

/
1,403.2

X

1.6

/

1.6

胎融亜す

|め つ
=

1 鋼板

103.2

名 称

1昇
高使用

1圧  カ

|(MPa)

0.004

換
気
設
備

変更なし

変 更 前

材   料

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

外   径 厚   さ

(Iam) (コⅢ二)

最高使用

温  度

(℃ )

段高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

翌
部

Ｔ
斉



各
）

材  料

1,348.2

X

2,103.2

/

1,803.2

X

2,103.2

(注2,3)

1,403.2

X

2,103.2

/
1,828.2

(遊 2,3)

|

|

|

|

溶 融

1.6

/

1.6

1.6

/

1.6

めつき

鋼板

めっき

鋼板

X

128,2

外  径 l厚   さ

(mm)|(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

0.004 65

|

|

(MPa)

高使用

力

変更なし

換
気
設
備

称名材  料

(Inm)

厚   さ

変 更 前 変 更 後

最高使用1最高使角

(MPar力 1遠 (℃ )

径

(mla)

度圧称名

(1・ 2号機共用 )

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

|

|

i

|

止

(注 1)

的
いラ掛
ｆ一卜
や
一



年
帝

変 更 後

高使用

度

(℃ )

径 さ 料

(IIm) (m】1)

(注 2)

と,803.2

X

2,103.2

(注2) 融

1.6 めつき

鋼板

く注2, (注 2,

,803,2
65

X

2,103.2

/
1;828.2

X

1.6

/

1.6

溶融亜

めっき

鋼板
|

|

|

128。 2

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.004

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(BⅢm)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

(1と 2号機共用)

換
気
設
備

蛹
∝
】訃

ヽ
‐
卜
″



亀

変 更 後

外 さ 材  料

(IBla) (題El)

最高使用

温  ́ 度

r℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

SUS304

SじS304

SUS304

厚   さ

(lnm)

(連2)

4,0

(遠 2)

4.0

(滋2,3)

4.0

/
4.0

外  径

(蘭踊 )

(注 2)

408

X

808

(注 2)

408

×

1,208

(注2,3)

408

×

と,208

/
508

×  ・

758i

最高使用

温  度

(℃ )

62

晟高使用

壁  カ

(MPa)

0.0074

名

引

中央制御塞

中央制御室

(1・ 2号機共用)

換
気
設
備

的
¢
滋
ひ
一卜
↓・



ヽ
馬

変 更 後

材  料外  径

(Illi11)

厚   さ

(BL風 )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(凛凪)

(注 2)

4,0

くと2)

4。 0

(注2,3)

4.0

/
4.0

外  径

(IBIll)

(滋 2)

508

X

808

(逮 2)

508

X

908

(滋 2,3〉

508

×

908

/
508

×

1,108

晟高使用

温  度

(℃〉

62

駿高使用

旺  カ

(MPa)

0.0074

嘉 称

判

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用)

換
気
設
備

漣
切徘
市
卜
姿



鶴
＼

変 更 後

材  料

最高使用

温  度
|
外  径|厚 さ

(℃ ) (Ilttn) (mm)

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更
i前

材  料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(mm)

(注 2)

4.0

(注 2)

4.0

(注2)

4.0

外   径

(IШ■)

(注 2)

508 1

X

1,008

(注 2)

508

X

1,108

62

(注 2)

508

×

1,308

最高使用

温  度

(℃ )

段高使用

旺  力

(MPa)

0。 0074

名 称

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

|

|

ど
卦

〒
食
ｗ



ヽ
”

変
′

更 後

材  料厚   さ

(IBlxl)

邑
高年
曇|

(℃)|

外  径

(IttL)

段高使用

医  カ

(MPム )

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(mm)

(注2.3)

4.0

/
4.0

(逮 2)

4,0

(連 2)

4.0

外  径

(1,ェ)

(注 2,3)

｀
  508

X

1,308

/
708

X

1)3(〉8

(逮2)

568

X

708

(注2)

568

×

808

最高使用

温  度

(℃ )

62

晟高使用

睡  カ

(MPa)

0.0074

名 称

(渡 1〉 |

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用)
|

換
気
設
備

越
部

予
ミ



登

変 更 後

材   料

最高使用

温  ・
度

(℃ )

外   径 厚 さ

(電Ill) (mEl)

最高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

変更な し

換
気
設
備

変 更 前

材  料

SUS304

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(盪m)

」 (ま2)

4.0

〔注2)

4,0

(逮 2)

4,0

(注 2)

4.0

外  径

(阻m)

〔滋2)

608

X

1,108

く注2)

708

X

708

(注 2)

708

×:

908

(注 21

708

×

と,008  ‐

髪寓使用

温  度

(℃ )

62

駿高使用

EE I カ

(MPa)

0,0074

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

(1,02号機共用〉

換
気
設
備

選
ふ
ｒ
Ｔ
求
哺



鋏
汽

変 更 後

材  料外   径 厚   さ

(剛)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

F土   力

(MPa)

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

SUS304

SUS304

SUS304

I口

=  
さ

(mm)

く滋2,3)

4.0

/
4.0

(注2)

4,0

(注2)

4,0

外   径

(ШIl)

(滋2,3)

708

X

lL 003

/
808

×

1,008

(注 2)

708

X

1,308

(注21

808

×

808

最高使用

温  度

(℃ )

62

最高使濡

E  カ

(MPa)

0.0074

名 称

(逮 1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

換
気
設
備

輔」↓掛
市
介
や



麒
年

変 更 後

最高使用

温  度

(℃).

外  径 厚 さ財 料

(mm) (mm) |

306 ′(注2)|

65
X 3 0 SUS304

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.0075

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材   料

SUS304

(注 2〉

4.0 SUS304

厚   さ

(蘭m)

(注 2)

4.0

外  径

(皿 )

(逮 2)

808

X

1,008
62

(注 2)

908

X

1,158

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.0074

名 称

的
後
涎い
一卜
姿
当



哄
・蘇

変 更 後

厚   さ

|

勝
|

料

(IIu11)

306

×

,006

/

506

X

806

3.0

/
310

SUS304

(注 2,3)

306

X

,006

/
506

X

,106

(注 2.

8,0

/
3.0

SUS304

外   径

(IIIIII)

名 称

高使用

カ

高使用

度

(℃ )(MPa)

変更なし 0。 00イ 5 65

換
気
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外  径

(H』■)

最高使用

匡  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

1・ 2号機共用 )

濯
卦
下
静



転
）

変 更 後

材  
｀
料

SUS304

SUS304

SUS304

厚 : さ

(BIB)

(注 2)

3.0

(と 2)

3.0

(注 2,3)

3,0

/
3.0

外   径

(mm)

(注2)

1  406

×

1,006

(注 2)

406

×

1,156

(注 2,3)

406

X

1,156 _

/ン″″

906

×

と,156

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

圧  力

(麟Pa)

0.0075

名 称

換
気
設
備

変更なじ
~

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外   径

(nEa)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匡‐ カ

(MPa)

名 称

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制縛室

1・ 2号機共用)

選
怒
，一‐登



456

×

806

４０３

　

　

　

‐

ＳＵＳ

に
　
Ｏ３

(注 2,

456

X

806

/
606

×

706

(注 2,

304SUS

3′ 0

/
3.0

(注 2)

506

X

806

3,O  i SUS304

(注 2)|

拗］け
度 l外

(℃)|

|

|

径庫 ‐卓阿
‐
‐
ト

最高使用
|

料さ温称名

(IIIII)|(痙 ull)

変 更 後

材   料1厚

|

1

さ

(mm)(mm)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧   力

(MP全 )

変 更 前

称名

変更な し

換
気
設
備

(1・ 2号機共用 )

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

(注 1)

鏃
増

”
」
＼Ｊ′齢
上
‐
路
や



ヽ
い

変 更 後

材  料

SUS304

SUS304

SUS304

厚   さ

(mm)

(注 2,3)

3.0

/
3.0

(注2)

3,0

(と 2)

3.0

最高使用

温 径

(℃ ) (n4).

(注 2,3)

506

×

806

/

506

X

,106
65

506

×

106

506

×

306

最高使用

圧  カ

(MPa) .

0.0075

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 .前

材 i料厚   さ

(m)

外   径

(n4)

高使用

度

(℃ )

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2号機共用)

換
気
設
備

弾
こ
Ч掛
■
‐
舟
勇



越

変 更 後

厚   さ材   料

(Ⅱull)

3J0

/
3.0

| SUS304

SUS304

(遺 2)

3.0

外   径

(mm)

i詢

506

X(

1,306

/
606

×

806

(注 2)

606

X

706

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

圧  カ

(MPa)

0,0075

名

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料

く注1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

厚   さ

(IШ 11)

最高使用

温  度

(℃ )

外  径

(mm)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

峙
⊂
ヨ訃

一ヽ
野
ｆ



変 更 後

材  料

SUS304

SUS304

SUS804

厚   さ

(mm)

(注 2)

3,0

(注2)

3と 0

(注 2)

3.0

外  径

(Elm)

翻ヽ

606

X

806

く遠2)

806

×

1,006

〈どL2)

906

×

1丁 166

最高使用

温  度

(℃ )

65

最高使用

屋  カ

(MPa)

0.0075

名 称

変更なし

換
気
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(副n)

外 径

(mm)

高使用

度

(℃ )

名 称

(注 1)

中央制御室

中央制御室

(1・ 2・号機共用 )

換
気
設
儀

帯
＼
ォ

(注1)実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則改正に係る道正化

(注2)公称値

(注3)八 日と出口の口径が異なる管である。

遷
ぷ
∵
始
４



潤
∞

高 浜 発 範 所 塊 1「〕 牧

放射撫管理施誠た係る機器→

配語をV」 をミし,た 1文l tti

l換 気設IIむ )|:ユ /131

ぐ
」
λ
一打

ト

調 l有 空 々 椋 式 会 ,に



水圧、気圧

区分

簸

備考                        ｀

※ 1:別添 1参照の太線緑枠内の範囲 (検査範囲の詳細については、別添 2参照)

※2:最高使用歴力×1.25(O.0075MPaX■ 25=0.009875MPa)'以 上   、

漏えい検査履カ

MPa

btο D▼ ♭_

保持尉等間

分

′ r

耐圧検査歴力

MPa※ 2

/0、
Oσ 9う

最高使用戸歳力

、 MPa
検査対象

放射線管理施設の うち換気設

備の中央制御室～中央制御室

(1・ 2号機共用)※ I

ミ

渤
凛
灘
卵
∞



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使、用前検査成績書

要 領 書番 号  :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-16

分ん ヌ年 ?月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名   ｀
関西電力株式会社高浜発電所第1号機

2検査申請   、検査申請一覧表のとおり

3検査期日   自 吟覇ね2年 う 角 |え 日

至倉舟ヱ年 ?月 ?日

4検査場所   i使用前検査記録のとおり

5検査実施著   検査結果一覧表のとおり

6検査結果  , 検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書智i理番号 :2-16

F



検査申講書番号

(申請年月日)

関原発第 299‐号 (平成 28年 1

関原発第 434号 (平成 30年

関原発第 46号 (平成 30年

関原発第 202号 (平成 30年

関原発第 259号 (平成 30年

関原発斃 415号 (平成 30年 1

関原発第 504号 (平成 31年

調原発第 512号 (平成 31年

関原発第 582号 (平成 31年

関原発第  3号 (平成 31年

関原発第 68号 (2019年

関原発第 115号 (2019年

関原発第 204号 (2019年

関原発第 478号 (2020年

関原発第 510号 (2020年

関原発第 542号 (2020年

関原発第 609号 (2020年

関原発第 20号 (2020年
鱒 を辣ュjど 哲

`2'2'斉

i

0月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 )

8月 20日 )

2月  5日 )

2月  1日 )

2月  6′ 日)

3月 18日 )

4月  4日 )

5月 16日 )

6月 24日 )

8月 23日 )

1月 23習 )

1月 31日 )

2月 26日 )

3月 24日 )

4月  7日 )

gA ZIB)

成績書管理番号 :2-16

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に連記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-16 t

tυ

特記事項

むし

検査立会責任者 印

発 電 Rゑ 吾拶 離 技術者

原子力施設検査官 印

原子力検査官

潤理矛J■

検査結果

贄

検査年月日

今未口2年

ι月

'ユ

日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項          :
成績書管理番号 :2-16

検査
午

月日 :者湯停 z′年 う 月 1丞 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社鳥浜発電所

検査前確認事項                 ′

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 1窪れで、結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準f庸されてい

ること。

記録確認 ⑧―

検 査 をす る工事 の工

程、翔厨及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認 Θ・二

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認 Q―

牛



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)´

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-16

検査年月日 :今恭いユ 年 b 月 |■ 日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 l薦考

輩請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬―

必要な隠画等が準備されていること。 図面等確認 0-
検査用計器が校正されており有効歩Ol社長内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ①―

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成縦書管理番号 :2-16

襟今年月日 :今か 空年 か 月

'ユ

ロ

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

放射線管理施設

生体遮蔽装置

中央制御室遮祓 (1・ 2号機共用) 別添 と参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

てお り、技術基準に適合するもので

あること。

1

R
目視

廼

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

1※
適合性確認絞査成績書の識別番号 :Tl■ ■310

ど



設 備 概 要

技持す繰管騨施設

崩妊水理機越夕将嫁 ■苺痣施銭億係 るもの |二 あ‐‐っては、次の事∫貞

拳 セ_体遼歳零浪置プジ名棒、穏奪専(主 要寸法、冷歯p方 法】箕ぴ材料

式

車
』
鴬
刀
牌

鉄筋 』>,II― ト

(密 度 2,1ご rcglヽ
1以

上)

捜筋れンタザーⅢト

(議 盛2 1喜 rcttl“ 成 齢

赦脇 ロンタ サー ト

(絵 寵 2マ 1ビ ,c観
Ⅲ
以 上 )

鉄沸 コンタ ジー ト

(翁 甍會.1きたば 士工上 )

擦 筋 隷ンク

'一
ト

(密 度alが くヽ観ゝ 以 と1)

鉄浦 コンクリ暮 ト

(篠 雙α,1群・■m与 以 とと,

材   ギ|ネ称  械  額

引ヒヽ竜

東藍

南 管

繭 鍵

天封:

変  更

主 要  すヽ 線

(最 小 r軍 さ)(Bl〉

爵
'1

冷却 方法

自然冷却

|'苺 II

)自 然給却

材  料

鉄筋 理ンタ

'す
ト

(後度 2,3● _飾与以上 )

鉄筋工=ン ク

'一
ト

(繊 疲と,3sFrぐ側ょ
以上 )

鉄 1学〕ヨンク

'一
ト

(療 度E.3sブ
.cm・

以 」と)

鍬丹葛コンク チー ト

(窪 震2,3g/ぜ鶴淳承 こと

'寮宍吊ョン
'ザ

ー ト

(警 度ど,agFc節 '以 上)

換湾夕J裁 ンタザ∵ ト

(密 度2_3が cm'以 上 )

島称  種   類

変 更 後

主 要 す 族
(最 れヽ厚さ)(鯰 )

冷却方渡

Ⅲ tiと ,

,Itヽ 1拘

中
央
測
静
宝
鷲
歳

草

葉
２
子
機
糞
刑
）

(護 ど1

1i“ む_再 1

|エ エ
“)ぬ 蓋蛉典ユ

rt=1
,■ へi

|,こ I`

1,こ i,

変更な し

Ⅲ●4“ , 自然冷神

f虚 ■

ik洋 ドヽ〕由業給ェ事醇

lti

一ぶ iた‐ ',由 誅誇却



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-16

噌

特記事項

な し

検査立会責任者 印

みk尭 ∩冷、帝ギ 任技術者

原子力麓殺検査官 印

孝肴 毯

検査結果

λ

検査年月日

今れ又年
7月 ?日



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
,     共通事項

・                         成績書管理番号 :2-16

検査年月日i分 ん 又年  T角  奪 日

,              検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

=窪

認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中請書 (変更申請を

含むと)が準l薦 されてい

ること。

記録確燃 ⑥∫―

検 査 をす る工事 のエ

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 Q

工事計画の畠懇可番号の

記載が適切で ある こ

とc

記録確認 Q・ 一

力
Ｖ
ｒ



添付資解 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査〉
′                      成績書管理番号 12-16

検査年月日 :今ん Z年  7角  7目
検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確撼事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Θ

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認 ⑧・一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・○

系統構成が完了していること。
立会/

織 ⑧一

′θ



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-16

検査年月目 :参 ん 欠年 7月  7甲
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

放射線管理施設

生体遮級装置 :

: 中央制御室遮蔽 (1・ 2号機共用) 別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外組見検査

据付検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、子展付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するも(ノ)で

あること。

捷
目視

綴

備考 i         .
・f記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)【よると

※ 適合性確耀検査成績書の識別番号 :Tl■ -1310

・
                                   1

F'



ヽ
Ｎ

工事計画本文(原規規発第1606104号 (平成28年 6月 10日認可))

放射線管理施設

加圧水型発電用原子炉施設に係 るものにあつては、次の事項

3 生体速蔽装置の名称、種類、主要寸法、冷却方法及び材料

(注 1)記載の適正化を行な う。既工事計画書には 「補助 しゃへい」 と記載

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記栽内容は設計図書による。

(注3)公称値

遭
郭

洋
奮
＼
じ

鉄筋コンクノー ト

(密度2,lg/cm3以 上)

鉄筋コンク リー ト

(密度2.lg/cm3以 上 )

鉄筋コンクリー ト

(密度 2.ュ g/cm3以 上 )

鉄筋 コンクリー ト

(密度2.lg/cm3以 上)

鉄筋コンクリー ト

(密度2,lg/cm3以 上)

鉄筋コンク リー ト

(密度2.lg/cm3以上 )

変更なし

/
類

後

材   料名称 1種  類 冷却方法種称名

更変

冷却方法 1  材  料

変 更 前

主 要 寸 法

(最′lヽ

「

早さ)(m)

主 要 寸 法

徹
　
　
　
　
中
央
制
御
室
遮
蔽
（
１

・
２
号
機
共
用
）

南壁

西壁

1ヒ E輩

然冷却自

(r■ 2)

(注

(滋 2)

(注
床

東壁

天丼

(密度2.3

鉄筋コンクリー ト

(注 5)

自然冷却

(|と2)  .   (注
5)

(注 3.4))自 然冷却
(注 6)

cm3以上 )



(注4)

(注5)

(注6)

(注7)

(注8)

記載の適正イとを行なう。

記載め遺重化を行なう。

記載の適正化を行なう。

記載の適正化を行なう。

記載の適正化を行なう。

鋭工事計甲書に事||||と記帯
既工事計画書には「空気冷却」と記載

既工事計画書には「比重2.3以上」と記載

既工事計画書に

既工事計画書に

記載

記載

∝ヽ
＼
ｎ

滋
ニ
ミ
卵
ド
　
（Ю
＼
＼
博
）



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用
r前

検査成績書

施 設 名 :放射線管理施設

原子炉格納施設

系 統 名 :生体遮蔽装置

外部遮蔽

二次格納施設

鋼製格締容器       ,
外周 圭ンクリー ト壁

、     外部 しゃへぃ建屋 (2次格納施設 )

要領書番号  :原規規収第 1610071号 2-17

昏鳥2年 '7月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使鷹前検査

3検 査 申請 使用前検査申請番号

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 434号 (平 成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 3.0年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成′80年 8月 20日 )

`籐第4′ Jそ 呼強憲。年 12河 S日 )

(坤午、利審4つ報、)

4検 査期 日

5検 査場所

6検 査範囲

塁
'窺

♂】毎

'号

ぞ:

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

一般財団法人日本建築総合試験所

大阪府吹田市藤白台

試験研究センター

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設       ｀

放射線管理施設

生体遮蔽装置

外部遮蔽 一式

原子炉格納施設

二次格納施設

鋼製格納容器

外周コンクリエ ト壁

′    外部しやべい建屋 (f2次 格納施設)

/

一式



9添 付資料

7検 査実施者   検査実施者一覧表のとお り

8検 査結果 検査結 果 一覧表のとお り

使用,前検査記録

と 検査声t確 認事項

2材料検査記録          
｀

3寸法検査記録

4外 観検査言こ録

5組 立て及び !届 付け状態を確認する検査記録

6検 査用討器 一覧表

え



別紙 1

3検査申請
1  

使用前検査申請番号

ケθ窮
店ケ|

努 癌
3髯

ど浄
=

霧努笠み霧」丁二尋イ客籍そ算::冒驚目;)

欅皐ゑ発レ牛ク,そ (21204 inユ 3担う

督詈塞雰ξllξ
―
i::::を と骨:サ ]|

爾ゑ礎二%bο ?S(ユ 9ユ∂年 3為 24日 )

灰I′印隆身12ご′テ:|二九2機含ど
′
罠ケ

':;

ぢ



検査実施者一覧表

ヽ

特記事項

な し

ノょ  し

/1 レ

検査立会責任者 印

発 電 R泳 そν
主任技術者

発電用ゑ孝炉主任技寧者

恭電呂原子汗主任技術者

原子 力施設検査官 印

芹 Ч 腕

々、覇 箸

芹 守 夙

産 編 為

簿、 翻 箸

窮 Å 療 蠣

検査年月 日

焔は39年

『
月23日

紛 う
と月

0年

をる日

そ蘇30年

7月
1/甲



検査実施者一覧表

し1

特記事項

愈 ι

な し

な し

検査立会責任者 印

ぇ 電瑠瞬ぅげ主任芽術者

驀 電 m漁 子サ 主任技術者

為亀甲漏、&す 主任技術者

原子力施設検査官 印

権 箕 試 と

メτ  ラ()緊 菅

椎笑
―
表■

舞

万ぽ彰狙

椎吹永
~止

■
■

叛塩故宅

デ巧日 嘉色

検査年 月 日

矛積テ
'年//月 7日

平膚Jo年
,1月 lξ 日

辛病gO年

|1月 lι 日



検査実施者一覧表

Ⅲ

な ♭

々 し

打 υ

特記事項検査立会責任者 印

発電甲ゑ千ア主任技術者

為 屯 刷 看.羽ミテ主任技術者

発 電 瑠 原 子ヅ
主任技術者

原子力施設検査官 印

芳 弩 虜
/

μ 期 々

二生 熙`

ホ″ 監

淳甘芳衛
妊湾校を

ラフl 曰 %担

検査年月 日

子かぢD年

ィ/月 2ク 日

紺 30年

/2月 /牛 日

η→チ

'1



検査実施者一覧表

式

特記事項

生し

土ゴし

′
)｀ し

検査立会責任者 印

恭電Π康千り主年技術者

発 電 鳳 原 子,デ 主任技術者

発 電 用ゑ 弓 P主任技術者

原子力施設検査官 印

二 切

夢婢

河切影

'11家電|差

名穐
―
驀

エ リ

ホ フ 猶孜

検査年月日

↑かえて
J tt Fo日

冷得剰牟

進 月13、 1字日

今府元年
7月 ,2日



検査実施者一覧表

∞

特記事項

を と

上}し

ナニ♭

検査立会責任者 印

発電渾原背主任技術者

為 屯 淵 な、チIデ 主任技術者

純 耐
主任技術者

原子力施設検査官 印

倖 穂

,電 ワ 孝/ヮ仏

豫みれフ監釘玄

涵F第独

検査年月日

今
～

え年
ρ角27日

令紳ん年
‖角 |フ 日

Л令子ヱ

す月29日



検査実施者一覧表

式

特記事項

そ レ

な し

検査立会責任者 印

恭貴留呼サ 主任技術者

奈逸領 みァァ
主任技術者

主任技術者

原子力検査官 印

子 ガぐ 五 唱

■彩柔珂|

検査年月日

紗 二年

7月 14F

15

今ん21
夕月J日

年

月   日



「             検査結果一覧表

系統名 :‐ 生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

亀ヽ

備 考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

月   日

外観検査

年

月   日

年

月   、日

年

月   日
才

寸法検査

猛泳ち?年
}月 2う 口,

た

‰蕨ぢ9年

/月 z?日

た
年

月 日

材料検査

矛海ぢP年
岳月23日

艇

紛
7電尋。曙

た

孝膨 9年

9月 ″7日

λ

検査項 目

検査 嵐

結 果

検査 日

結 果

検査 日

結 果



検査結果
=.覧

表

系統名 i生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 釘珂製格納容器 外周コンクリー ト璧 外部しゃへい建屋 (2次格納施設 )

＼
ゝ

備 考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

月   自

外観検査

年

月   日

年

月 ロ

年

月 園
イ

寸法検査

孝

''有

°
昇苫

麦
軍げ拗 午
il 月 |〔 日

農
年

月   日

材料検査

痺歳
｀
,0年

ノ/月 7日

レ
切
く

幕房 J。  年

|1 月 !ξ 回

魚
イ歳JO年
川 月十ι口

R

検査項 目

検査 日

結 果

検査 日

結果

検査 日

結 果



検査結果一覧表

系統名 :生体遮蔽装置 外部遮蔽

.二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃべい建屋 (2次格納施設 )

＼
ド

備 考
組立て及び据付 け

状態 を確認する検査

/月

月   日

年

月

外観検 査

々残夢0年

〃 月27日

た
年

月   日 _

rl,名
/,多日
移

寸法検査

乃券ブ9年

〃 月2グ 日

た
年

月   日

耳9'君チZ日
移

材料検査

月 7

イ名次3o年
ア2 月 ′チ 日

薇

年

月

検査項 目

検査 日

結 果

検査 日

結 果

検査 日

結 果



検査結果‐覧表

系統名 :生体遮蔽装置 外部遮蔽                ・

二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

＼
鶴

備 考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

日

/

月   日

外観検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日
才

寸法検査

今赤サた 年

『

月g。 日

鼠
今券ヮえ

あ 月

年

8日

R
年

月   日

材料検査

神 え 年

ダ 月
=o日

繊
琴奉D ね年

色 月 1竿 日

驚

略》鮨 泡 年

7月 /え 日

ヽ

決

検査項 目

検査 日

結 果

検 査 日

結 果

検査 日

結 果



検査結果一覧表

系統名 i生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しやへい建屋 (2次格納施設 )

＼ホ

備 考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月

/

月   日

外観検査

看羽鬱為年
¢月2γ 日

皮

年

月 _日

年

月   日>

寸法検査

今刈 角 年

ρ 月2ヶ ロ

良

命漁茅已 年

十1月 十日

盈

年

月 日

材料検査

年

月

/月

牟yれ 二 年

ξ 月29甲

鉦

検査項 目

検査 日

結 果

検 査 日

結 果

検査 日

結 果



検査結果一覧表

系統名 i生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

ヽ

備 考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月

ρみ2年
7月 ぎ日

熊
年

月

外観検査

湾狗身 年
▼ 月 1了 日

孜

年

月

年

月

寸法検査

浴知 }年
ヮ 月tテ 日

礁

/月

年

月

材料検査

を 締 雰 年

▼ 月I牟 日

孔

年

月

年

月

検査項 目

検査 日

結 果

検査 日

結 果

検 査 日

結 果



添付資料 -1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申講書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変 更 F停

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認

監様ぢ0年

7月 25日 礼
使用前検査成績書の「8検

査中請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を 記載する。そ
ぞ君絶縁日た

弟萩グ9年

7月 アタ日 徒

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どお りである

こと。

記録確認

‰歳グつ年
/月 フち日 従
埓守

41を

°
Eを日た

身成アう年
7月 アタ日 た

/ど



添付資料 -1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項
~

使用前検査串請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

本検査に係る使用前
(

検査申請書 (変更申

請を含むど)が準備 さ

れていること。

記録確認

孝式】θ年

〃月 夕F 次
使用前検査成績書の 「8検

査申請」に申請番号 (変 更申

講番号を含む。)を記載する。希席Pc年
十1月 子ζ 潟 魚

平歳=0年
r子 月 r♭ 日 良

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どお
`り

である

こと。   ,

記録確認

考パヵ卒

′/月 7日― 入
幕席lo年

'1月

子ζ日 魚
半
~巖

と。年
十1月 ′♭日 彙

/タ



添付資料 -1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査中請書σ)確 認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備 考

本検査に係る使用前

検査申講書 (変更申

講を含む。)が準備 さ

れていることも

記録確認

ガ脆江汽59年
ノ/月 zグロ 先

使用前検査成績書の「8検

査申請」tと 申請番号 (変 更申

講番号を含む。)を 記載する。平成静年
′ク月/卒 日 麓

年 /

検査をする工事の正

程、期 日及び場所が

申請書どおりである

こと。

記録確認

紛 ぢυ年

//月 立7日

独
rt

′子歳:ο 準

/2月 ブチ 日 淀
年 /

/β



添付資料― と-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備 考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備さ

れていること。

記録確認

糊 日ン
使用前検査成績書の「3検

査中請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。年未鬱え年

年月
=心

甲

1

R
今多ん 年

6 月rS、 ⅢⅢ日 飛

検査をする正事の三

程、期 日及び場所が

中請書 どお りである

こと。

記録確認

糊 甘酔
命春しぇ年

ま月

'0日

只
→碑 油年

6 月1311字 日 R

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

軽章慮日P
命未娘え年
f月 ゴ0日 史

神 亀 年

る 月15_l年 日 腱

/7



添付資料-1〒 1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変 更申

請を含む。)が蜂備 さ

れていること。

記録確認

?″九 年

7月 r五 日 文
使用前検査成績書の「3検

査申請こに申講番号 (変 更申

請番号を含む。)を記載する。命細え 年

2月 2準 日 た

命未bん 年

+1月 | 日
註

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

こと。

記録確認

斜 qメ鷺年

7月 ′2日 R
鈎 ん 年

P月 24日 央

命
～

ん年
十1月

| 日
控

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

今′4g角 年

7月 r盈 日 皮
◆知ん年

2月 2争 自 嵐

毎 ▼ん 年

十1月 1 日 盈

22



添付資料 Tと -1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項

共通事項

使用葺t検査幸請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結 果 備 考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認

弁赤しュ年
す月2η 日

:

充
使用前検査成績書の 「S検
査申講」に申請番号 (変 更申

請番号を含む。)を記載する。ア湧静2年

ソ 月隆と日 薇

獲ン移た年
″角ぢ日 災

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

こと。

記録確認

今九9宏年
す月2?日 筵

揃 }年

フ月必J甲 次
赫 え年

″月ご日 度

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認―

弁赤甲2年
j月 29日 筵

な み }年

フ月降ば日 疑
狂彬した年

″月ご日 え

2/



添付資料 一 生-2

材料検 査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結 果 備考

〃月2う 日
孝成5?年

た

411:|す与爾方
rく

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

身バうゆ年
/ノ 月 7日

Ｒヽ

孝疲グ9年

粋 2ろ 目 た
病々ア'

了月こ与
1日

た
必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

k様夢D年

7月 ノグ日 矩
矛みぢ。年

r月 ぢo日 笠

方
r

が々ち9年

7月 ァ7 日 た

検査用計器が校正さ

れており有効ダ翻限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

守【量 健

Zえ



添付資料一 l-2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

串限Sp年
イ1月 |;日 費

平残i♂ 0年

十1月 lι 日 棄
年

ー

一

必要な隠面等が準備

されていること。
図面等確認

平Aテ 0年

/ノ 月 ク占 A
平ボヨ。年
′fl月 子ま日 魚
辛ヵ

'｀

ヨ0年

|1月 Fι 日 費
検査用計器が校正さ

れており有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日 /

Z〕



添付資料二 と一 ?

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

′予瘍i3o年

'2 

月 /子  F: 誕
令和え年

よ 月30日 R
オ諄〕れ 年

Ь月1争 日 聰

必要な図面等が準備

されていること。
躍面等確認

軒守城3o午

,2月 ′子 日 誕
奪恭Bえ 年
す 月 ′0日

,

R
仲 亀 年

か月 1午 日 碓

検査用計器が校正さ

れており有効期限内 ,

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

坪裁igo年

′二月
'子

日 薇
線 年

拳 月g等 日 表
槻́ η込 年

も月十子 ロ 趾

24



添付資料 -1-2

材料検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

今和え年

7月
'2日

盈

今未雹2年
す月2q日

:

費
かわ芽
▼月14!日 災

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

彿 え 年

7月 イユ 日 愛

ら神2年
す月29口 た

/競ん}年
ワ′月|キ 日 7＼

検査用計器が校正ィさ

れてお り有効増限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。       
｀

記録確認

令釉為 年

7月 r五 日 農

神 2年
占月ヮ脅日 筵

絲誓日役

Zす



添付資料 -1下 3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結 果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

猛成夢9午

7月 23日
方
子く【ヽ_

矛灰ぢ9年

″月29日
ム
r生

7熊う?撃
//月  ク日 灸

必要な図画等が準備

されていること。
図面等確認

名滅力 年
声月フろ日 筵

路拭ぢ。年

7月 2守 日 廷
/ボ う。年

′/月 ク 日 灸
検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

納 蓼°年

/月 7ろ 日 た
孝成レο年

r月 29日 艇
矛ベチθ牛
′/月  η日 次

Z渉



添付資料 -1二 3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備考

中講者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確 認

平序J∂ 年
十1月 16~日 民

絡 ぢ9午

//月 ァ7日 筵
平際

RO/年

字月/b日 酔

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

平庁】ο年

十1月 だデ日 良
孝膨 9年

′/月 27日
蜘
丁等

▼笹r3/年
午月/あ 日 移

検査用計器が校正さ

れてお り有効期 ll長 内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

串腺
｀
ヨ0年

11月 IJ日 泉
考心彦o年

′/月 クダ日 鯉

ぴ
耳

/を

11 諸

Z″



添付資料二 1-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機
(使

用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結 果 備 考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

牟未υえ年
宇月ど心日 飛

神 ,お年

あ月

'3日

碓

玲球口え 年

9月 盈午日 長

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今オロぇ年
」月3o日 R

締 色 年

も月15日 F、

今和ん
'年

ρ月2子 日 淀
検査用計器が校正さ

れており有効期眼内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

今ホリん年

す 月ぢ0日 良
和鋳る年

ち月IS日 匙
彿 え 年

ρ月 2チ 日 え

えβ



添付資料一 と下 8

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

令紳ん年
11月 1日 R

筋 2年

▼月lζ 日 灸
年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今衆bえ年

十1月 十日 盤

銘誓日徒
年 /

検査用計器が校正さ

れてお り有効期る艮内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

今功わえ年
｀(1月 十 日 R,

騨 弊

▼周|ザ ロ 交
年 /

Z?



添付資料-1-4

外観検′査

ヶ高浜発電所第 1号機,使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

力みどo年

力′月ァク日 た

勢 テ甲 酔
冷わ為 年

′

'月

2″ 日 k

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

矛腺 9年

//月 27日 先
〒ηr伊チ

'癬

脅
務 蝿 年

分月 2チ 臓 長

ど0



添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

十～1'子
:千多日発

年

月   歩″

月   日

必要な図画等が準備

されていること。
図面等確認

留手iを手苫盈
/

年

月 身

月   日

じ/



添付資料下 1~5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結 果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

揚 2年

夕月ぢ 日 夕く
年

月   身

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

抄 ん年

′月J日 た
年

月 身

月   日

どえ



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社蔑浜発電所

検査範躍li放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一 式

判定基準 :工 事 計画のとお りであ り、技術基準 に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮赦

用衛部

生帝ばや

鉄筋 ヨンク リー ト
※1

(密 度 2.lg/cm!以 上 )

影荻ヴο年
〃月2ろ 日 走

隅補♂
緬

¬ギ菩[
年

El月 イ 臨
ドーム部

目移♂

記録確認

備 考

※ 1 鉄筋コンクリー トに要求される品質を満た していること確認するために以下の

項 目につし`て確認

ロセメン ト、国骨材、□練混ぜ水、国混和剤、国混和材、

国フレッシュヨンクリマ トの性状、□構造体コンクリー トの圧縮強度Ⅲ

匡lア ルカ リシリカ反応性、

□遮蔽コンクリー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (      g/cm3)、
臣鉄筋

母傷 と施エアンカー

・
｀
記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適 合性確認検 査成績書の要領書碁 寺 iTサ ,,い /SOえ は の 1)

f}以ピ移ちティ偽旗列と諺ゆ

JS



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一 式

判定基準 :工 事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上 部
13

鉄筋 コンクリー ト
※Ⅲ

(密 度 2.lg/c n3以 上 )

み戻JO年

=月
29日 た

目咎ノ

範

下 部
年

目月 イ 臨
ドーム部

日拶プ

記録確認

備 考

※ 1:鉄筋 コンク リー トに要求 され る品質 を満た している こと確認するために以下の

項 日について確認    _
ロセメン ト、□骨材、園練混ぜ水、正l混 和剤、□混禾置材、

ロフ レッシュコンク リー トの性状 .園構造体 コンク リー トの圧縮強度、

ロアルカ リシリカ反応性、

□遮蔽コンク リー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値.(      g/cn3)、
□鉄筋

函あと施エアンカー

・ 記録確認は、 中請者の品質記録 (※ 2)に よる心

※ 2:適 合 性確 認検 査 成績書 の妻領書番号 :イ /… /を //【 2(kハ ′
)

※ 8:以 下の箇所 について確認

Jチ彦ちノアぷ管監ηた冷1歓″無,

鮮



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録
`

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査箱麗l:放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮級 :一式

判定基準 :工 事計画のとお りであ り、技術基準に適合す る こと。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

佐言語
,3

鉄筋 コンクリー ト
×1

(密 度 2.lg/cm3以 上 )

ぷ々ぢ9年
7月 ち。日 艇

観
記録総認

下 部
月

年

日 / 編
ド=ム 部

目移ン

記録確認

備考

※ 1,鉄筋 コンクリー トに要求 され る品質 を満た していること確認す るために以下の

項目にらぃて確認|・ ダ

盟しレ子う三冒写ケキジ巳て撮越険i目羅整漂とワ塀T壁卜の圧縮強度、
ロアルカ リシリカ反応性 、       `
□遮蔽コンク リー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (      g/c m3)、
国鉄筋

□あ と施エアシカー    「

※ 3:以 下の箇所について確認

フ蕩欺1勧オ駐 猟吹歩励笏

茸



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録
検査場所 :器舜鶏券枠畿会推鵜韻魂鍵糠

一般財団法人 日本建築総合試験所 試験石デ争究センター

検査範 l井|:放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 !工 事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

糸き果
検査方法

外那遮蔽

調筒部

募・3L部

鉄筋コンクリー ト
※1

(密 度 2.lg/c m3以 上)

矛み
7

丁。年

月 27日
ム
rt

鯉
記録確認

下 部
年

Fl月 /
ガ
綴 確認

ドーム部
目なプ

記録確認

備 考

※ 1:鉄筋コンクリー トに要求 される品質 を満た していること確認するために以下の

項目について確認
.メ ア

ロセメン ト、□骨材、□練混ぜ水、□混和斉ll、 回混和材、
ロフレッシュヨンク リー トの性状、ロオ毒造体 コンクリー トの圧縮強度、
圧lア ルカ リシ リカ反応性、

こ三l遮 蔽コンク リT卜 の乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (      g/c m3)、
□鉄筋

国あと施エアンカー     |

※3:必
ξ空冨勢ラFイア織稼利静診r.)

'ダ

:甲拓%ハ地用ケンツ斗″々比て筋たし1キ 石`さ歩彦左ぢ左t

Jι



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

――ヨ弓解冬1乖

“

‡霊子単と予ヲ民F手科=J障窮圏隆
=劉

題ヨM】ョβドギJじ露瞼I厨輝三==1散鶯製顕ほ頚簾

“

字宕とヨヒ箋:´
=!」

1再:IE::!1‐

検査範 l)とl:放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工 事計画のとお りであ り、技術基準に適合す る こと。

検査対象 材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上 部

鉄筋コンクリー ト
※l

(密度 2,lg/cm8以 上 )

年

一

す
記録確認

下著藤
石子賦う0年

四月 ¶ 日 R 目視/

Q鰯爾

ドーム部
年

一

一

初

記録確認

備考

※ 1 鉄筋コンクリー トに要求 される品質を満た している こと確認するために以下の

項 目について確認

ロセ メン ト、□骨材、□練混ぜ水、園混和斉il、 国混和材、        !
ロフレッシュコンク リー トの性状、国構造体 コンクリー トの圧縮強度、

ロアルカ リシリカ反応性、

囲遮蔽ヨンク リー トの乾燥単位容積質量

確認した密度の最小値 (      g/tmり 、

図鉄筋

□あと施エアンカー

・記録確認は、中請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※2:適 合性確認検査成績書の要領書番号 :TI-1-lS02(そ 6弓 1)

※3Ⅲ

管ご♂需三融石騒れ購

じ″



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所     ′
,

検査管巳囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工 事計画のとお りであ り、技術基準に適合す ること。

検査対象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上 部

鉄筋コンク リー ト
※I

(密 度 2.lgん阻3以 上 )

年

一

― 目若戸

記録確認

十蔀洋h
~十

戚SO年
ti月 1ゝ 日 k 日1見/

動

ドーム部
年

一

一

― 目を戸

記録確認

備考

i※ 1:鉄筋コン クリー トに要求 される品質を満たしていること確認するために以下の

項 目について確 認

ロセ メン ト、国骨材、国練混ぜ水、□混和剤、□混和材、

ロフレッシュコンク リー トの性状、□構造体 コンクリー トの圧縮強度 (

ロアルカ リシ リカ反応性、

□遮液ヨンク リー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (      g/c m3)、
El鉄 筋                (        .
隧あと施エア ンカー

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適 合性確 認検 査成績書の要領書番号 :下 キー1-1も 02(そび〕1)

※ 3:以 下の箇所‡こつ と′ゝて確認

とェ感91〕¬卜で詩鶴強狩ゝ能 照O

J謬



添付資料 -2

嵩浜発電所第 磯号機

材料検査記録
検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

瑠 触 雄 疎 麟 鮪 翻 難 載鰤 麟建 7婚

検査範囲 :放 射線管理施設 生体遮駁装置 外部遮蔽 : ^式

半ほ定基準 :工事言r画 の とお りであ り、技術基準に適 合すること。

検査対象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

瞬衛部

上 部

鉄筋コンク リー トト1

(密 度 2,lg/c m8以 上 )

年

一

拉

記録確認

下郡
送二 聯町 30年

十1月 |と 目 R 甥
記録確認

ドーム部
年

孝 一

― 目4)r
記録確認

備 考

※ 1:鉄筋コンク リー トに要求 される品質 を満た していること確認す るために以下の

項目についぞ姦認米牛

ロセ メン ト、□骨材、回練混ぜ水、□湿和剤、□混和材、

遂フレッシュコンク リー トの性状、国構造体 コンクリー トの圧縮強度、

国アルカ リシリカ反応性、

□遮蔽コンク リー トの乾燥単位容積質 監

確認 した密度の最小値 (      g/cm3)、
□鉄筋                              ノ

□あと施 エア ンカー

卜
| :を与3と:写帝手テだそ皆玉鳥辞軍覧とみた参解)

態ヽネ:申 SA名 が
｀
通ntた基イに好

“

ヱデ為盈ι又|(る Eと と駆在こと。

ゴ″



添付資料 -2

高浜発 電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 イ離西襲爾灘樽苺無轍講講響騨勁離

一般財回法人 日本建築総合試験所 試験研究センター

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。

結 果

検
検査方法検査年月 口材 料検査対象

醐

年
上 部

翻滅/2月 〃 日

年
下 部

隅衛部

醐

年

鉄筋コンクジー ト※1

(密 度 2.lg/c43以 上 )

ドエム部

鉄筋コンク ジー トに要求 される品質を満た していること確認するために以下の

項 目について確認卜4

ロセメン ト、回骨材、圧l練 混ぜ水、回混和剤、□混和材、

ロフレッシユコンクリー トの性状、暫構造体 コンクリー トリ圧縮強度、

ロアルカ ジシ リカ反応性 t

□遮蔽 コンクリー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (      g/Cm3)、
El鉄 筋

圧lあ と施 エアンカー

。1覇 目 習 顆 粛 機 環 閣 彎 彗

=F」

申 呵 諄 警 碧 御 EX歯 離 寧 肇 ヨ 融 窮 確
=(朝

峰 章 藤 )=串 と 兵 持 朝 静 ネ

備 考

※ 1

※ 3;以 下の箇所 について確認

る工 区 字'ルト皓器僣 態傘J紳滲 無 ,

共牛i才君報 が逸嘱レん差準4C爛 レて
'偽

たレくいるこうウノ鶴能為

4つ



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電 力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外書【遮蔽 :一式

判定基準 :工 事計画の とお りであり、技術基準 に適合す ること。

検査対象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上 部

鉄筋コンクリー ト
※1

(密 度 2.lg/c m3以 上 )

月

年

日 / 縞
下 部

日

ロネ見/

記録確認

ドーム部
碁3 や赤担ん 年

す 月gο 日

,

R
目4見/

録

備考

※ 1:鉄筋コンク リー トに要求される品質 を満た していること確認す るために以下|の

項 目について確認

Elセ メン ト、□骨材、□練混ぜ水、□混和剤、□混和材、

国フレッシュコンクリー トの性状、回構造体 コンクリ
=卜

の圧縮強度、

国アルカ リシ リカ反応性、

国遮寂 ヨンク リ=卜 の乾燥単位容積質量             :
確認した密度の最小値 (      g/cぽ )、

ご鉄筋
国あと施エア ンカー

・記録確認は、申請者 の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 21適 合性確 認検 査成績 書 の要領 書番 号 :TI… 十一 |]0ヱ (そ の ユ )

※ 3:以下の自所につ いて確認

ξ
'|フ

洋(3祭紳感″」欲歩躍

'
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添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所        ―
ィ

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮赦装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :五事計画のとお りでありヽ技術基準に道合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒都

Lま卜

鉄筋 コンクリー ト
※1

(密 度 2.lg/σm3以 上 )

月

年

El / 襦
下 部

目移♂

記録確認

ドーム郡
井う み 年

月 /牛 日
今奔
ケ

7

筵
観
記録確認

備考                I
※ と :鉄 筋コンクリー トに要求される品質を満た していること確認するために以下の

項 目について確認
善争

園セメント、□骨材、口練混ぜ水、□混和剤、回混和材、

区フレッシュコンクリー トの性状、圏構造体 コンクリー トの圧縮強度、

ロアルカリシリカ反応性、

□遮蔽コンクリ■ 卜の乾燥単位容猿質量       ｀

確認 した密度の最小値 (   、  g/c破 8)、        ィ

□鉄筋
□あと施エアンカー  ′        、

:

※ 3:以下の箇所について確認
jツ マト(警細聴、猾」響鸞容盟,

芸守ミイ徐老ぺ亀媚brL族準れ力とZ滞とととり5こ bL力及多鳥
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添付資料-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :=置露憲舞燥式会継奇淡発電轟

一般財国法人 日本建築総合試験所 試験研究センター

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画の とお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上 部

鉄筋 コンク リー ト※1

(密度 2.と g/cn3以上 )

年

月 日 / 鵜
下 部

日

目栃y

醐

ドーム都
■ 3 神 ね 年

7月 ′2 日 貴
⑭
鰯

備 考

※ 1:鉄筋 コンクリー トに要求 され る品質を満た していること確認するために以下の

項目にらぃて確誌メlT

ロセメン ト、国骨材、国練混ぜ水、□混和剤、□混和材、

ロフレッシュコンク リー トの性状、国構造体コンクジー トの圧縮強度、

ロアルカ ジシ ジカ反応性、

□遮蔽 コンクリー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (      g/Cm3)、
国鉄筋

□あと施エアンカー

※ 3:以 下の箇所 について確認

5'/フト(弄細■癖欽禦 1)

栄牛:Ψ詩妬が也璃した基準卜筑レモ渚たレtい るとし%誤 、
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添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合することc

検査対象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上とが鱈

鉄筋 コンク リー ト
※1

(密 度 2.lg/c凱 3以 上 )

牟μユ年
.ξ 月29日 赴 脇

下著騨喀 牟紳夕 年
ξ月2η 日 盆 鵡

ドーム部
X3 々ネワ2年

f月 29日 盈
目幕y

触
備考

※ 1:鉄筋コンク リー トに要求 され る品質 を満た していること確認するために以 下の

項 目について確認

ロセ メン ト、□骨材、回練混ぜ水、履l混和斉1、 匠l混 和材、

ロ フレッシュコンクリー トの性状、口構造体 コンク リィ トの圧縮強度、

巳通線客うンサと【伝陸換単位容積質量
確認 した密度 9最小値 ( 2、 2_  g/C m3)、

匡l鉄 筋

□あと施エアンカー

・記録確認は、中請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適 合性確認検査成績書 の要領讐番号 :引「 キオ
十… lg9ュ c毛 ぃ IⅢ

イト li l勇 21その二)
※ 3:以 下の箇所 について確認

甘■
｀
そのェ匡挺び 1`)フ トにづし`【を4禿
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添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :Fttl西 電力株式会社嘉浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一 式

判定基準 :工事計画の とお りであ り、技術基準 に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮寂

隅筒部

上書酵く

鉄筋コンク リー ト
※1

(密 度 2.lg/cm3以 上 )

鍋 為 費 臨
下 部

年

日 / 襦
ド‐ム部

日

目なプ

記録確認

備考

※ 1:鉄筋コンク 1'ユ トに要求 され る品質 を満た していること確認するために以下の

:ち築搬種禁i魏
:応性 .

□遮敏 コンク リー トの乾燥単位容積質量

盪虹と,電プ
小写(  ―

和筑、露霜材、
造体 コンク リー トの圧縮強度、

g/c m3)、

・
]&手

持
‡
竜      犀居」歯≧桂警理警:14三

|こ |;:と i:み七Ⅲ
※ 3:以 下の箇所 について確認

常バ
tZの

工成猛びリフトliラ lⅢそ瀬幾為ち

帯びし、3■区311フトの房務レ及輩彬瑚燃とヽの鬼阿毛V態。

密



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録
検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一 式

判定基準 :工 事計画のとおりであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年 月 目
検査

結果
検査方法

年

一

上 部
一

拉

記録確認
円筒部

下喜|ズ 銘 義 A 鵬′  三
年

一

外部遮蔽

ドエム部

1鉄 筋コンクリf卜 ※:

(密 テ又を 2. lg/c lnS以 _L)

抑

記録確認

備 考

※ 1:鉄 筋 コンク リー トに要求 され る湿f質 を満た していること確認するために以下 lノ)

□遮版 コンクリー トの乾燦単位容 r衰 質量

途甍0号写と
最小
写|

和剤、鈴れ、
造体 コンク リー トの圧縮強度、

g/cmS)、

`記録確認は、申講者の謂Ⅲ質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適 合性確認検 査成績 癬の 要領書番号 :下Ч… 1-430半 t拗 1)

※ 3:以 下の箇所について確認

式岨 0工Eみ1リフトキをフlt盈 巧勝鶏 |。

科 tし、と班 qリフトの賜 柳 噛 勲 鋏 の`胸 毛衆 。
フ

イ‐ι



添付資料 -2

高浜発電所第 1号 機

材料検査記録

検査場所 :関 西竜ノ,株 式会社高浜発電所

==当鍋雄倒四賄峰持お戦目鷺鶏薄将森験導碑君磯線醐鳴幕蓬亭弓磨==
検査範囲 :放 射線管理施設 生体麓蔽装置 外部迷蔽 :一式

判定基準 :工 事計画 lノうとお りであ り、技術基準に進 合す ること。

検査対‐象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上 部

鉄筋コンクリー ト
※!

(密 疫 2.ig/c ma以 上 )

月

年

目 / 臨
下 部

垂ユ判魔/

記録確認

ドーム部※S 鋤 メ 年
ヤフ 月 141 & 絲

備考

※ と 鉄筋コシク リー トすこ要求 され る品質を満た していること確認するために以 下の

,ち鋒慨:森i魏
=,Slザ

と、

禾層斎1、 受ヨ車肇串争鶴考

造体 コンクリー トの圧縮強度、

□遮寂コンクリー トの乾燥単位容積質量

ご欲霧
認した密

f?最
小値( g/C瞬 8)、

・ 記録確認は、申講者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2,適 合性 確認検 査 成績 書の要領 書番号 :T4~有 T13θ墨 こ

'9■
)

※ 3:以 下の箇所 について確認

奮 Z。が|フ トItフ ||み雅襴謗騨。
千奪

｀
し、
「

liフトのD務康がヨ解環妬募ぢ為へのん at諾≪9
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哉

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式
｀ ~ 

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンク リー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設)i―式

判定基準 :各 部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することも

検査方法

③
記録確認

備考

※ 1 検査において確認 した項 目は以

隊鉄筋の組立精度、財あ と施
酵守法 (検査用ボル トの寸法

下のとおり転
を  '

手乃L凸亘Br立喬長夢
―

甲
型枠の組立精度、

※ 2:立会検査 において測定を美施 した塀審マ罰署r※ 3:外部遮蔽円筒部の E.Lllllを超える部分

※ 4i公 称値  ※ 5ヽ :許容値は工事計画による

検査

結果

た

検査年月 日

孝献30年
μ月Ⅲ2ぅ 日

測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)
検査対象

最小厚 さ

円筒部 (上部※3)｀ Pア

上言呂
※ V`円筒部

胴壁厚

外部遮蔽
※1

外部 しゃへい建屋※
|

(2次格納施設 )

郭
爺
溢
筆

ｌ

ω
ｌ

岸



｛
式

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範 l歩奸:放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンク リー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各 部の主要寸法の決1定値が許容寸法 を満足することぅ

検査方法

醐
記録確認

備考

※ 1 検査において確認した項目は以下のとおり
粽'g

ヽ日鉄筋の組立精度、□あと施エアンカーの組立て精度、日聖枠の組立精度、
□寸法 (検 査用ボル トの寸法 : )

× 2

外部遮蔽円筒部の Eo L.■ mを 超える部分※ 2:立会検査において測定を実施 した場合に記載 ※ 3

※4:公称値  ※ 5:許容値は工事計画による

と手鵜  党た∴さ励

検査

結果

従

検査年月日

イが
'b年子月2,日

測定値

(m)

許容値
×馬

(m)

主要寸法

(m)
検査対象

最小厚 さ

円筒部 (上部※→)|′/

上部※Ⅲ'7円筒部

胴壁厚

外部遮蔽
※1

外部 しゃへい建屋
※

'

(2次 格納施設 )

朝
草
述
章

―
∞
―

岸



で

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :十 式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建崖 (2次格納施設):五 式

判定基準 :各 部の主要寸法の測定値が許容寸法を満是すること。

検査方法

⑩
記録確認

備考
秀
'※ 1:検査において確認 した項 目は以下のとお り

国鉄筋の組立精度、国あと施正

団守法 (検査用ボル トの寸法 :

立て精度、□型枠の組立精度、

)※
2

※_2:立会検査 において測定 を実施 した場合に記載

※ 4:公 称値  ※ 5:許 容、値は工事計画 による ´

。
i諏議壌尋ヨ醇離毒憲蔚咽に亭

=EE‡ =¬
言I単 :再宮F目 :窪ユ著譜鵡姜群喜轟喜塀掌=業寄宗華電渾事=瘤震ξttk=る 。

※ 3:外部遮蔽円筒部の E.L.■日mを 超える部分

※ 7:以下の箇所に

嗚ヽ
怠丁蓼〕

χ息:Ч爾第が、 ユ廃 鞠 っ

検査

結果

移

検査年月 日

窃 霰 日

測定値

(m)

計容値
※3

(m)

主要寸法

(m)検査対象

上部×311イ
 
最刑ヽ「早さ

;彩
円筒部 (上 部挙8)

円筒部

胴 壁厚

外部遮蔽
※1

外部 しゃへい建屋
※ユ

(2次 格納施設 )

郭
尊
溢
章

―

∞
―

牌



ヽ
ゝ

検査方法

日移y

検査

結果

一孔

検査年月 日

跡 み

フ
月
1ァ 甲

測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)

最小厚 さ71
栄

※ む
上 部

円 筒 部  (上 部
※ 3斧平

胴壁厚

円筒部

外部 しゃへい建屋
※I

(2次格納施設 )

→維と寧歳選製熊毒捜違識だ輩澱鍵翼好増懲拳義掛脇争畿掘爾と ※ 3

※ 41公 称値  ※ 5:許 容値はこ事計画による

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※ 6:適合性確認検査成績書の要領書番号 !¬■
~

※7:以下の箇所について確認        Tt'

てヒ

精度、営垂海の組立精度、
取 2

11‐今§奪三1重ξ髯:与ξ身二塗 組立て

下のとお り

エアンカーの

の`撤の、attLう リフ

外部遮敲円筒部のE.L.■■皿を超える部分

甫ゞ ヱリみ磁がユ浮|フト13っ 1ヽと 7客:為、っ

備考

1-130k色乙θ)イ )
1-13o xCzの 2)

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンク リー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

外部遮蔽
※1

郭
傘
溝
章
―

∞
―

ド



糟

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮敵装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各 部の主要寸法の測定値が許容 寸法を満足すること。

検 査 方法

⑭
記録確認

備考

※ l 検査において確認 した項 日は以下のとお り
挙β

醒鉄筋の組立精度、図あと施エアシカーの組立て精度、□型枠の組立精度、

□寸法 (検査用ボル トの寸法 :
m、  ※2

※ 2:立会検査において測定 を実施 した場合に記載 ※ 3:外 部遮蔽円筒部の B.L.

※4:公 称値  ※ 5:許 容値は工事計画による        I
・

=輯議己三傷翠と
j贈

B→書悪1学
g曽

、言
喜
=f‡

監
輔爾寄

=奪
ヨ書雲I〕日歯調|百日躍君自こと当薦融F〓J争

→巧〔
=(ユ =)==嗣

信::電 とこ留電白E`                、

※仕
螺 耳i路【  熙∋

Oヽt中詭亀ざ赳凰ヒ【義妾【猟とてぶ位ヒくヽるヽことt鶴.    ‐

m以下の部分

検査

結果

決

検査年月 日

平成Sθ年
十1月 7日

測定値

(m)

許容値
※S

(m)

主要寸法

(m)
検査対象

最 小厚 さ

円筒部 (下 部
建
島本7

下部
※襲 9`円筒部

胴壁厚

外部遮蔽
※!

外部 しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )

蘇
碑
添
華

―
∞
―
肖



れ

高浜発電所斃 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放 射線管理施設 生体遮液装置 外部遮蔽 : ―式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各 都の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

⑪
記録確認

備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下の とお り
業9     ・

印鉄筋の組立精度、国あと施五アンカーの組立て精度、凹型枠の組立精度、

回寸法 (検査用ボル トの寸法 : In)※
ツ

※ 2:立会検査 において損1定 を実施 した場合に記載 ※ 3

※ 4:公 称値  ※ 5:許 容値は工事計画による

※7:4:xζ
写恥

|:甜ぷ轟歌参呻

外部遮蔽円筒部の E.L.■日m以下の部分

紫aミ 卑乱名ゞ 毯禽ヒ上狂葬【担ヒ〈驚報とヒくいること七碗誕ぅ

検査

結果

癸

検査年月 日

平式Sθ 年
十1月 l与 日

測定値

(m)

詐容値
※S

(m)

主要寸法
(m)検査対象

最 小厚 さ

占筒部 (下蔀
建為率7

下 部
※i冬守外部遮蔽Fl

Ⅲ
筒部

外著「しゃへい建屋※1

(2次 格納施設)~
1打

同壁
‐
厚

募
森
肺
叢

―
∞
ｌ
Ю



兼

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリエ ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 1各 部の主要寸法の測定値が許容寸法 を満是する ことも

検査方法

働
記録確認

備考

※ 1:検 査において確認 した項 目は以下のとおり
ユ`́J

回鉄筋の組立精度、□あと施エアンカーの組立て精度、口型枠の組立精度、

日今 法 (検 査用 ボル トの寸法

※ 2i立会検査において測定を実施した場合に記載 ※ 3,外部遮蔽円筒部の E.L。 ■ 1皿
以下の部分

※4:公称値
~※ 5:許容値は工事計画による

干7:竹下′f♂写1カ「⊇砕発/摂利4れ〃好つ
芽『チ甲修名〃″W貿笙温♭″繊 レ知しく幼輝上レくヽ(石↓くι期 ゅ

)※
2

検査

結果

た

検査年月 日

わ ち°年

〃 Fアノ日

測定値

(rn)

許容値
※S

(rn)

主要寸法

(m)
検査対象

最小厚 さ

円待部 (下部※F)'矛′

下部X lr7
円筒部

胴壁厚

外部遮蔽
※I

外部 しゃへい建屋
※1

(2次 本各納施設 )

郭
森
麟
叢

ｌ
ω
ｌ

Ｎ



4

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮寂装置 外部遮敲 ,一 式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト盤 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )
一式

判定基準 :各 部の主要寸法の測定値が許容寸法を満是すること。

検 査方法

備考

※1:検
包捩森泳姦笠藍樫「写1号こと

下の とお り

エアンカーの組立て精度、厳生煤の組立精度、

:     一~~    
Ⅲ)※ 2

※ 3:外部遮蔽円筒部の E,L。 +51口 以下の部分

※ 4:公 称値

※ 5:許 容値は工事計画による

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※ 6:適合性確認検査成績書の要領書番号 :可
~t一

t‐ (30■ ttσ)|,

※ 7:以 下 の箇所 につ いて確認

帯ギ勒 ュF江庚ば,シトttク lt・彪昭辞る。
千ョずし、6覆馳qリフトの耽 のヽ礎風宅熊 。

検査

結果

&

検 査年 月 日

舎紗丞年

フ
月
|す

日

測定値

(m)

許容値
×う

(m)

主要寸法

(m)
検 査 対象

最小厚 さ

円筒部(下部※3亨
くη

下部溢ソ
円衛部

胴壁厚

外部遮蔽
/1

外部 しゃへい建屋
※]

(2次格納施設 )

募
韓
凝
華

―
∞
Ｉ
Ｎ



縦

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一 式

判定基準 :各 部の主要寸法の測定値が許容寸法 を満足すること。

検査方法

畿
備考

※ 1:検査において確認した項目は以下のとおり
芸ク

M鉄筋の組立精度、国型枠の組立精度、
※ 2:立会検査において測定 を実施 した場合に記載

※ 3:公 称値  ※ 4:許 容値は工事計画による

1記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※5:適合性確認検査成績書の要領書番号 :Tイ ー
|― |」 ο鬼(乏nュ ,

※
f:鉛腸R髭警謡摯義瞭確鯉)

丞91甲ε台福玲下逆と口した基平に畑■■筋 逸しをキⅢろこと互斑 課

検査

結果

F＼
ノ

検査年月日

今糸
"屯

年
∫ 月ぢo日

測定値

(m)

許容値
※4

(m)

主要寸法

(rn)
検査対象

最 小厚 さ

ドーム部厚さ
をι

ドーム撃ι
外部遮蔽

※1

外部 しゃへい建屋
※l

(2次格納施設 )

郭
童
，断
章
Ｉ
∞
―

∞



鷺

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

⑫
記録確認

備 考

※1:検査において確認した項目は以下のとおり基7

ご鉄筋の組立精度、通型枠の組立精度、□寸法 (検査用ボル トの寸法 :

※ 2:立会検査において測定 を実施 した場合に記載  ,
× 3:公 称値  ※ 4:許 容値 は工事計画 による

電
君 罰 善 韻 呼 1円 鰭 蠣 語 静 横 主 ヽ

==1諄
ギ 評 予 要 髯

L霞 〕 華 語 声 國 論 奪 重 静 嘗 融

==e〕
(=嘔 洋 学 =1憮 ≧ 秦 指 争 罵 頷 。

※甥 F響任編 鍮熱 )

懸▼1申翻 が翻 とR基霊許ぢ守とて専執とtЦ し,る専とノ石自羮

m)※ 2

検査

結果

匙

検査年月 日

務 Dね
年

ム月
'S目

測定値

(m)

許容値
※4

(m)
主要寸法

(m)検査対象

ドーム譜
|

最 小厚 さ

ドーム蔀厚さⅢム

外部遮蔽
※1

外部 しゃへい建屋
※1

(2次 格納施設 )

鶉
森
溢
輩
―

∞
―

∞



静

検査方法

∪
記録確認

検査

結果

虞

検査年月 日

持ぷ 角 年

ρ月2+日

(m)

測容値

(m)

主要寸法

(騨 )

最 小厚 さドーム郡

ドエム都厚 さ

判定基準 :各 部の主要寸法の測定値が許容 寸法 を満足すること。

外部遮寂
※I

外部 しやへい建屋
※1

(2次 格納施設 )

フた項 目は以下のとお り
基 P'

※ 1:検査において確認 し               ′

囲鉄筋の組立精度、□型枠の組立精度、ご寸法 (検査用ボル トの寸法

※ 2:立会検査において測定を実施した場合に記載

※ 3:公称値 ※ 4:許 容値は工事計画による

※6:郁
雫稗講離切款歩め

ぷヤi襲索f卜れ家,疼患ミマ茄蒻が環金Щレ存_送舅争/し封レて房為たレかれ帝ι蒻班第起

※ 2

備 考

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放 射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 i一 式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンク リー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):下式

郭
森
溢
華

―

∞
―

∞



氣

検査方法

記録確認

検査

結果

で＼

検査年月 日

ノ
月ド日

肺 恥

測定値

(m)|

許容値
※4

(m)

主要寸法

(m)

最 小厚 さドーム覇付千
ドーム部厚さ※し

判定基準 :各 部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

●,^'
検査対象

外部遮蔽
※!

外部 しゃへい建屋
※1

(2次 格納施設 )

備考

※1:検
鬱鎮議泳過笠議樫「雷娼極獄冦呈建選:M4法 (検査用ボルトの寸法:

※ 3:公 称値  ※ 4:許 容値は工事計画による

上記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※ 5:適合性確認検査成績書の要領書番号 :Tl-1-130XCと め 生 う

※ 2

t′〕

※ 6

ど歩竜

い

に

?修 業■ヒ

鶏

認

つ

確

①

て

ト

1(

ヤ

フ|

フ

つ

ヽ

ぢ1

所箇

L0
の下以

ど

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 ):一 式

検査場所 i関 西電力株式会社高浜発電所

郭
森
雄
華
ｌ

ω
Ｉ

ω



』
も

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

校査範囲 :原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンアプリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一 式

判定基準 :各 部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

V
記録確認
目をy

記録確認

陥
鯉
記録確認

備考

※ 1:外部遮蔽円筒部の E.L.B を超える部分 ※ 2:外部遮蔽 円筒部の Eo L
日

以下の部分 ※ 3:公 称
停

汀 肌.四 か ら ※ 5:許 容値はメーカ基準値 による

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※ 6:適合性確認検査成績書の要領書番号 :TI一 |― rS 92笠 の

=♪

検査

結果

オ

R

職

検査年周 囲

年

月 _B
オ

月

年

日

奪未し鳥 年

月 1 国|

柳 ぇ 年

!1月 十日

測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(In)
検査対象

円筒部 (上 部
※1)

円筒部 (下 部
※2)

胴壁 高 さ

全 寓

内 径

外部 しゃへい建屋

(2次格納施設 )

鶉
爺
溢
華

ｌ
ω
ｌ
添



ふ
ヽ

検査方法

記録確認

日移y
記録確認

検査

結果

R
日

騨

月

検査年月日

年
了 回月

年

月

日

年

月

測定値

(m)

許容値

(m)

主要寸法

(m)

円筒部 (上 部
※1)

円筒部 (下 部
※2)

全 高

内 径

赤部遮蔽円筒郵の E.LII!阻 を通える部分  ※ 2:外部遮蔽円筒部の E.L

E.L.円 か ら ※ 5:許容値はメーカ基準値に
|る

i記録確認 lよ～、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※6:適合性確認検査成績書の要領書番号 :T4~1-|〕 Dtt C乙∩■♪

・

|||||||||十

日n 以下の部分 ※ 3:公 称値

備 考

※ 1

※ 4

検査範囲 :原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

外部 しやへい建屋

('次 格納施設 )

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

郭
韓
雄
叢

―
∞
―
ト



添付資料 -4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容恭 外周コンクリー ト壁 外部しゃへ

い建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそを1の ある傷、害1れ 、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽
,μ と

紡 夢。年

//月 2′ 日 征 ⑪

記録確認

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )
γ・2

備 考

※ 2:以下の箇所について確認 i

ftt biZ,ノノト財細み列監鯵矩ゝ)

渉2



添付資料二4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :Fttl西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮『故装置 外毒る遮赦 ,一式

原子炉格納施設 二次格納施設!鋼製格納容器 外周ヨンクリー ト壁 外部 しゃヘ

い建屋 (2次格納施設): ^式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐
1食

.浸食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽
*2

秒
γ

3/年

月/b目
移 ⑫

醐
×2

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

備考

。               と

ヽ

ィ
:上将鴇帯孵ド帯御貯

'晴

雑)

ι3



添付資料-4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部しゃヘ

ケ   い建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表 面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのあるl痛笏、害これ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象 検査年月厨
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

玲湖彎え年

2月 2チ 贔 え
③
鰯 認

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

備 考

・                  。

※2:以下の簡所について確認

| ドーム葬 す11フ トt芽紳慮聯J絋疹W縦
'

Ь4



添付資料-4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理ナだ建設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 i I式          ｀

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外蔀 しゃヘ

い建屋 (2次格納施設): “式

判定基準 :有害な欠轟P日 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査方法検査年月日
検査

結果
検査対象

外部遮蔽メぐ
―
と

絲 2年

フ月|て:∵

４碇
記録確認

:ヨ 4見/

外部 しゃへい建屋 (2次格縦施設メ
ζ生

備 考

i]岳与与二ζヨ33二:急ζ
鬱イ|∴慈愁極吉:与野II=:|:;と t絡生〕

守碇 の上駐騨騨,フ ト俸7tキLあ峰:発
ヽ

コ♂し、イド寺Чと言です免囲項と露道,

丁上幸
～
d3ユ 馳δt,フ トご目孵),

・芋を,と みユ:風 守リフトと
"碗

)

ギ亀奔l『ガト(D貌 )

Ьξ



添付資料-5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 I関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮祓装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周上ンクリ‐ 卜壁 外部しやヘ

い建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準イ再適合すること。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽
・Kえ

Z彬毎2年

″坪＼デ日 た 翻

目視/

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )
紫え

備考

※ 2:以下の箇所について確認       ・

塗々のテ農ムかЧブノトにちtう て雄撫

歩渉



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料-6

2ろまυ

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備 考

寸法検査 ヨンベックス
2018.8.6

2020,8.5

と/



添付資牟,-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用討器一覧表

検査連角日:〉汁,秋ろο年 7月 多み日

検査項 目 検査用話器 管 I里 番号 測定範囲 浜r定精度
校正年月日

有効期岳長
備 考

材料検査

コンベックス
2018,8.6

2020,8, 5

エアメータ
2018.6.16

2018,9,30

温度計
2 0 I 8 l 9

32 0 1 9. 1 1

塩化物量

測定器 2020,5.3と

音叉式はかり
2018,6

2019.6

16

30

甘法検査 コンベックス
2018.8.6

2020.8. 5

歩=



添付資料 -6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器二覧表

50 2

'検 査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

ォタ溝狼生れ絶択歌橡
2。 ′と、Z`7

2,/91え 、2♂

協潜株生 /方 入
2。 だ、え、デ
2o′ 9、 史i鬼

『

/

/

/

/

/

渉?



添付資料 -6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

痰査年月日 :守猟 SOtt Fi tt η 国

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校五年月日

有効ダ観限
備考

寸法検査 コンベ ックス
2018.8。 6

2020.8.5

/
/

/
/

ノ

″



添付資料 -6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

30 lJ

検査項 目 検査用言

“

器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

寸法検査 ヨンベックス
2018

2020 8. 5

/

/

71



添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

痰査年月日,零脱30年 十1,1サみri

検査項 日 検査用計器 管理番 号 測定範 lチ封 測定精度
校正年月漏

有効期限
備考

材料検査

コンベックス
2018.8.6

2020,3.5

エアメータ
2018,9.8

2018,12.31

温度計
2018.1.9

″019.113と

塩化物量

測定器 2020,5,31

音叉式はか り
20と 8.6.16

2019.6.80

夕鬼



添付資料 -6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器∵覧表

0 ノ

検査項 目 検査用計器 管理番号

|

測定範囲 測定精度 
′ 校正年月日

有効期限
備 考

寸法検査 コンベックス
2018.8,6

2020,8,5

7、ヨ



添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

絵査年月 日r名成静 年′2 月 /う
と
 日

検査項 目 検査用計器 管理番号 浪1定範囲 涙I定精度
校正年月 日

有効期限
備考

磨鰭・森穐
2¢ア浄 2,

20/9,2,

2/

∠¬F

務潜雄 ノギヌt
2っゴ∂2.9

2o′

'(2.ガ

/

/

/

/

74-



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
く

添付資料-6

必

管理番号 灘定範囲
校二年月日

有効期限
測定精度 備 考検査項目 検査用計器

ル燃 駐び

矧財 駐伊〕ンペ、ガみ

/

/
/

/
/

/

店



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器―覧表

添付資料-6

検査年月 日 : 丸 年 5月 30]

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

寸法検査
コンベック

ス

2018.8.6

2020,8.5

/
/

/

/
/

ノ

必



添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

（́ 歩

検査項 目 検査用計器 管理番 号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

材料検査

コンベ ック

ス

20と 8.8.6

2020,8.5

エアメータ
2019,4,9

2019,7.3と

温度計
2019.1.21

2020,1,31

塩化物量測

定器 2020.12.31

音叉式はか

り

2018.6.16

2019.6,30

寸法検査
コ ンベ ック

ス

2018.8,6

2020.8.5

=

77



添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器二覧表

検査年月 日 :今和 え年 7耳 似ロ

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備 考

減潜芹氏生露 爛
20,9,ュ t'す

2029,2.27

ユオ干計聟賃選壁 ノギ入
｀ 之oF9.ユ .r『

2。2912_22

グ

/

/

シ́イ

孵



添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年 月日 i今約 売 年?見 27E:

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
r薦考

寸法検査 コンベックス
2018,8.6

2020。 8.5

7″



添付資料 -6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年 月 日 :牟未巧已 年 rl月 十 日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範 l州 測定精度
校正年月日

有効期番長
備考

寸法検査
コンベ ック

ス

2018.8.6

2020.8.5

寸法検査
トータルス

テーション

2019,9120

2020,9, 19

′
″

//

/

/

/′

影
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名  :原子炉格納施設

系 統 名  :原子炉格納容器

原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

F申 縮式配管貫通部  ヽ

要領書番号  :原規規収第 1610071号 2-19

/全トッ焦И ″月
´

ん 年

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検 査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検 査 申請

4検 査期 日

5検 査場所

6検 査範囲

使用前検査申講番号

関原発第 29:9号

関原発第 434号

関原発第  46号

関原発第 202号

関原発第 259号

関原発第 415号

関原発斃 504号

関原発第 512号

関原発第 582号

関原発第   3号

関原発第  68号

関原発第 115号

開原発第 204号

8年 10月

0年  3月

0年  4月

0年  7月

0年  8月

0年 12月

1年  2月

1年  2月

1年  3月

二年  4月

9年  5月

9年  6月

9年  8月

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201

(201

(201

7日 )

0日 )

0日 )

4日 )

0日 )

5日 )

1日 )

6日 )

8日 )

4日 )

6日 )

4日 )

3日 )

2

2

2

ユ

1

2

2

自 ぞ殊コみ 年
至 獲沸 れ 年

′月/β日

7月 /膠 日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉格納施設

原子炉格納容器

原子炉格納容器配管貫通郡及び電気配線貫通部

伸縮式配管貫通部 3個



7検 査実施者 検査実施者一覧表のとおり

8検 査結果 検査結果一覧表のとおり

9添 付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項    i
2材料検査記録

3寸法検査言己録

4夕1観検査記録

5組立て及び孝居付け状態濯確認する検査記録

6雨1ヽ圧検査、漏えセ、ヽ検査記録

7検査痛計器‐覧表

2



検査実施者一覧表

“

特記事項
｀

生 し

検査立会責任者 印

漕 う″ァタデせγ 主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

と,■タ

検査年月日

揚 紳
″月/,日

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名:原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部伸縮式配管貫通部

―ト

備考
耐圧検査、

漏えい検査

豹

′周′▼園

え
年

月   日

年

月   日

組立て及び据付け状

態を確認する検査

灌彬儀え年

″月/′ 日

え

年

月   日

年

＼
月   日

外観検査

み
″月/B日

え
年

月   日

月   日

寸法検査

アン能み年
″月/'日

え
年

月

年

月   日

本オ料検査

殖y賜仏年

″周′,日

た
年

日

年

月   日

検査項目

検査日

結果

検査

結果

検査 風

結 果



添付資料 と下」

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備 考

本検査に係る使用説

検査申請書 (変 更申請

を含む。)が準備され

ていること.

記録確認

猿ラ毎万ム年

″月/膠 日 た
使用前検査成績書の「3検査

申講Jに 申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

日

月

⌒
目

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が申

請書どおりであるこ

とを確認する。

記録確認

賜 π二年

′月/P日
｀欠

年

El

月

年＼

日

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

愛沙鮨ん年

夕月″′日 た
年

日

孝＼

月   日

す



添付資料 1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項
フ
確認方法 検査年月露 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

揚 紳
″月′彦日 た

日

月

年 ＼

日

必要な図面等が準備

されていること。
図画等確経

かわな年
7月 ′ど日 夕く

年

日

準＼

月 ＼

渉



添付資料 1-3

寸法検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項
1

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

塗》徹ん年

″月/B日 え
年

屋l

月

年＼

日

必要な図面等が準備

されていること。
図画等確認

赫 ん年

?月 /β 日 Й
年

目

月

年＼

日 ＼
検査用計器が校正さ

れてお り有効期移長内

であること及び必要

な測定範囲(.測定精

度を有 しているこ

と心

記録確認

極 年

″層/β B え
年

日

年 ＼

月   日

タ



添付資料 1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確酪層む事項

外観捺査

確認事項 確認方法 検査年月日 結 果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確線

襲絲 年

″角/β 自 夕く
年

日

年ト

日月 ＼

必要な図画等が準イ薦

されていること。
図面等確認

効 み年
'7月 /'日 夕く

年

日

月

年｀

日 ＼

8



添付資料 1-5

蔑浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検,査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

確認事項 確認方法 検査年月日 結 果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。 :      |

記録確認

赫 貢A年

7角 /▼ 日 女
年

日

年｀

月   日 ＼

必要な図面等が準 l薦

されていること。
図面等確認

鋏 み年

″月ノP日 掟
年

日

月

年＼

日

?



添付資料 と-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

lほとヽ圧検査Ⅲ漏えい検査

離認事項 確認方法 検査年月日 結 果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

呵カラI言萌日た
年

日

平成  年 ＼

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図画等確認

鞠 が
7月 ′,揮 箆

年

隠

平成  年 ＼

月   日

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度 を有 し

ていること。

記録確認

弓羽施全年
夕月/θ 日 淀

年

日

平成  年 ＼

月   日

系統構成が完了 してい

ること。 、

⑭
働

考薪静心ξ日 え
立会/

記録確認

年

日

立会/

記録確認

平成 年 ＼

樹月

/'



添付資料 2∵ 1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

伸縮式配管貫通都  3個

判定基準 i工事言t画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象

(貫通部番号)

構成 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

250

351

伸縮継手

澄角み年
T月 /8日 た 記録確認端板 (ス リ=ブ取付 )

短管

l,常 考

・記録確線は、中請者の品質記録 (※ )に よる。    ,

※ :適合性確認検査成績書の識瘍け番号 : ア′ィ′r′″″

//



添付資料 2-2

嵩浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通郡

伸縮式配管貫通部 3個   i

判定基準 :正事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象

(貫通都番 号)
構 成 材料 検査年月日

検査

結果
検査方法

352

仲縮継手

鞠 た 記録確認

端板 (ス リ
=ブ取付 )

端板 (固E管取付 )

短管

備 考

・ 記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の
`織

別碁 号 :  T′ ,′ デ
′?′9

/を



＼
鶴

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通郡 伸縮式配管貫通部
‐
3個

判定基準 と各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備考

※ li公称値 ※ 2:許容値は正事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 31適合性確認検査成績書の識別番号 :丁 r― /1′ ″/フ

検査

結果

免

検査年月日

赫 森
″月/ど園

厚さ (Inttl

測定値許容値
※2

主要

寸法

長さ (mml

測定値許容値
※2主要

※1

甘法

外径 (mm)

測定値許容値
※2主要

※1

寸法

構成

スリーブ

伸縮継手

端板

僚リーダ取付)

短管

検査対象

(貫通部

番号)

2 5 0

一瑛
｛
」，溢
革
手
ω

卜

滞



＼
本

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 伸縮式配管貫通郡 3個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

解
~E録

確認

備考

※ 1:公称値 ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。   1

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 iTア ″.″ '/″′′

検査

結果

え

検査年月日

震鞣
″月/な歯

厚さ (mm)

測定値許容値
※2

主

寸

要

法

長さ (mml

測定値許容値
主要

寸法

外径 lttI監 l

測定値許容値
※2主要

※:

寸法

構成

スリーブ

伸縮継手

端板

似リーフ
S取

付)

短管

検査対象

(賞通部

番号)

351

輔
Ｒ
４
庶燦
汚
一
ω
十
１
囀



＼
埼

検査方法
査

果

検

結

え

検査年月日
測定値許容値

※2

厚さ lЩttl

主要

寸法
測定値許容値

長さ (Inml

主要

寸法
測定値許容値

※2

外径 (mml

主要
※1

寸法

構 成

伸縮継手

端板

(ス リー,・ 取付)

端板

(配管致付}

短管

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器雷こ管貫通郡及び電気配線賞通部 伸縮式配管貫通部 3個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

(貫通郡

番号)

備考

※ 1:公称値 ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 : ア ′デr,′″/ρ

一蝋
釈
一
憔
牌
活
一
∞

―

∞



添付資料 4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通郡及び電気配線貫通部

伸縮式配管質通部 3個

判定基準 :有害な欠陥 (表 面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのあるイ易^、 割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象

(貫通部番号 )

構 成 検査年月隠
検査

結果
検査方法

250

スリープ

狂湧袋ジと年
″月′′周

た
p
記録確認

仲縮継手 た 鍮
端板 (ス リープ取付 ) た 鍮

短 管 た
①
記録確認

3 5 1

スリーブ

枷 年
T ttrβ 爾

た 臨
伸縮継手 え

目視/

動

端板 (ス リーブ取付 ) え 臨
短管 え

日視/

爾

352

スリープ

施 年

′用r'厨

た
日視/

動

仲縮継手 A
端板 (ス リーブ取付) 夕(

端板 (配 管取付 ) え
短管 た

視/

備 考

・記録確認は、申請者1の 品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査歳績書あ識別番号 : T/rr″ π′/′

1/b



添付資料 5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通書【及び電気配線貫通部

伸縮式配管貫通部 3個

判定基準 :工事計 l由,の とお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象

(貫 通部番号)

検査年月日
検査

結果
検査方法

250

施 卒
″月/彦 目

夕く 鰍

3 5 I 麦 議

352 魔 勘

備 考

・記録確認は、中請者の品質記島表 (※ )にふる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 i  T′ ″
′″′″/フ

/7



＼
い

園視/

締

検査方法

脇

脇
⑩
記録確認

虞

愛

え

え

検査結果

勢
′月ノ

'日鐸謗み年

7月 /β 日

検査年月日

食静
″月/B′ 日

孵
″月/′ 日

水圧、気圧

区分

気圧

フ1ご/J

θ・じ/ご

″=3■亀

汐,、デムJ~

漏えい検査時

圧力 lょ∵Pa)

/ユ

//

//

保持時間

(皿 in)

//

ν,ご/ご

′rS庁

耐圧検査時

圧力 lMPお

′〔Jだ

沙iJ〆ぎ

耐圧検査規定

圧力 lMPa)

0.305

最高使用圧カ

(卜IPお

※

６

０

２

３

０

　
０

構 成

スリーブ

伸縮継手

端板

(ス リーブ取付)

短管

備 考

※ li重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 : Tr… Fユ ′T/フ

耐圧検査、鴻えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器l霜管貫通部及び電気配線質通部 伸縮式配管貫通部 3個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査対象

(貫遍部番号)

250

鶉
爺
埒
華

③
十

｝



ヽ
為

田視/

醸
目視/

翰
覆野毛見/

櫛
固視/

紳

検査方法

鬼

え

魔

検査結果

・λ

検査年月 日

秒
夕月/'日

警
″月れヲ日

勢
夕潟/ど 日

rン名吾猛テ日

水妊、気圧

区分

気圧

多Rぎβ

漏えい検査時

圧力 観Pa)

フ、、ヨ/』

′、ご〆ご

θl、デ′』

保持時間

lmin)

//

/2

//

//

耐圧検査時

圧力 lⅢPa)

θ、ご/ど

νttF/J

′t♂/▼

νュご/ヽヨ

酎圧検査規定

圧力 (ぼ a)

0。 305

最高使用圧カ

61Pa)

0。 305※
1

全
Ｕ

ｎ
υ

仲縮継手

端板

(ス リープ取付 )

短管

構成

スリーブ

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通郡 伸縮式配管貫通部 3個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないことと
と著 しい漏えいがないこと。

検査対象

(貫通部番号)

lD3

備 考

※ li重大事故等時における使用時の値
コ記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 : Tァ _r,′
″〃

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西竜力株式会社 高浜発電所

鶉
森
漆
筆

０
１
Ю



い
も

目視/

働
目

検査方法

目視/

機

文

文

魔
え

検査結果

夕く

警
″月/♂ 日

警

T月 /ど 日

検査年月日

掛 審
″月/'日

警
′月/′ 日

警
″月/ど 日

水圧、気圧

区分

気圧

υ・Jだ

フ.J/J

ρ、、デ/タ

ν!Jだ

漏えい検査時

圧力 (MPお

つlぎ/″

/2

保持時間

(min)

/r

/2

//

/′

υ=313

耐圧検査時

圧力 Mal

フ.J/タ

θt、デだ

νlごだ

θ.ど /タ

耐圧検査規定

圧力 (卜lPa)

0.305

最高使用圧カ

(MPa)

1

5※
1

ｔ
Ｕ

Ｏ
と

∩
Ｕ

ｎ
Ｖ

つ
０

Ａ
Ｖ

伸縮継手

端板

(ス リーブ取付)

端板

(配管取付)

短管

構成

スリーブ

備 考

※ 1:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 : T/,/エ ア″/′

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 伸縮式配管貫通郡 3個

判定基準 :。 検査圧力に耐え、かつ.異常がないこと。

・著 しい漏えいがないこと。

検査対象

(貫通部番号)

352

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

募
爺
凝
輩
０
１
ω



添付資料 7

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検 査用計器 一覧表

検査年月目:雙基 れ 年 夕月 /と日

検査項 日 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備 考

而ヽl圧検査

漏えい検査
圧力計

2019,6。 18

2019.9.30

耐圧検査

漏えい検査
圧力計

2019.6。 18

2019,9。 30

＼

＼

＼
＼

＼
＼

＼

え//症


